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編
者
前
書
き

　

昨
年
度
の
叢
書
で
は
、
従
来
追
究
し
て
き
た
村
上
家
と
屋
形
家
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
未
解
明
で
あ
っ
た
明
治
初
期
の
中
津
に
お
け
る
小
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
「
学
芸
の
諸
相
」
と
題
し
て
、
三
編
の
史
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

湯
谷
は
、
木
村
記
念
美
術
館
所
蔵
史
料
よ
り
、
中
津
正
行
寺
の
住
職
・
雲
華
上
人
の
書
簡
と
和
歌
紀
行
巻
を
取
り
挙
げ
、
中
津
の
文
人
お
よ
び
医
者
と
の
交
流

を
考
察
し
ま
し
た
。

　

吉
田
は
、
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
史
料
よ
り
、
六
代
目
村
上
玄
秀
作
成
の
「
徂
徠
先
生
学
則
解
」
を
素
材
に
し
て
、
玄
秀
の
学
問
修
養
の
一
端
を
検
証
し
ま
し

た
。

　

大
島
は
、
大
江
医
家
史
料
館
所
蔵
史
料
よ
り
、
中
津
藩
旧
蔵
書
が
記
載
さ
れ
た
「
御
蔵
書
」
に
着
目
し
、
藩
の
蔵
書
構
成
と
そ
の
管
理
・
運
用
に
つ
い
て
追
究

し
ま
し
た
。

　

ミ
ヒ
ェ
ル
は
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
元
禄
年
間
よ
り
明
治
初
期
に
わ
た
り
梅
津
屋
寿
平
を
中
心
に
知
の
流
布
を
支
え
る
中
津
の
書
林
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

中
津
の
史
料
の
奥
深
さ
や
内
容
の
豊
富
さ
を
、
改
め
て
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
八
年　

春

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編　

者　

一　

同



目　
次

　
　
編
者
前
書
き

　
　
凡
例

【
原
著
論
文
】

　

雲
華
上
人
と
中
津
の
文
人 

―
付
中
津
市
所
蔵
雲
華
自
筆
資
料
二
種 

― 

　
　
湯
谷
祐
三 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

1

　

村
上
玄
秀
の
「
徂
徠
先
生
学
則
解
」
に
つ
い
て

　
　
吉
田
洋
一 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

24

　

中
津
藩
旧
蔵
書
と
進
脩
館

　
　
大
島
明
秀 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

52

【
研
究
ノ
ー
ト
】

　

近
世
・
近
代
初
期
中
津
の
書
肆
・
梅
津
屋
寿
平
に
つ
い
て

　
　
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

73

Abstracts

（
英
文
要
旨
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

90

索
引 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

93



　
【
凡
例
】

一
、
底
本
は
中
津
市
木
村
記
念
美
術
館
蔵
「
天
保
四
年
雲
華
書
簡
」、「
天
保
一
三
年
雲
華
和
歌
紀
行
巻
」、
村
上
医
家
史
料
館
蔵
「
徂
徠
先
生
学
則
解
」（
史

料
番
号　

五
部
、
二
）、
及
び
大
江
医
家
史
料
館
蔵
「
御
蔵
書
」（
史
料
番
号　

鷹
匠
町—

大
江
家
七
六
）
を
使
用
し
た
。

一
、
原
文
の
欠
字
・
改
行
・
平
出
・
削
除
線
そ
の
他
の
体
裁
は
、
総
じ
て
底
本
の
表
記
を
反
映
す
る
よ
う
に
記
し
た
。

一
、
異
体
字
・
略
字
な
ど
は
通
用
す
る
字
句
に
改
め
た
。

一
、
見
せ
ケ
チ
や
削
除
線
は
二
重
線
で
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
箇
所
は
■
、
虫
損
・
破
損
等
で
判
読
不
能
な
箇
所
は

□
ま
た
は
［　
　
　

］
に
て
示
し
た
。
ま
た
修
正
が
あ
る
場
合
は
丸
括
弧
で
補
足
し
た
。

一
、「
天
保
一
三
年
雲
華
和
歌
紀
行
巻
」
で
、
和
歌
の
頭
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
番
号
を
付
し
た
。

一
、「
徂
徠
先
生
学
則
解
」
の
朱
書
き
の
箇
所
に
関
し
て
は
、（
朱
筆
）
に
て
示
し
た
。

一
、「
御
蔵
書
」
で
、
書
写
者
に
よ
る
後
か
ら
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
墨
付
き
括
弧
で
示
し
た
。
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雲
華
上
人
と
中
津
の
文
人

　

―
付
中
津
市
所
蔵
雲
華
自
筆
資
料
二
種
―

湯
谷
祐
三

交
差
さ
せ
て
、
雲
華
二
十
歳
以
降
の
中
津
で
の
文
芸
活
動
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
。
併
せ
て
、
中
津
市
が
所
蔵
す
る
未
紹
介
の
雲
華
自
筆
資

料
二
種
を
活
字
翻
刻
し
、
そ
の
成
立
過
程
と
雲
華
研
究
に
お
け
る
そ
の

意
義
を
考
察
す
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド

　

雲
華
、
中
津
正
行
寺
、
頓
慧
鳳
嶺
、
東
本
願
寺
、
高
倉
学
寮
、
田
能

村
竹
田
、
広
瀬
淡
窓
、
倉
成
龍
渚
、
亀
井
南
冥
、
奥
平
雨
山
、
田
中
信

平
、
曽
木
墨
荘
、
松
川
北
渚
、
辛
島
正
庵
、
八
條
半
坡
、
丸
岡
仲
堅
、

頼
春
水
、
頼
山
陽
、
豪
潮
、
浦
上
春
琴
、
篠
崎
小
竹
、
小
石
元
瑞
、
江

馬
細
香
、
頼
梅
颸
、
菅
茶
山
、
橋
本
元
吉
、
千
種
有
功
、
津
田
小
石
、

大
西
圭
斎
、
田
代
基
徳
、
大
江
春
塘
、
蔵
春
園

　
　
は
じ
め
に

　

雲
華
上
人
と
は
、
江
戸
後
期
の
豊
前
中
津
正
行
寺
の
住
持
に
し
て
、

東
本
願
寺
高
倉
学
寮
の
講
師
を
務
め
た
学
僧
で
あ
る
。
二
〇
歳
で
学
寮

に
入
寮
し
て
以
来
、
教
学
の
研
鑽
を
深
め
る
一
方
で
、
二
十
代
の
終
わ

り
頃
か
ら
は
漢
詩
文
の
製
作
を
開
始
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
文

人
と
の
交
流
を
展
開
し
た
。

　
要
旨

　

江
戸
後
期
、
中
津
市
永
添
の
城
慶
山
正
行
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
の
住

持
で
あ
っ
た
雲
華
上
人
（
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
師
）
は
、
竹
田
の
満
徳

寺
に
生
ま
れ
、
日
田
の
広
円
寺
で
成
長
し
、
中
津
の
正
行
寺
に
迎
え
ら

れ
た
学
僧
で
あ
る
。
雲
華
は
宗
学
を
研
鑽
す
る
か
た
わ
ら
、
博
多
の
亀

井
南
冥
一
族
と
交
流
し
て
漢
詩
の
技
能
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
安
芸
の
頼
山
陽
一
族
や
備
後
の
菅
茶
山
と
の
交
流
を
開
始
し
た
。

高
倉
学
寮
で
の
学
階
も
順
調
に
昇
進
し
、
一
年
の
大
半
を
京
都
で
過
ご

す
よ
う
に
な
る
と
、
学
寮
で
の
講
義
の
合
間
に
、
頼
山
陽
・
田
能
村
竹

田
・
浦
上
春
琴
・
小
石
元
瑞
・
篠
崎
小
竹
と
い
っ
た
文
人
ら
と
華
や
か

な
雅
交
を
展
開
し
た
。
山
陽
や
竹
田
の
著
作
に
は
雲
華
の
名
が
頻
出
す

る
。

　

し
か
し
、
京
都
で
活
躍
す
る
以
前
の
雲
華
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
従

来
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
雲
華
十
代
の
日
田
で
の
成
長
過
程
に

つ
い
て
は
、
親
交
の
あ
っ
た
広
瀬
淡
窓
の
日
記
資
料
に
よ
り
、
そ
の
輪

郭
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
雲
華
の
漢
詩
草
稿
で
あ

る
「
雲
華
草
」
の
記
事
と
、
奥
平
雨
山
・
田
中
信
平
・
曽
木
墨
荘
・
松

川
北
渚
・
辛
島
正
庵
・
八
條
半
坡
ら
、
中
津
の
文
人
や
医
者
の
伝
記
を
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そ
の
交
流
の
範
囲
は
、
ま
ず
出
生
地
の
豊
後
竹
田
に
は
、
南
画
の
大

家
田
能
村
竹
田
が
い
て
、
後
年
の
京
阪
神
で
の
親
交
は
竹
田
の
死
ま
で

続
い
た
。
一
二
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
を
過
ご
し
た
日
田
で
は
、
当
地
で

の
漢
詩
文
化
を
実
践
し
て
い
た
伯
父
の
広
円
寺
円
門
法
蘭
師
や
学
寮
で

教
学
を
教
え
て
い
た
長
福
寺
宝
月
普
明
師
ら
の
薫
陶
を
受
け
、
九
歳
年

下
の
広
瀬
淡
窓
と
も
後
年
交
際
を
深
め
て
い
る
。

　

一
九
歳
で
中
津
正
行
寺
の
頓
慧
鳳
嶺
（
一
七
四
八
～
一
八
一
六
）
師

の
養
子
と
な
り
、
居
を
中
津
に
移
し
て
以
降
は
、
学
匠
で
あ
る
鳳
嶺
師

の
も
と
で
宗
学
を
学
び
、
当
地
の
儒
官
で
あ
っ
た
倉
成
龍
渚
（
一
七
四

八
～
一
八
一
二
）
か
ら
も
外
典
（
仏
教
以
外
の
漢
籍
）
を
学
ん
だ
よ
う

で
あ
る
。
二
五
歳
の
時
に
は
『
十
四
行
偈
記
』
二
巻
・『
六
合
釈
講
演
』

一
巻
と
い
う
教
学
の
著
作
の
存
在
が
確
認
で
き
、
こ
の
頃
か
ら
既
に
講

学
活
動
に
入
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
二
八
歳
に
は
自
坊
正
行
寺
で

『
因
明
入
正
理
論
』
を
、
府
内
光
西
寺
で
『
一
枚
起
請
文
』
を
開
講
す

る
な
ど
し
て
い
る
。

　

漢
詩
文
の
作
品
が
確
認
で
き
る
の
は
、
現
存
資
料
で
は
二
九
歳
の
享

和
元
（
一
八
〇
一
）
年
か
ら
で
、
こ
の
年
、
恐
ら
く
は
廣
瀬
淡
窓
の
紹

介
に
よ
り
、
博
多
の
亀
井
南
冥
の
知
遇
を
得
て
、
南
冥
か
ら
詩
の
添
削

を
受
け
始
め
、
南
冥
の
実
弟
で
詩
僧
で
あ
る
博
多
崇
福
寺
の
幻
庵
曇
栄

禅
師
や
、
南
冥
の
三
人
の
子
息
で
あ
る
昭
陽
・
大
年
・
大
壮
ら
と
も
親

交
す
る
。
こ
の
年
の
冬
に
中
津
城
下
の
文
人
と
の
交
流
が
最
初
に
確
認

で
き
る
の
も
、
雲
華
が
漢
詩
文
の
世
界
に
本
格
的
に
参
入
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
以
後
享
和
年
間
は
、
博
多
の
南
冥
及
び
そ
の
周
辺
の
人
士
、

例
え
ば
高
弟
の
古
処
原
震
平
や
廣
瀬
淡
窓
と
の
交
際
を
深
め
る
。
田
能

村
竹
田
と
初
め
て
対
面
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

文
化
年
間
に
な
る
と
、
南
冥
関
係
の
人
士
に
加
え
て
、
中
津
の
文

人
、
す
な
わ
ち
、
奥
平
雨
山
・
田
中
信
平
・
曽
木
墨
荘
・
松
川
北
渚
・

辛
島
正
庵
・
八
條
半
坡
・
丸
岡
仲
堅
ら
の
名
前
が
詩
作
に
頻
出
す
る
よ

う
に
な
り
、
既
に
中
津
の
文
人
世
界
の
一
角
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
は
頼
春
水
、
同
四
年
に
は

頼
春
風
、
同
五
年
に
は
頼
山
陽
と
、
頼
一
族
と
の
親
交
も
開
始
し
て
、

活
躍
の
場
は
中
津
以
外
に
も
広
が
っ
て
ゆ
く
。
山
陽
と
の
交
わ
り
も
そ

の
死
ま
で
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。
文
化
六
年
に
は
長
崎
へ
旅
遊
し
、
当

地
の
華
人
ら
と
交
流
し
て
古
琴
を
得
る
。
ま
た
文
化
年
間
に
は
、
天
台

の
豪
潮
律
師
と
の
交
遊
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
の
富
士
登
山
は
、
二
年
前
に
養
父
鳳
嶺
師

を
失
っ
た
雲
華
に
と
っ
て
画
期
と
な
る
出
来
事
で
、
こ
の
年
の
後
半
に

は
内
室
に
先
立
た
れ
る
な
ど
、
喜
び
と
悲
し
み
を
一
度
に
味
わ
っ
た

が
、
そ
の
歳
末
に
は
頼
山
陽
が
自
坊
正
行
寺
を
訪
れ
、
連
れ
だ
っ
て
山

国
川
の
渓
谷
を
逍
遙
し
、
こ
れ
が
名
勝
「
耶
馬
渓
」
の
誕
生
に
も
つ
な

が
っ
た
。
頼
山
陽
と
の
親
交
が
深
ま
る
の
は
実
質
的
に
こ
の
年
以
降
で

あ
る
。

　

雲
華
は
東
本
願
寺
の
教
学
組
織
で
あ
る
高
倉
学
寮
に
学
職
を
持
っ
て

お
り
、
春
の
学
寮
開
講
に
間
に
合
う
よ
う
、
二
月
三
月
中
に
は
上
洛

し
、
四
月
中
旬
か
ら
約
三
ヶ
月
間
を
学
寮
で
の
講
義
に
あ
て
、
秋
に
は

地
方
へ
の
講
演
活
動
に
出
張
し
、
年
末
に
は
中
津
の
正
行
寺
に
戻
り
、

元
旦
に
は
新
年
の
挨
拶
に
登
城
す
る
と
い
う
生
活
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ

た
。
京
都
で
の
講
義
の
合
間
に
は
、
頼
山
陽
・
田
能
村
竹
田
・
浦
上
春
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琴
・
篠
崎
小
竹
・
小
石
元
瑞
と
い
っ
た
在
京
の
文
人
た
ち
と
名
勝
に
遊

び
、
旗
亭
（
料
理
屋
）
で
の
宴
会
や
詩
作
、
蘭
画
、
古
玩
の
鑑
賞
な
ど

を
行
っ
た
。

　

さ
て
、
雲
華
の
事
跡
を
知
る
基
本
資
料
は
、
そ
の
漢
詩
草
稿
で
あ
る

「
雲
華
草
」
を
編
年
で
活
字
翻
刻
し
た
翠
陰
赤
松
文
二
郎
氏
編
『
雲
華

上
人
遺
稿
』（
以
下
『
遺
稿
』）
で
あ
る
が
、
頼
山
陽
・
田
能
村
竹
田
・

広
瀬
淡
窓
ら
、
親
交
の
深
い
文
人
た
ち
の
資
料
に
も
雲
華
に
関
す
る
重

要
な
事
柄
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
高
倉
学
寮
の
記
録
で
あ
る
『
上

首
寮
日
記
』
も
雲
華
の
動
向
を
知
る
に
必
須
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら

を
集
成
し
て
、
雲
華
に
関
す
る
「
年
表
稿
」
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
田
能
村
竹
田
や
広
瀬
淡
窓
と
雲
華
と
の
交
流
の
実
際
に
つ
い
て

報
告
し
た
■1
。

　

京
都
に
お
け
る
雲
華
の
文
事
雅
交
の
期
間
は
、
お
よ
そ
四
十
代
後
半

か
ら
六
十
代
前
半
、
文
政
年
間
か
ら
天
保
期
前
半
で
あ
っ
て
、
天
保
三

（
一
八
四
二
）
年
の
頼
山
陽
逝
去
、
天
保
六
年
の
田
能
村
竹
田
逝
去
に

よ
っ
て
、
徐
々
に
そ
の
雅
交
は
縮
小
し
、
天
保
一
四
年
、
七
一
歳
の
時

に
は
、
頼
山
陽
の
恋
人
で
あ
っ
た
江
馬
細
香
宛
の
書
簡
で
、「
風
流
事

一
切
払
地
候
」
と
歎
息
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
寮
で
の
講
学
活
動
は

一
貫
し
て
継
続
し
て
お
り
、
そ
れ
は
七
八
歳
で
亡
く
な
る
前
年
ま
で
続

く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
文
政
か
ら
天
保
期
の
雲
華
に
つ
い
て
は
、
山
陽
や
竹

田
、
学
寮
な
ど
の
関
係
資
料
が
比
較
的
豊
富
に
残
り
、
多
く
が
公
刊
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
動
向
も
つ
か
み
や
す
い
の
で
あ
る

が
、
京
都
で
活
躍
す
る
以
前
の
雲
華
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

雲
華
が
十
代
を
過
ご
し
た
日
田
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
淡
窓
の

日
記
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雲
華
が
居
住
し
た
広
円
寺
や
交

際
の
あ
っ
た
長
福
寺
で
の
当
時
の
学
問
状
況
な
ど
が
浮
か
び
あ
が
り
、

寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
一
九
歳
の
雲
華
が
一
〇
歳
の
淡
窓
ら
と

『
十
八
史
略
』
の
会
読
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

本
稿
は
、
一
九
歳
で
中
津
の
正
行
寺
に
入
っ
て
か
ら
の
、
主
に
中
津

に
お
け
る
雲
華
の
文
事
に
つ
い
て
、『
遺
稿
』
と
中
津
の
文
人
に
関
す

る
郷
土
史
の
成
果
を
相
互
に
参
照
し
て
、
現
在
判
明
す
る
と
こ
ろ
を
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
次
章
で
は
、
平
成
二
七
年
四

月
の
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
・
木
村
記
念
美
術
館
で
の
資
料
調
査

に
お
い
て
参
観
し
た
雲
華
の
書
簡
及
び
和
歌
紀
行
巻
に
つ
い
て
紹
介
し

考
察
し
た
い
。

一
、
中
津
市
所
蔵
雲
華
自
筆
資
料
二
種
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
一
二
月
一
五
日
付
雲
華
書
簡
と
雲
華
の

和
歌
紀
行
巻
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
雲
華
自
筆
で
、
巻
子
装
各
一
巻
の
計

二
巻
が
一
つ
の
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
蓋
表
に
は
「
雲
華
、

京
よ
り
故
郷
古
城
へ
帰
る
時
の
和
歌
旅
日
記
、
父
皆
往
院
にマ

マ

死
亡
の

時
、
家
人
に
宛
た
る
書
翰
」、
蓋
裏
に
は
「
雲
華
院
和
歌
旅
日
記
一

巻
、
皆
往
院
死
去
に
際
し
、
雲
華
旅
先
よ
り
正
行
寺
宛
手
紙
壹
巻
、
法

水
書
之
」
と
、
旧
蔵
者
と
お
ぼ
し
き
人
物
に
よ
る
墨
書
が
あ
る
が
、
書

簡
の
内
容
の
説
明
に
誤
謬
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。



− 4 −

図
一
　
雲
華
書
簡
の
冒
頭
。

図
二
　
雲
華
書
簡
の
末
尾
。



− 5 −

　

資
料
①
の
書
簡
は
「
致
披
見
候
、
院
家
事
病
気
候
處
、
養
生
不
相

叶
、
十
月
廿
八
日
ニ
致
往
生
候
、
実
ニ
驚
入
、
愁
傷
無
限
候
」
と
書
き

出
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
月
二
八
日
に
「
院
家
」
が
病
没
し
た
と
い
う
報

に
接
し
て
、
雲
華
が
衝
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
蓋
裏
の
墨
書
に
は
、「
皆
往
院
死
去
に
際
し
」
と
す
る
が
、
雲
華

の
義
父
で
あ
る
正
行
寺
の
皆
往
院
頓
慧
鳳
嶺
師
は
、
文
化
一
三

（
一
八
一
六
）
年
九
月
七
日
に
示
寂
し
て
い
る
（
同
寺
墓
碑
銘
）。
よ
っ

て
、
書
簡
に
い
う
「
院
家
」
は
皆
往
院
の
こ
と
で
は
な
い
。

　

更
に
書
簡
に
は
、「
越
後
表
御
用
被
仰
付
」
と
あ
り
、「
三
條
御
坊
」

「
新マ

マ

井
御
坊
」「
長
岡
」「
高
田
御
坊
」
な
ど
の
名
称
が
続
く
。「
年
譜

稿
」
を
確
認
す
る
と
、
雲
華
が
こ
れ
ら
越
後
の
各
地
を
経
歴
し
た
の

は
、
六
一
歳
の
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
の
時
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
ま
さ
に
こ
の
年
の
一
〇
月
二
八
日
に
、
正
行
寺
の
後
嗣
で
あ
っ
た

聞
喜
院
釈
大
有
広
慶
師
が
示
寂
し
て
い
る
（
同
寺
墓
碑
銘
）。
す
な
わ

ち
、
こ
の
書
簡
に
い
う
病
没
し
た
「
院
家
」
と
は
大
有
師
の
こ
と
で
あ

る
。

　

大
有
師
は
、
雲
華
の
実
家
で
あ
る
竹
田
の
満
徳
寺
住
持
円
黙
師
（
雲

華
実
兄
）
の
次
男
で
、
長
ら
く
男
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
雲
華
が
後
嗣

と
し
て
正
行
寺
に
迎
え
た
人
物
で
あ
る
。
京
都
で
は
頼
山
陽
と
交
際

し
、
前
年
の
秋
に
正
行
寺
を
訪
問
し
た
田
能
村
竹
田
と
も
、
お
よ
そ

一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
親
交
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
竹
田
の
『
竹
田
荘
師

友
画
録
』
巻
下
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
■2
。
寺
伝
で
は
そ
の
没
年
を

三
六
歳
と
し
、
こ
れ
よ
り
逆
算
す
れ
ば
生
年
は
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）

年
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
書
簡
は
、
天
保
四
年
一
〇
月
二
八
日
の
大
有
師
逝
去

の
報
を
受
け
て
、
一
二
月
一
五
日
に
雲
華
が
発
信
し
た
も
の
で
、
宛
先

の
「
四
ヶ
寺
」
と
は
、
正
行
寺
内
の
塔
頭
寺
院
四
ヶ
寺
で
あ
ろ
う
■3
。

こ
の
年
の
「
雲
華
草
」
の
末
尾
に
は
、「
発
郷
状
書
」
と
題
す
る
五
絶

（
北
越
酬
郷
信
、
修
書
数
十
行
、
購
来
日
田
紙
、
慣
看
感
殊
長
）
が
あ

り
■4
、「
日
田
紙
」
で
郷
里
に
書
状
を
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
■5
。
本
稿

で
紹
介
す
る
書
簡
が
、
ま
さ
に
こ
れ
に
相
当
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

後
嗣
を
失
っ
た
悲
し
み
に
つ
い
て
、
書
簡
で
は
「
愁
傷
無
限
」
と
簡

潔
で
あ
る
が
、「
雲
華
草
」
で
は
「
歳
杪
吟
」
と
題
す
る
作
品
で
、「
…

郷
土
三
千
里
、
顧
身
天
一
隅
、
生
死
雖
常
道
、
悲
喜
亦
須
臾
、
家
児
訃

音
至
、
恍
如
失
掌
珠
、
日
夜
仰
天
嘆
…
」
と
詳
述
し
て
い
る
■6
。
郷
土

か
ら
「
三
千
里
」
と
は
、
詩
な
ら
で
は
の
誇
張
表
現
か
。
書
簡
で
は

「
三
百
里
」
と
あ
り
、「
千
」（
平
声
）・「
百
」（
入
声
）
と
平
仄
も
異
な

る
。

　

書
簡
は
続
い
て
早
期
の
帰
郷
が
難
し
い
こ
と
を
述
べ
る
。
翌
天
保
五

年
二
月
ま
で
越
後
各
地
で
の
予
定
が
入
っ
て
お
り
、
京
都
に
戻
る
の
は

三
月
で
、
そ
の
ま
ま
学
寮
で
の
講
義
が
あ
る
と
い
う
。「
年
譜
稿
」
を

確
認
す
る
と
、
天
保
五
年
三
月
七
日
に
は
信
濃
善
光
寺
に
参
詣
し
て
お

り
、
三
月
一
一
日
に
中
山
道
を
通
っ
て
帰
京
の
途
に
つ
き
、
お
そ
ら
く

そ
の
ま
ま
学
寮
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
書
簡
で
は
、「
夏
後
ニ
必
一

寸
帰
寺
も
可
申
候
」
と
、
講
義
終
了
後
の
帰
郷
を
希
望
し
て
い
た
よ
う

だ
が
、
七
月
一
九
日
に
は
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
の
即
得
寺
に
向
か
っ
て
お

り
、
帰
郷
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
八
月
七
日
に
は
現
講
師
で
雲

華
と
は
幼
少
よ
り
の
知
己
で
あ
る
法
海
師
（
日
田
長
福
寺
宝
月
師
次
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男
）
が
六
七
歳
で
示
寂
し
、
同
月
二
五
日
に
は
雲
華
が
講
師
を
拝
命
す

る
と
い
う
重
大
事
が
あ
り
、
休
む
間
も
な
く
九
月
一
日
に
は
大
垣
別
院

に
向
か
う
な
ど
、
こ
の
時
期
の
雲
華
に
帰
郷
す
る
い
と
ま
は
全
く
な

か
っ
た
。
一
〇
月
二
一
日
に
は
一
昨
年
に
亡
く
な
っ
た
盟
友
頼
山
陽
の

墓
参
の
た
め
長
楽
寺
に
参
詣
し
、
一
二
月
一
日
、
よ
う
や
く
帰
国
の
途

に
つ
き
、
除
夜
を
中
津
で
迎
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
雲
華
の
書
簡
に
戻
る
と
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
住
持

を
失
っ
た
正
行
寺
の
「
護
持
」
に
つ
い
て
繰
り
返
し
念
を
押
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。「
御
門
徒
参
□

［
詣
カ
］等

之
候
節
も
無
油
断
護
持
候
様
ニ
可
有

之
候
。
実
ニ
大
切
之
事
ニ
候
間
、
能
々
可
御
計
候
」、「
御
門
徒
へ
も
、

一
同
ニ
被
申
談
置
、
可
然
護
持
候
儀
ニ
く
れ
ゝ
ゝ
も
頼
候
」
な
ど
、
留

守
中
の
正
行
寺
の
運
営
と
、「
御
門
徒
」
と
の
関
係
を
と
り
わ
け
心
配

し
て
い
る
。

　

従
来
、
頼
山
陽
と
の
交
遊
か
ら
の
み
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
故

か
、
雲
華
に
は
奔
放
不
羈
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
ま
わ
り
、
実
際
に
は

下
戸
で
あ
っ
た
雲
華
が
、
山
陽
に
酒
の
味
を
覚
え
さ
せ
た
な
ど
と
想
像

す
る
向
き
も
あ
る
た
め
、
筆
者
は
「
頼
山
陽
の
友
、
雲
華
上
人
の
実

像
」
な
る
小
文
を
草
し
、
雲
華
が
当
時
一
流
の
学
僧
で
あ
り
、
自
坊
の

運
営
に
も
人
一
倍
腐
心
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
か
に
し
た
。
こ
の
書

簡
も
そ
う
し
た
雲
華
の
細
心
な
性
格
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

書
簡
の
末
尾
に
は
、「
お
ゆ
た
」「
お
の
ふ
」
ら
寺
中
の
女
性
を
気
遣

う
文
言
が
あ
り
、「
妻
之
お
ゆ
た
等
も
実
に
無
力
と
案
申
候
」
と
あ
る

か
ら
、「
お
ゆ
た
」
は
大
有
師
の
妻
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
寺
伝
で

は
、「
広
慶
の
配
、
家
老
奥
平
氏
の
女
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
人

物
の
実
名
か
。
墓
碑
銘
で
は
、「
聞
喜
院
釈
広
慶
」
と
「
華
生
院
釈
尼

妙
寿
」
と
が
一
石
に
連
名
で
刻
ま
れ
て
お
り
、
華
生
院
の
没
年
は
「
明

治
三
庚
午
年
九
月
十
日
」
と
あ
る
。

　

以
上
、
こ
の
雲
華
書
簡
は
、
後
嗣
の
急
逝
を
知
り
な
が
ら
も
、
す
ぐ

に
帰
国
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
ど
か
し
い
思
い
と
、
住
職
不
在
と

な
っ
た
自
坊
を
案
じ
る
気
持
ち
を
、
遠
く
越
後
か
ら
伝
え
た
も
の
で
あ

る
。

　

次
に
、
資
料
②
の
和
歌
紀
行
巻
に
つ
い
て
考
え
る
。
箱
書
に
は
、

「
和
歌
旅
日
記
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
仮
題
で
巻
子
自
体
に
内
題
等

は
な
い
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
作
品
冒
頭
に
「
壬
寅
の
文
月
の

末
、
み
や
こ
の
住
室
を
た
ち
て
ヽ
皆
々
故
郷
に
趣
き
け
る
と
き
に
よ
め

る
」
と
あ
る
こ
と
が
根
拠
と
な
る
。
こ
の
「
壬
寅
」
と
は
、
雲
華
七
〇

歳
の
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
壬
寅
で
、
こ
の
年
雲
華
は
七
月
（
文

月
）
二
三
日
に
帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
る
（
年
譜
稿
）。

　

作
品
は
合
計
三
九
首
の
和
歌
か
ら
な
り
（
行
間
書
き
入
れ
の
二
首
を

含
む
）、
京
都
・
伏
見
・
難
波
・
堺
・
尼
崎
・
西
宮
・
摩
耶
山
・
湊
川
・

生
田
・
兵
庫
・
筑
嶋
・
須
磨
・
明
石
・
播
磨
・
舞
子
濱
・
三
石
・
広

島
・
宮
嶋
・
吉
備
津
宮
・
矢
上
（
弥
上
）・
川
辺
・
神
辺
・
尾
道
・
三

原
・
西
條
・
関
戸
（
岩
国
市
）・
宮
市
（
防
府
市
）
と
い
う
行
程
を
経

て
中
津
の
自
坊
正
行
寺
に
至
る
。
地
名
の
順
を
見
る
と
必
ず
し
も
東
か

ら
西
へ
順
番
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
旅
程
と
は
食
い

違
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
地
の
文
は
な
く
、
地
名
を
挙
げ
て
歌
一

首
（
ま
れ
に
二
首
）
を
添
え
る
と
い
う
体
裁
で
、
詞
書
が
つ
く
も
の
も

あ
る
。
詞
書
は
す
べ
て
短
文
で
あ
る
が
、
雲
華
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
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図
三
　
和
歌
紀
行
巻
の
冒
頭
。

図
四
　
和
歌
紀
行
巻
の
末
尾
。

い
く
つ
か
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。
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「
側
な
る
女
」
（2）
が
、
京
都
で
の
雲
華
の
世
話
を
し
て
い
た
元
東
山

の
舞
妓
お
露
（
一
八
〇
二
年
出
生
と
し
て
当
時
四
一
歳
）
で
あ
る
か
ど

う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
お
露
は
二
九
歳
年
長
の
雲
華
に
同
行
し
て
例

年
中
津
と
京
都
を
往
復
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
二
月
に
雲
華
が
八
瀬
に

湯
治
に
出
か
け
た
時
も
同
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
■7
（
正
行
寺
蔵
書

簡
）、
こ
の
度
の
帰
郷
に
も
同
行
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
歌
に
は

「
憂
事
も
た
ゝ
一
筋
に
し
の
へ
か
し
」
と
あ
っ
て
、
何
か
不
本
意
な
状

況
を
暗
示
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
故
障
で
お
露
は
同
行
で
き
な
か
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
お
露
と
は
全
く
別
人
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
判
断
を

保
留
し
て
お
く
。

　
「
姪
な
る
も
の
ゝ
す
め
る
堺
の
寺
」
（5）
の
「
姪て

つ

」
は
、
今
日
の
「
甥
」

に
当
た
る
意
味
も
あ
る
か
ら
女
性
と
は
限
ら
な
い
が
、
和
文
で
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
「
姪め

い

」
で
あ
ろ
う
か
。
雲
華
の
甥
あ
る

い
は
姪
が
居
住
し
た
と
い
う
「
堺
の
寺
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
尼
崎
へ

は
船
で
わ
た
り
（6）
、
湊
川
で
は
石
碑
（
お
そ
ら
く
湊
川
神
社
の
楠
木
正

成
墓
、
水
戸
光
圀
建
立
）
を
詠
み
、
生
田
で
は
源
平
合
戦
時
の
河
原
兄

弟
の
戦
死
を
偲
ぶ
な
ど
、
武
人
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。

　
「
広
島
頼
梅
颸
老
嫗
の
病
を
訪
ひ
け
る
に
示
さ
れ
し
う
た
を
み
て
」

（22）
と
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
広
島
に
頼
山
陽
の
母
梅ば

い

颸し

を
見
舞
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
に
梅
颸
は
八
三
歳
で
、

天
保
三
年
の
山
陽
逝
去
よ
り
一
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
。
雲
華
は
莫
逆

の
友
人
で
あ
っ
た
山
陽
の
実
家
を
山
陽
逝
去
以
前
に
計
六
回
訪
ね
て
お

り
（
年
譜
稿
）、
山
陽
の
先
考
春
水
以
来
の
つ
き
あ
い
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
杉
ノ
木
小
路
の
屋
敷
（
現
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
）
は
懐
か
し
い
場

所
で
あ
っ
た
。
山
陽
没
後
の
天
保
五
年
に
は
広
島
か
ら
雲
華
に
「
筥
柿

一
」
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
山
陽
没
後
も
交
際
は
継
続
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
歌
の
中
に
「
筆
と
れ
ぬ
こ
と
な
ゝ
け
き
そ
」
と
あ
り
、
梅
颸
は
手

に
筆
を
持
て
な
い
な
が
ら
も
雲
華
に
和
歌
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
現

在
、
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
発
行
の
『
雲
耶
山
耶
』
に
未
刊
の
『
梅
颸

日
記
』
の
翻
刻
が
連
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
〇
一
号
に
は
天
保

一
二
年
三
月
か
ら
五
月
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
天
保
一
三
年
の

記
事
が
公
刊
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
時
の
雲
華
と
の
や
り
と
り
も
、
よ
り
詳

細
に
判
明
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

故
菅
茶
山
ゆ
か
り
の
神
辺
で
は
、
天
瑞
・
祐
岱
の
二
人
の
訪
問
を
受

け
た
（28）

。
こ
の
天
瑞
は
、
福
山
浄
願
寺
の
僧
で
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）

年
に
福
山
を
訪
れ
た
雲
華
は
求
め
に
よ
っ
て
そ
の
書
室
に
題
し
て
い

る
。
も
う
一
人
の
祐
岱
は
、
同
じ
福
山
の
最
善
寺
の
僧
で
、
茶
山
・
雲

華
と
も
交
際
の
あ
っ
た
祐
慶
（「
雲
華
草
」
で
は
「
最
善
寺
上
人
」
と

出
る
）
の
子
で
あ
る
。
歌
に
は
「
同
じ
心
を
か
た
る
秋
の
よ
」
と
あ

り
、
茶
山
も
健
在
で
あ
っ
た
二
十
年
前
の
昔
話
に
花
が
咲
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。

　

尾
道
で
は
、
土
地
の
富
商
で
あ
る
橋
本
元
吉
に
和
歌
を
贈
っ
て
い

る
。
橋
本
元
吉
（
一
七
九
〇
～
一
八
六
二
）、
名
は
旋
、
字
は
元
吉
、

通
称
は
吉
兵
衛
、
竹
下
と
号
し
た
。
茶
山
・
山
陽
に
学
び
、
自
身
詩
を

よ
く
し
た
竹
下
と
雲
華
と
の
交
際
は
文
政
四
年
頃
よ
り
始
ま
る
。
山
陽

が
雲
華
に
贈
っ
た
こ
と
で
名
高
い
「
耶
馬
渓
図
巻
」（
雲
華
本
）
を
竹

下
も
欲
し
が
り
、
文
政
一
二
年
に
山
陽
が
再
度
画
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
（
竹
下
本
）。
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防
府
の
宮
市
以
降
、
地
名
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
雲
華
は
下
関

を
経
由
せ
ず
、
こ
こ
か
ら
直
接
中
津
方
面
へ
渡
航
し
た
と
思
わ
れ
る
。

古
城
の
自
坊
正
行
寺
に
帰
着
し
て
、「
千
種
有
功
卿
の
御
は
な
む
け
の

御
返
し
」
（35）

を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
和
歌
紀
行
の
成
立
に
も
関
係

し
て
注
目
さ
れ
る
。
雲
華
は
こ
の
年
の
二
月
晦
日
に
千
種
有あ

り

功こ
と

父
子
と

嵐
山
に
遊
ん
で
お
り
■8
、
夏
に
も
「
千
種
殿
に
て
当
座
夏
花
」
と
題
す

る
和
歌
を
初
め
と
し
て
一
二
首
を
詠
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
雲
華
の

歌
詠
は
こ
の
年
に
始
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
漢
詩
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
お
り
お
り
の
詠
作
が
そ
れ
ま
で
の
雲
華
草
に
も
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
香
川
景
樹
と
も
交
わ
り
、
二
条
派
の
歌
風
を
脱
し
た
と

言
わ
れ
る
千
種
有
功
（
一
七
九
七
～
一
八
五
四
）
と
の
交
際
は
、
雲
華

の
和
歌
へ
の
関
心
を
改
め
て
か
き
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
和
歌

紀
行
に
内
題
が
な
い
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
料
紙
の
右

端
最
下
部
に
小
さ
く
「
大
含
上
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
、
こ
の
「
上
」
を
「
た
て
ま
つ
る
」
と
読
め
ば
、
雲
華
が
あ
る
貴
顕

に
献
呈
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
前
後
の
状
況
を
考
え
る
と
、

千
種
有
功
そ
の
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
、
雲
華
は
「
中
秋
」
（39）

と
題
す
る
歌
で
こ
の
紀
行
を
締
め
く

く
っ
て
い
る
。「
故
郷
の
古
城
の
松
に
年
を
へ
て
秋
の
最
中
の
月
を
み

る
か
な
」
と
あ
り
、
旧
暦
八
月
一
五
日
に
雲
華
は
既
に
古
城
正
行
寺
に

い
た
。
雲
華
は
七
月
二
三
日
に
京
都
を
出
立
し
て
い
る
か
ら
、
お
よ
そ

二
三
日
間
以
内
で
帰
郷
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
前
、
天
保
三
年

一
〇
月
二
三
日
に
頼
山
陽
逝
去
の
知
ら
せ
を
中
津
で
知
っ
た
雲
華
は
、

即
日
出
立
し
お
よ
そ
二
〇
日
後
の
一
一
月
一
三
日
に
入
京
し
て
頼
家
を

弔
問
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
保
一
三
年
の
帰
郷
の
お
り
の
日
数
と
、

天
保
三
年
の
山
陽
弔
問
の
お
り
の
上
洛
の
日
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

当
時
、
中
津
・
京
都
間
は
二
〇
日
以
上
二
五
日
未
満
で
往
来
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
行
程
に
は
何
度
か
の
船
便
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
中
津
市
が
所
蔵
す
る
雲
華
の
自
筆
資
料
二
種
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
書
簡
に
は
雲
華
の
性
格
と
置
か
れ
て
い
る
立
場
が
よ
く
表
現
さ

れ
て
お
り
、
和
歌
紀
行
巻
に
は
雲
華
が
生
涯
に
何
度
も
往
来
し
た
中

津
・
京
都
間
の
各
地
と
、
そ
こ
に
住
ま
う
知
人
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
雲
華
の
実
像
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
で

あ
る
。

二
、
雲
華
上
人
と
中
津
の
文
人
と
の
交
流

　

本
章
で
は
雲
華
上
人
と
交
流
の
あ
っ
た
中
津
の
文
人
に
つ
い
て
概
観

す
る
。「
雲
華
草
」
に
見
ら
れ
る
、
雲
華
と
漢
詩
の
応
酬
を
し
て
い
た

中
津
の
人
士
と
そ
の
生
没
年
は
後
述
の
通
り
で
あ
る
。
義
父
の
頓
慧
鳳

嶺
師
と
漢
学
の
師
倉
成
龍
渚
を
加
え
て
み
る
と
、
鳳
嶺
師
と
倉
成
龍

渚
、
田
中
信
平
（
田
信
）
の
三
人
が
い
ず
れ
も
寛
延
元
（
一
七
四
八
）

年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
の
こ
と
な
が
ら
興
味
深
い
。
彼
ら
が

雲
華
の
親
の
世
代
で
あ
り
、
奥
平
雨
山
も
こ
の
三
人
と
ほ
ぼ
同
年
で
あ

る
（
一
歳
年
長
）。
雲
華
と
同
世
代
で
あ
る
の
は
一
歳
年
長
の
曽
木
墨

荘
の
み
で
、
松
川
北
渚
・
辛
島
正
庵
・
八
條
半
坡
ら
は
六
歳
以
上
年
少

で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
丸
岡
仲
堅
・
津
田
小
石
・
大
西
圭
斎
ら
が
い

る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
人
士
に
つ
い
て
、
一
人
ず
つ
そ
の
略
伝
と
雲
華
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の
漢
詩
の
内
容
か
ら
見
た
交
際
の
実
態
を
確
認
し
て
い
く
。

①
奥
平
雨
山
（
一
七
四
七
～
一
八
一
九
）

　

奥
平
家
の
「
七
族
」
の
一
つ
雨
山
家
の
人
で
も
と
の
姓
は
阿
知
波
氏

で
あ
る
■9
。
そ
の
内
、
雲
華
と
交
際
が
あ
っ
た
の
は
奥
平
定
恭
で
、
字

を
輔
義
、
修
理
と
称
し
、
後
に
平
右
衛
門
と
改
称
し
た
。
明
和
七

（
一
七
七
〇
）
年
・
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
の
二
度
に
わ
た
り
家
老

職
に
つ
い
た
。
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
退
隠
し
、
子
の
図
書
に
家

督
を
譲
る
。
老
後
は
名
を
玄
玄
と
改
め
、
金
谷
の
別
荘
に
住
し
た
。
白

衣
鳩
杖
で
山
水
に
自
得
し
た
と
い
う
。
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
七
月

三
日
、
七
三
歳
で
逝
去
し
た
。
そ
の
伝
は
文
政
三
年
に
山
川
東
林
が
撰

し
た
墓
碑
銘
に
詳
し
い
■10
。

　

雲
華
と
雨
山
と
の
交
際
は
文
化
元
年
よ
り
見
ら
れ
る
。「
奥
平
大
夫

別
荘
会
限
炷
分
韻
得
二
律
肥
字
」
と
題
す
る
五
律
二
詩
が
あ
り
、
そ
の

中
で
は
「
金
谷
美
」
と
し
て
、
水
辺
に
面
し
た
田
園
の
美
景
を
述
べ

る
。
地
名
の
金か

な

谷や

は
、
西
晋
の
詩
人
石
崇
の
別
荘
金き

ん

谷こ
く

園え
ん

を
連
想
さ
せ

る
。
金
谷
の
別
荘
の
所
在
地
は
い
わ
ゆ
る
「
御
茶
屋
」
の
あ
た
り
で
あ

ろ
う
か
。

　

文
化
二
年
に
は
、
雨
山
が
退
隠
し
て
江
戸
か
ら
帰
還
し
た
こ
と
を
喜

び
、
雨
山
を
訪
れ
た
り
、
書
簡
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
内
容

を
見
る
と
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
雲
華
は
「
妖
僧
」
の
跳
梁
に
憤

り
、
訴
訟
ご
と
に
関
係
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

明
く
る
三
年
に
は
、「
春
日
遠
風
楼
集
」
と
題
す
る
五
律
が
あ
り
、

「
同
呈
雨
山
大
夫
」
七
絶
に
は
「
酒
盃
三
月
遠
風
楼
」
と
あ
る
。
こ
の

遠
風
楼
と
は
雨
山
の
金
谷
の
別
荘
に
設
け
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
、
雨
山
の
別
荘
で
は
盛
ん
に
詩
宴
が
開
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

翌
四
年
に
は
雨
山
に
宛
て
た
雲
華
の
書
簡
が
五
通
も
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
、
亀
井
昭
陽
の
『
蘐
文
談
』
を
推
奨
し
た
り
、
雨
山

所
蔵
の
大
雅
の
山
水
図
の
借
覧
を
申
し
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、

漢
唐
の
詩
文
を
称
揚
し
、
大
雅
の
「
巫
山
図
」
に
感
嘆
す
る
。
そ
し
て

雨
山
の
「
鯨
飲
百
杯
」
を
記
す
な
ど
、
こ
の
頃
、
頻
繁
に
雨
山
と
文
通

し
た
り
、
そ
の
も
と
に
集
ま
っ
て
詩
作
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
文
化
五
年
に
な
る
と
、
雨
山
と
中
津
の
文
人
の
清
遊
に
参

加
で
き
な
い
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
化
六
年

の
雨
山
の
書
楼
を
詠
む
五
律
と
、
雨
山
ら
の
正
行
寺
来
駕
を
詠
む
七
絶

を
最
後
に
雨
山
と
の
直
接
の
や
り
と
り
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
文
政
元

年
の
富
士
登
山
の
直
前
に
江
戸
で
面
会
し
た
「
奥
平
大
夫
」
と
は
雨
山

で
な
く
、
そ
の
息
子
の
図
書
で
あ
ろ
う
。
雨
山
は
文
政
二
年
に
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
文
化
二
年
の
雨
山
の
退
隠
と
金
谷
の
別
荘
の
経

営
は
、
中
津
の
文
人
に
漢
詩
文
化
を
楽
し
む
集
い
の
場
を
提
供
す
る
と

い
う
点
で
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雲
華
は

二
九
歳
の
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
よ
り
筑
前
の
亀
井
南
冥
よ
り
漢
詩

の
添
削
を
受
け
て
お
り
、
自
分
の
義
父
と
同
世
代
の
雨
山
の
別
荘
は
、

そ
う
し
て
磨
い
た
漢
詩
の
技
能
を
駆
使
す
る
に
絶
好
の
舞
台
で
あ
っ
た
。

②
田
中
信
平
（
一
七
四
八
～
一
八
二
四
）
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田
信
こ
と
田
中
信
平
は
田
子
孚
と
も
署
名
す
る
。
中
津
の
商
家
に
生

ま
れ
、
読
書
を
よ
く
し
、
篆
刻
・
書
画
を
好
ん
だ
。
骨
董
売
買
を
業
と

し
て
お
り
、
身
の
回
り
の
持
ち
物
は
す
べ
て
唐
物
だ
っ
た
と
い
う
。
若

年
に
京
都
に
遊
び
、
池
大
雅
・
木
村
蒹
葭
堂
ら
と
親
し
く
交
わ
っ
た
。

竹
田
荘
を
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
り
、
席
上
で
画
を
描
い
て
み
せ
た
。

人
々
は
そ
の
迂
拙
な
る
こ
と
を
笑
っ
た
が
、
後
年
そ
の
真
価
に
気
付
い

た
と
い
う
。
頼
山
陽
・
田
能
村
竹
田
と
も
面
識
が
あ
っ
た
■11
。
天
保
三

（
一
八
四
二
）
年
秋
に
竹
田
が
雲
華
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
晩
年

田
信
は
窮
迫
し
た
が
、
そ
れ
を
気
に
す
る
様
子
は
な
く
、
毎
日
酔
っ
て

自
得
し
、
蕭
然
と
没
し
た
と
い
う
。
田
信
の
研
究
資
料
と
し
て
は
、
古

く
三
木
作
次
郎
氏
編
『
扇
城
隠
士
画
伯
田
信
翁
と
其
の
旧
邸
』
が
あ

り
、
近
年
は
卓
袱
料
理
を
紹
介
し
た
側
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
、『
豊

前
中
津
田
信
伝
』
が
出
て
い
る
。
な
お
、
川
嶌
眞
人
氏
『
中
津
藩
蘭
学

の
光
芒
』
に
、
田
信
に
つ
い
て
「
職
業
の
外
科
医
と
し
て
の
記
録
が
中

津
藩
惣
町
大
帳
に
見
ら
れ
る
■12
」
と
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
拙
編
「
年
譜
稿
」
で
は
、
雲
華
草
に
い
く
つ
か
出
る
「
田
文

学
」
を
田
信
と
考
え
て
記
載
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
文
学
」
と
は
藩

の
儒
官
の
称
で
あ
り
、
文
化
三
年
の
「
聞
田
文
学
村
居
清
集
賦
此
寄

贈
」
五
律
に
は
「
吏
隠
楽
天
休
」
の
句
も
あ
る
。
一
方
、
田
信
が
官
職

に
つ
い
て
い
た
と
い
う
履
歴
は
聞
か
な
い
た
め
、
こ
の
「
田
文
学
」
は

田
信
で
は
な
く
、「
田
」
を
姓
の
一
部
に
持
つ
別
人
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。

　

そ
の
他
、
享
和
年
間
の
未
刊
の
「
雲
華
草
」
の
詩
題
に
は
、「
訪
田

潜
蔵
僑
居
」「
訪
田
礼
蔵
」「
謝
田
行
蔵
」
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も

「
田
」
を
姓
に
持
つ
人
物
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
内
、「
田
行
蔵
」
は

田
能
村
竹
田
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
り
雲
華
と
竹
田
の
初
見
が
享
和
二

年
一
二
月
と
判
明
し
た
。「
田
礼
蔵
」
は
藩
儒
の
田
中
礼
蔵
と
思
わ
れ

る
。「
田
潜
蔵
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
よ
っ
て
、
雲
華
と
田
信
の
交
際

の
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
更
に
確
証
を
得
て
か
ら
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。

　

確
実
に
雲
華
が
田
信
に
贈
っ
た
漢
詩
と
し
て
は
、
文
化
一
四
年
の

「
題
田
信
画
」
で
、「
田
翁
山
水
筆
、
古
拙
似
其
人
、
幸
結
忘
年
友
、
雲

松
使
我
親
」
と
、
田
信
と
は
年
齢
差
を
超
え
た
知
友
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
文
政
元
年
一
二
月
一
六
日
に
、
頼
山
陽
が
雲
華
の
正
行
寺

を
辞
し
て
、
中
津
の
田
信
を
訪
問
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
頼
山
陽

全
伝
』
に
記
載
さ
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
■13
。
田
信
は
山
陽
よ
り

三
二
歳
年
長
で
あ
り
、
独
特
の
た
た
ず
ま
い
で
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、

さ
す
が
の
山
陽
も
驚
い
た
の
で
は
な
い
か
。
次
に
従
来
の
田
信
伝
に
指

摘
さ
れ
な
い
雲
華
と
田
信
の
挿
話
を
紹
介
し
て
お
く
。
田
能
村
竹
田
の

『
屠
赤
瑣
々
録
』
巻
六
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

田
子
孚
、
極
月
の
廿
七
日
に
大
含
上
人
を
訪
ひ
て
酒
あ
ま
た
飲

み
、
つ
い
に
酔
つ
ふ
れ
て
臥
し
ぬ
。
し
は
し
有
り
て
目
さ
ま
し

て
、
今
日
ハ
い
く
か
に
て
、
こ
ゝ
ハ
何
地
に
や
有
ら
ん
、
扨
々
お

も
し
ろ
き
事
也
と
打
笑
つ
ゝ
ゐ
た
り
。
上
人
則
絵
を
か
ゝ
し
め
た

り
。
其
絵
于
今
あ
り
。
墨
竹
也
。
甲
戌
冬
十
二
月
二
十
七
日
写
於

雲
華
上
人
之
房
田
信
と
落
款
あ
り
。■14
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甲
戌
と
は
文
化
一
一
年
で
、
雲
華
の
義
父
鳳
嶺
師
も
い
ま
だ
在
世
中

で
あ
っ
た
が
、
田
信
は
お
り
お
り
正
行
寺
に
雲
華
を
訪
ね
て
は
泥
酔
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
巻
六
は
天
保
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
整

理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
挿
話
を
竹
田
が
知
っ
た
の
は
、
天

保
三
年
秋
の
正
行
寺
滞
在
中
で
あ
ろ
う
。『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
に
伝

え
る
田
信
晩
年
の
様
子
も
、
こ
の
時
雲
華
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
る
。
秋

の
夜
長
、
雲
華
と
竹
田
の
二
人
は
八
年
前
に
亡
く
な
っ
た
一
奇
人
の
風

貌
を
追
憶
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
曽
木
墨
荘
（
一
七
七
二
～
一
八
三
八
）

　

曽
木
墨
荘
、
名
は
亮
、
字
は
子
功
、
通
称
仁
六
、
墨
荘
と
号
す
。
山

国
川
青
村
の
出
身
で
、
熊
本
で
李
教
授
（
高
本
紫
溟
か
）
に
詩
を
学

び
、
医
術
及
び
古
琴
を
村
井
琴
山
に
学
ん
だ
。
小
倉
の
緒
方
村
で
農
政

に
従
事
し
て
功
績
を
挙
げ
、
岸
井
村
の
大
庄
屋
に
転
じ
た
。
こ
こ
に
墨

荘
を
営
み
、
梅
を
植
え
、
琴
を
弾
じ
、
蘭
を
養
っ
て
詩
を
賦
し
た
■15
。

　

雲
華
と
ほ
ぼ
同
年
代
（
雲
華
よ
り
一
歳
年
長
）
の
墨
荘
の
名
が
「
雲

華
草
」
に
出
る
の
は
、
文
化
二
年
九
月
九
日
の
「
九
日
訪
曽
木
氏
豹
隠

亭
二
首
」
で
あ
る
。
前
後
の
詩
を
見
る
と
、
中
津
市
中
で
は
な
く
、
山

国
川
に
訪
ね
た
よ
う
で
あ
り
、
豹
隠
亭
と
い
う
の
も
そ
こ
に
あ
っ
た
墨

荘
の
居
室
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
に
は
正
行
寺
の
門
徒
も
多
く
、
日

田
往
還
の
道
中
で
も
あ
り
、
雲
華
に
と
っ
て
は
熟
知
の
道
筋
で
あ
る
。

詩
中
に
「
琴
和
渓
水
響
」
と
あ
り
、
墨
荘
は
得
意
の
琴
を
披
露
し
た
よ

う
だ
。
翌
年
の
秋
頃
に
も
墨
荘
を
訪
ね
て
お
り
、「
愛
莫
過
蘭
竹
、
談

間
及
稲
麻
」
と
、
蘭
竹
の
文
事
だ
け
で
な
く
、
稲
の
出
来
具
合
も
話
題

に
の
ぼ
る
と
い
う
、
農
政
に
携
わ
る
墨
荘
の
人
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
句

を
詠
ん
で
い
る
。

　

翌
文
化
四
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
頼
千
齢
（
春
風
）
が
石
井

豊
洲
（
石
儀
卿
、
春
水
・
春
風
の
弟
子
）
を
連
れ
て
長
崎
行
に
出
か
け

た
途
次
、
中
津
に
も
来
訪
し
、
田
信
・
雲
華
・
墨
荘
ら
中
津
の
文
人
と

面
談
し
て
い
る
■16
。
雲
華
と
春
風
と
は
こ
れ
が
初
対
面
で
あ
ろ
う
。
こ

の
年
の
秋
に
も
雲
華
は
墨
荘
を
訪
ね
て
お
り
、「
主
人
清
賞
愛
琴
書
、

恰
好
蒼
涼
水
石
居
」
と
、
墨
荘
の
好
ま
し
い
日
常
を
詠
ん
で
お
り
、
更

に
手
紙
を
呈
し
て
「
休
言
労
応
接
、
奈
此
興
情
何
」
と
何
度
も
訪
問
し

た
く
な
る
気
持
ち
を
訴
え
て
い
る
。
雲
華
は
墨
荘
の
住
ま
う
山
国
川
の

光
景
を
愛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
津
市
中
を
離
れ
た
渓
谷
の
山
居

は
、
雲
華
に
と
っ
て
寺
院
運
営
の
困
難
さ
を
一
時
忘
れ
る
場
所
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

翌
文
化
五
年
に
は
「
豹
隠
山
人
」
よ
り
梅
を
贈
ら
れ
て
仏
壇
に
供

え
、「
清
芬
風
払
々
、
不
復
借
沈
檀
」
と
そ
の
香
り
を
楽
し
ん
で
お

り
、
翌
文
化
六
年
に
も
「
訪
豹
隠
窟
主
人
二
首
」
と
墨
荘
を
訪
ね
て
い

る
。
頻
繁
で
は
な
い
も
の
の
墨
荘
と
の
交
際
は
着
実
に
続
い
て
い
た
。

こ
の
年
の
長
崎
行
で
、
雲
華
は
古
琴
を
入
手
し
て
お
り
、「
先
奏
傾
壺

酒
、
一
弾
復
一
杯
」
と
、
や
っ
て
き
た
墨
荘
に
早
速
自
慢
し
て
い
る
。

翌
文
化
七
年
に
も
詩
の
応
酬
を
し
た
後
、
し
ば
ら
く
墨
荘
と
の
交
渉
は

見
ら
れ
な
い
が
、
文
政
元
年
春
、
富
士
登
山
に
出
発
す
る
前
の
、「
墨

荘
主
人
、
有
詩
書
酒
肴
之
贈
、
因
次
其
韻
却
謝
二
首
」
と
題
す
る
詩

で
、
墨
荘
か
ら
贈
ら
れ
た
そ
の
詩
と
鮮
魚
を
喜
ん
で
い
る
。
注
目
す
べ

き
は
、
初
め
て
雲
華
が
「
墨
荘
主
人
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
時
に
は
既
に
岸
井
村
の
墨
荘
が
営
ま
れ
て
い
た
か
。

　

文
政
四
年
の
年
末
、
雲
華
が
夢
の
中
で
墨
荘
と
語
り
合
っ
た
そ
の
翌

朝
、「
朝
来
偶
有
村
翁
信
」
と
墨
荘
の
書
簡
が
到
来
し
て
、
雲
華
は
驚

き
喜
ん
だ
。
次
に
墨
荘
の
消
息
が
知
れ
る
の
は
、
天
保
三
年
、
頼
山
陽

逝
去
の
年
の
秋
、
田
能
村
竹
田
が
正
行
寺
に
雲
華
を
訪
ね
た
お
り
で
あ

る
。
竹
田
は
正
行
寺
に
一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
後
、
岸
井
村
の
墨
荘
に

移
り
そ
の
景
観
を
画
い
た
。
そ
れ
が
出
光
美
術
館
所
蔵
「
梅
花
書
屋

図
」（
重
文
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雲

華
上
人
と
の
交
流
と
田
能
村
竹
田
の
画
業
」
に
詳
述
し
た
が
、
竹
田
は

晩
年
を
悠
々
と
過
ご
す
墨
荘
の
姿
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。
天
保
九
年

六
六
歳
で
の
墨
荘
の
逝
去
は
、
雲
華
の
寂
寥
を
い
や
が
上
に
も
つ
の
ら

せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

④
松
川
北
渚
（
一
七
八
三
～
一
八
四
八
）

　

松
川
北
渚
、
名
は
夐
、
字
は
子
明
、
修
山
（
秋
山
）
と
も
号
す
。
中

津
藩
の
藩
医
で
、
幼
少
よ
り
任
侠
を
喜
び
、
読
書
を
好
み
、
亀
井
昭
陽

の
高
弟
で
あ
っ
た
。
文
政
七
年
に
職
を
辞
し
て
、
弘
化
三

（
一
八
四
六
）
年
ま
で
の
二
三
年
間
、
上
毛
郡
赤
熊
の
松
林
に
住
ん

だ
。
恒
遠
醒
窓
と
は
親
戚
で
よ
く
往
来
し
、
そ
の
『
遠
帆
楼
詩
集
』
に

跋
文
を
書
い
て
い
る
。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
八
月
一
七
日
に
没
し

た
■17
。

　

雲
華
よ
り
一
〇
歳
年
少
で
、「
雲
華
草
」
で
の
初
見
は
文
化
元
年
で

あ
る
。
翌
年
に
は
「
黄
道
府
」（
黄
道
周
の
こ
と
か
）
の
遺
墨
を
松
川

か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
。
文
化
四
年
に
は
在
京
の
松
川
に
詩
を
寄
せ
て
お

り
、
こ
の
頃
、
北
渚
は
医
術
を
修
得
す
る
た
め
に
京
に
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
翌
文
化
五
年
に
は
、「
松
川
医
生
」
と
秋
の
野
原
を
楽
し
ん
で

お
り
、
北
渚
は
中
津
に
帰
還
し
た
よ
う
だ
。
文
政
元
年
に
は
、
富
士
登

山
の
決
意
を
述
べ
た
詩
を
一
〇
首
も
北
渚
に
贈
っ
て
い
る
。

　

文
政
七
年
一
二
月
、
帰
郷
し
た
雲
華
は
二
年
ぶ
り
に
中
津
で
年
末
を

過
ご
す
が
、「
帰
郷
何
好
事
、
故
友
半
黄
泉
」
や
「
欲
向
城
中
訪
故

人
、
故
人
多
化
北
邙
塵
」
と
、
友
人
の
多
く
が
逝
去
し
た
こ
と
を
嘆
い

て
い
る
。
し
か
し
墨
荘
を
含
め
年
少
の
詩
友
は
健
在
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
故
人
と
は
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
雨
山
や
、
一
二
月
九
日
に
亡
く

な
っ
た
ば
か
り
の
田
信
な
ど
、
年
長
の
文
友
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
北
渚

と
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
詩
の
応
酬
を
し
て
い
る
。

　

文
献
上
、
雲
華
と
北
渚
の
交
渉
が
最
後
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
や
は

り
天
保
三
年
の
田
能
村
竹
田
の
正
行
寺
滞
在
時
で
あ
っ
て
、
竹
田
を
熱

烈
に
出
迎
え
た
中
津
の
文
人
の
中
に
北
渚
の
姿
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
こ
の
年
の
竹
田
の
来
訪
は
、
久
し
ぶ
り
に
中
津
の
文
人
が
結

集
す
る
機
縁
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
最
初
の
翻
訳
看
護
書
を
発
刊
し
、
近
代
看
護
学
の
導
入

に
貢
献
し
た
と
い
う
田
代
基
徳
（
一
八
三
九
～
一
八
九
八
）
は
松
川
修

山
の
子
で
、
従
兄
の
田
代
春
耕
の
家
を
継
い
だ
と
い
う
■18
。

⑤
辛
島
正
庵
（
一
七
七
九
～
一
八
五
七
）

　

辛
島
正
庵
（
章
庵
・
蕉
庵
）、
名
は
長
齢
、
字
は
東
郷
、
静
斎
辛
島

一
貫
の
長
子
で
、
中
津
藩
の
典
医
で
あ
る
。
医
術
の
名
声
が
あ
り
、
人

に
は
温
顔
で
接
し
た
が
自
ず
か
ら
威
厳
が
あ
っ
た
と
い
う
。
安
政
丁
巳
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（
一
八
五
七
）
二
月
一
〇
日
に
七
九
歳
を
も
っ
て
逝
去
し
た
。
墓
は
大

法
寺
に
あ
る
。
若
年
よ
り
、
別
業
を
島
田
村
に
営
ん
で
お
り
、
水
を
引

い
て
花
木
を
植
え
、
こ
れ
を
蔵
春
庵
と
号
し
た
。
晩
年
こ
こ
に
閑
居

し
、
詩
を
詠
み
、
画
を
描
い
た
。
そ
の
伝
は
山
川
玉
樵
に
よ
る
墓
碑
銘

に
詳
し
い
■19
。『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
に
も
「
唐
長
齢
」
と
し
て
立
項
さ

れ
て
お
り
、
東
渓
と
号
し
た
こ
と
や
、
小
石
（
元
瑞
だ
ろ
う
）
と
友
人

で
あ
っ
た
こ
と
、
瀟
洒
な
墨
竹
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
正
庵
は
雲
華
よ
り
六
歳
年
少
で
、「
雲
華
草
」
の
初
見
は
、

文
化
五
年
正
月
五
日
に
「
首
春
五
日
辛
島
蕉
庵
宅
集
分
得
東
韻
」
と
あ

る
七
律
が
そ
れ
で
あ
る
。
竹
田
に
よ
れ
ば
、
正
庵
は
「
書
楼
」
の
他

に
、
郊
外
に
「
別
荘
」
を
持
っ
て
い
た
と
あ
り
、
こ
の
別
荘
が
蔵
春
園

で
あ
ろ
う
。
こ
の
正
月
の
詩
会
も
こ
こ
で
開
か
れ
た
か
。
実
は
、
辛
島

宅
で
の
詩
会
は
翌
年
も
同
月
同
日
に
開
か
れ
て
お
り
（「
正
月
五
日
韓

正
庵
宅
集
分
韻
得
筵
字
」
七
律
）、
正
月
の
恒
例
行
事
と
も
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

文
政
五
年
の
「
次
韻
辛
島
教
授
見
寄
之
作
」
は
、
前
後
の
地
名
か
ら

見
て
場
所
は
熊
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
年
に
時
習
館
教
授
に
就
任
し

た
辛
島
塩
井
（
一
七
五
四
～
一
八
三
九
）
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
中
津
の

辛
島
正
庵
と
は
別
人
で
あ
る
。

　

文
政
七
年
一
二
月
の
雲
華
帰
郷
時
に
、
松
川
北
渚
と
同
様
、
雲
華
は

正
庵
に
も
詩
を
寄
せ
、「
一
日
三
秋
恋
故
人
、
与
君
離
索
幾
経
春
」
と

正
庵
へ
の
真
情
を
述
べ
る
が
、「
聞
君
臥
病
渉
年
長
」
と
そ
の
不
例
も

記
し
て
い
る
。
正
庵
の
名
が
「
雲
華
草
」
に
最
後
に
見
ら
れ
る
の
は
、

文
政
九
年
の
「
送
辛
正
庵
大
江
春
塘
」
七
絶
で
、
在
京
の
雲
華
は
辛
島

正
庵
・
大
江
春
塘
と
い
う
二
人
の
中
津
の
医
師
の
帰
郷
を
見
送
っ
て
い

る
。
二
人
は
お
そ
ら
く
医
術
研
究
の
関
係
で
在
京
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
医
師
と
し
て
の
正
庵
は
、「
中
津
藩
の
種
痘
で
中
心
的
役
割
り
を

果
た
し
た
■20
」
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
辛
島
家
の
初
代
玄
快
（
一
六
七
八
～
一
七
六
九
）
も
正
庵
と

い
い
、
そ
の
肖
像
画
と
さ
れ
る
も
の
が
現
存
し
て
い
る
■21
。
半
身
で
文

台
に
よ
り
か
か
り
右
手
に
筆
を
持
つ
姿
は
、
あ
た
か
も
法
体
の
人
麻
呂

か
兼
好
法
師
の
よ
う
で
、
洒
脱
な
人
柄
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
蔵
春

園
を
営
み
、
雲
華
ら
と
交
際
が
あ
っ
た
正
庵
長
嶺
は
そ
の
五
代
目
と
い

う
が
、
墓
碑
銘
の
伝
え
る
「
五
代
目
」
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
、
む
し
ろ
こ

の
肖
像
画
に
ぴ
っ
た
り
と
適
合
し
て
い
る
の
は
大
変
興
味
深
い
。

⑥
八
條
半
坡
（
一
七
八
五
～
一
八
六
一
）

　

八
條
半
坡
、
字
は
子
猷
、
通
称
平
太
夫
、
晩
年
春
斎
と
称
す
。
天
明

五
年
に
生
ま
れ
る
。
天
保
七
年
、
藩
校
進
脩
館
の
引
立
役
と
な
り
、
中

津
藩
の
兵
制
を
改
革
す
る
。
幕
末
に
尊
皇
攘
夷
を
唱
え
、
藩
侯
や
水
戸

老
侯
に
建
議
す
る
。
文
学
を
好
み
、
よ
く
作
詩
し
、
松
川
北
渚
・
辛
島

正
庵
・
津
田
小
石
ら
と
唱
和
す
る
。
か
つ
て
郡
奉
行
で
あ
っ
た
。
万
延

二
（
一
八
六
一
）
年
正
月
二
四
日
に
逝
去
す
る
。
享
年
七
八
歳
で
あ
っ

た
■22
。
半
坡
に
つ
い
て
は
、
簡
略
な
『
註
釈
八
條
半
坡
先
生
詩
抄
』

や
、
浩
瀚
な
『
八
條
半
坡
伝
』
が
あ
る
。

　

半
坡
は
雲
華
よ
り
一
二
歳
年
少
で
、「
雲
華
草
」
に
お
け
る
初
見

は
、
文
化
二
年
の
「
和
答
八
條
新
太
郎
見
寄
」
で
あ
る
。
同
年
に
は

「
八
條
子
行
来
訪
分
題
賦
得
茶
字
」
も
あ
り
、
寺
を
訪
れ
た
半
坡
に
、
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雲
華
は
お
そ
ら
く
自
家
製
の
お
茶
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。
文
化
四
年
の

頼
春
風
の
中
津
来
訪
の
お
り
も
半
坡
は
面
談
し
て
い
る
。
文
化
一
一
年

春
に
「
答
八
條
子
行
」
七
絶
が
あ
り
、
文
政
元
年
の
富
士
登
山
に
際
し

て
、
雲
華
は
半
坡
架
蔵
の
「
龍
渚
翁
富
士
記
」
を
借
覧
し
、
富
士
に
関

す
る
詩
を
一
〇
首
も
詠
ん
で
、
半
坡
に
畳
韻
し
て
い
る
。
文
政
四
年

春
、
半
坡
に
宛
て
た
五
律
に
は
「
琴
書
新
築
処
」
と
あ
り
、「
八
條
子

行
宅
集
得
能
字
」
五
律
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
半
坡
は
居
宅
を

新
築
し
た
よ
う
で
あ
る
。
半
坡
と
雲
華
と
の
交
際
が
最
後
に
確
認
で
き

る
の
は
、
や
は
り
天
保
三
年
の
竹
田
来
訪
時
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
竹
田
の
中
津
来
訪
に
つ
い
て
は
、
天
保
三
年
以
前
、
文
政

八
年
乙
酉
が
最
初
の
来
訪
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
管
見
の
限

り
、
半
坡
の
「
送
竹
田
」
詩
の
中
に
「
却
憶
乙
酉
秋
、
墨
荘
駐
金
羈
」

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
■23
。
し
か
し
、『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』「
竹
田
日

譜
」
同
年
条
に
は
中
津
訪
問
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
の
竹
田
商
工

会
議
所
青
年
部
編
『
田
能
村
竹
田
』
掲
載
の
年
表
も
同
様
で
あ
る
た

め
、
文
政
八
年
に
竹
田
が
墨
荘
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
の
は
、
一
般
の

竹
田
伝
に
も
れ
た
逸
事
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
文
政
八
年
時
に
竹
田

が
中
津
で
制
作
し
た
と
い
う
よ
う
な
確
証
の
あ
る
絵
画
作
品
は
見
あ
た

ら
な
い
■24
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
の
竹
田
と
中
津
の
文
人
と
の
交
流
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
じ
く
半
坡
の
「
雲
華
上
人
近
帰
古
城
山
寺
竹
田
翁
亦
来
寓

因
与
雨
山
大
夫
及
諸
子
訪
之
分
韻
得
園
字
」
五
律
に
つ
い
て
、『
註
釈

八
條
半
坡
先
生
詩
抄
』（
八
一
頁
）・『
八
條
半
坡
伝
』（
四
〇
九
頁
）
共

に
文
政
八
年
の
作
と
断
定
す
る
が
、
こ
の
年
雲
華
は
春
に
上
洛
し
て
以

降
一
度
も
帰
省
せ
ず
、
年
末
年
始
も
在
京
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
年
譜

稿
）、
文
政
八
年
で
は
あ
り
得
な
い
。
天
保
三
年
秋
に
竹
田
が
正
行
寺

に
寄
寓
し
て
大
有
と
共
に
雲
華
の
帰
宅
を
待
っ
て
い
た
時
の
作
で
あ
ろ

う
。

　

さ
て
半
坡
は
、
雲
華
と
の
や
り
と
り
に
も
ま
し
て
、
松
川
北
渚
や
辛

島
正
庵
・
津
田
小
石
ら
と
親
し
く
交
際
し
た
。
北
渚
の
京
都
遊
学
に
際

し
て
は
、
正
庵
の
蔵
春
園
に
集
い
送
別
の
詩
会
を
催
し
て
い
る
。
ま
た

「
寓
蔵
春
園
」
で
は
、
そ
の
幽
邃
な
る
様
子
を
描
写
す
る
。
更
に
、
正

庵
や
北
渚
没
後
も
蔵
春
園
を
訪
れ
、「
低
歌
去
銘
生
前
事
、
天
地
蒙
濛

煙
雨
深
」
と
亡
友
を
追
悼
し
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
往
年
の
奥
平
雨
山
の
金
谷
園
や
遠
風
楼
に
代
わ
っ

て
、
北
渚
・
半
坡
ら
、
雲
華
よ
り
若
い
世
代
の
中
津
の
文
人
た
ち
が
盛

ん
に
集
っ
た
の
は
正
庵
の
蔵
春
園
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
事

の
舞
台
も
世
代
に
よ
り
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

如
上
、
雲
華
と
中
津
の
文
人
と
の
交
際
を
概
観
す
る
と
、
未
刊
の

「
雲
華
草
」
の
享
和
元
年
の
部
に
「
初
冬
城
中
諸
君
見
訪
」
の
七
絶
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
二
九
歳
の
こ
の
年
あ
た
り
か
ら
中
津
で
の
雲
華
の
文

芸
活
動
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
た
だ
し
、「
雲
華
草
」
は
現

在
大
部
分
が
所
在
不
明
で
、
享
和
以
前
の
詩
稿
が
見
つ
か
れ
ば
早
ま
る

可
能
性
は
あ
る
）。
雲
華
が
亀
井
南
冥
か
ら
詩
の
添
削
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。「
雲
華
草
」
に
中
津
の
文
人
の
個
人
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名
が
出
て
く
る
の
は
文
化
初
年
以
降
で
あ
り
、
文
化
二
年
か
ら
四
年
頃

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
文
化
八
年
以
降
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
中
津
で
の

雲
華
の
文
芸
活
動
は
文
化
年
間
前
半
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
勿
論
、「
雲
華
草
」
に
中
津
の
人
士
の
名
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

も
、
中
津
の
文
事
が
低
調
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
雲
華
自
身
の
活
動
の
主
要
な
舞
台
が
京
都
方
面
へ
移
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
雲
華
と
中
津
の
文
人
の
親
交
が
一
時
活
性
化
す
る
の
は
、

文
政
元
年
一
二
月
の
頼
山
陽
の
正
行
寺
来
訪
時
と
天
保
三
年
九
月
の
田

能
村
竹
田
の
正
行
寺
来
訪
時
の
二
回
で
あ
る
。
京
阪
で
名
を
成
し
て
い

た
両
文
人
の
来
訪
は
、
中
津
の
文
人
に
も
再
結
集
の
刺
激
を
与
え
る
力

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

雲
華
と
漢
詩
の
応
酬
を
し
た
中
津
の
文
人
と
し
て
は
、
以
上
の
他
に

も
丸
岡
仲
堅
や
津
田
小
石
・
大
西
圭
斎
な
ど
が
お
り
、
さ
ら
に
師
で
あ

る
倉
成
龍
渚
や
頓
慧
鳳
嶺
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
も
当
然
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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【
史
料
】

【
原
文
】

①
「
天
保
四
年
雲
華
書
簡
」

　
　

尚
々
委
細
ハ
天
恵
に
も

　
　

申
遣
候
。
御
聞
被
成
候
。

致
披
見
候
、
院
家
事

病
気
候
処
、
養
生
不
相
叶

十
月
廿
八
日
ニ
致
往
生
候
状

実
ニ
驚
入
、
愁
傷
無
限
候
。

殊
ニ
三
百
里
外
ニ
て
承
之
、

無
為
候
事
可
被
案
候
。
夫
ニ
付

老
拙
も
急
々
、
帰
寺
も
申
度

存
候
へ
と
も
、
此
節
、
越
後
表

御
用
被
仰
付
給
候
間
、
京

発
候
者
、
十
月
三
條
御
坊
、
夫
よ
り

経
歴
申
候
。
来
正
月
九
日
ニ
御
坊
へ

帰
り
、
御
暇
無
之
御
法
座
、
十
日
・
十
一
日
、

両
日
相
勤
申
候
。
十
二
日
よ
り
長
岡
と

申
処
へ
参
り
、
夫
よ
り
高
田
御
坊
・

新
井
御
坊
、
其
外
三
ヶ
寺
へ
御
用

御
座
候
。
二
月
中
ニ
相
仕
舞
、

三
月
ニ
帰
京
、
直
路
、
入
寮
、

夏
講
当
番
ニ
候
。
夫
迄
ハ

私
用
御
暇
不
被
申
上
候
。
左
候
ヘ
ハ

御
暇
次
第
ニ
て
、
夏
後
ニ

必
一
寸
帰
寺
も
可
申
候
。
相
含
候
。

万
事
同
心
、
実
義
外
見
、

共
ニ
無
出
世
ニ
付
、
精
々
ニ

被
抽
丹
精
候
事
、
専
要
ニ

頼
入
候
。
尤
如
儀
計
候
。

子
共
同
之
ニ
候
得
者
、
能
々

一
同
ニ
厳
慮
ニ
被
取
計
、

御
堂
行
事
ハ
勿
論
、
御
門
徒

参
□

［
詣
カ
］

等
之
節
も
、
無
油
断

護
持
候
様
ニ
可
有
之
候
。

実
ニ
大
切
之
事
ニ
候
間
、

能
々
可
御
計
候
。
尚
又

葬
式
義
ハ
、
は
や
相
済
候

様
ニ
も
、
天
恵
申
候
。
如
何
ニ
候
哉
。

此
ハ
定
而
従
来
住
持
葬

式
之
こ
と
く
、
被
取
計
候
事
と

存
候
。
症
中
も
嘸
々
深
切
ニ

看
病
被
申
候
趣
、
内
証
よ
り

申
趣
、
随
喜
申
候
。
返
々
も

残
念
ニ
候
。
併
有
為
転
変
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之
事
、
今
更
可
驚
に
も

あ
ら
す
候
へ
と
も
、
不
存
寄

事
ニ
被
存
、
断
腸
申
候
。
何
分
ニ
も

御
門
徒
へ
も
、
一
同
ニ
被
申
談

置
、
可
然
護
持
候
様
ニ

く
れ
〳
〵
も
頼
候
。
老
拙
も

三
月
初
旬
ニ
ハ
帰
京
申
候

間
、
其
ま
て
之
様
子
、
三
月
ニ

京
都
へ
被
申
登
者
、
可
承
候
。

京
都
よ
り
ハ
文
通
も
可
成
候
。

何
分
此
方
よ
り
ハ
、
何
事
を

申
遣
候
へ
（
と
）
も
、
遠
国
ニ
て
、
不
任
意

返
々
請
之
処
、
外
実
共
ニ

頼
入
候
。
集
会
所
世
話
事
も

く
れ
〳
〵
よ
ろ
し
く
頼
候
。
種
々

御
世
話
候
処
、
案
入
候
。

先
ハ
返
事
如
此
出
候
。
余
者

三
月
ニ
上
京
之
上
ニ
可
承
候
。

一
同
家
内
達
へ
も
よ
ろ
し
く
、

病
中
も
さ
そ
心
配
と

存
候
。
く
れ
〳
〵
も
、
お
ゆ
た
・
お
の
ふ
へ
、

力
を
堕
不
申
様
ニ
、
妻
之

お
ゆ
た
等
も
実
に
無
力
と

案
申
候
。
老
而
身
上
も
御
案
候
。

了
□
へ
、
先
者

　

匆
々
已
上

十
二
月
十
五
日　

雲
華
院

　
　

四
ヶ
寺
方
へ

尚
々
、
天
恵
・
宗
次
郎
、
早
速
候
之

処
、
易
行
院
・
華
光
院
ニ
取
計

此
方
へ
被
指
越
候
。
天
恵
ハ
折
骨

候
へ
と
も
、
□
□
様
子
承
事
、
悦
申
候
。

宗
次
郎
ニ
よ
ろ
し
く
御
申
可

被
下
候
。
尚
又
本
文
之
趣

返
□
□
□
□
様
ニ
専

尽
心
候
様
ニ
頼
存
候
。 

②
「
天
保
一
三
年
雲
華
和
歌
紀
行
巻
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
含
上

　
　
　
　

壬
寅
の
冬
月
の
末
、
み
や
こ
の

　
　
　
　

住
室
を
た
ち
て
、
皆
々
故
郷
に
趣
き

　
　
　
　

け
る
と
き
に
よ
め
る
。

1　

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
に
ハ
あ
れ
と
み
や
こ
な
る

　

家
よ
り
家
に
帰
る
け
ふ
哉

　
　
　

た
ち
け
る
日
側
な
る
女
へ
遣
し
け
る

2　

憂
事
も
た
ゝ
一
筋
に
し
の
へ
か
し

　

風
の
柳
の
糸
に
な
ら
ひ
て
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〈
3　

う
き
事
も
た
ゝ
一
す
ち
に
し
の
ひ
つ
ゝ
、
風
の
柳
や
春
を

　
　

ま
つ
ら
ん
と
□
て
〉

　
　
　

伏
水
に
て

4　

く
れ
竹
の
伏
水
の
さ
と
に
朝
出
し
て

　

故
郷
に
さ
す
よ
と
の
川
舟

　
　
　

難
波
に
て
思
ふ
こ
と
あ
り
て

5　

難
波
か
さ
か
さ
す
よ
の
中
よ
し
あ
し
に

　

こ
ゝ
ろ
も
と
め
ぬ
今
日
の
た
ひ
哉

　
　
　

姪
な
る
も
の
ゝ
す
め
る
堺
の
寺
を
訪
ね
て

6　

ゆ
か
り
あ
れ
は
世
ハ
す
み
よ
し
の
波
ま
く
ら

　

な
み
の
ま
に
〳
〵
や
す
き
夢
か
な

　
　
　

尼
崎
の
舟
中

7　

こ
き
く
た
す
難
波
ほ
り
江
の
さ
は
り
な
く

　

あ
し
わ
け
小
舟
水
も
よ
と
ま
す

　
　
　

尼
崎
の
岸
に
あ
か
り
て

8　

さ
し
よ
す
る
あ
ま
の
小
舟
の
あ
ま
か
さ
き

　

遠
き
築
石
の
か
と
出
な
り
け
り

　
　
　

西
宮

9　

け
ふ
よ
り
ハ
む
ま
や
〳
〵
の
草
ま
く
ら
い
つ
か
つ
く
し
の

　

と
ま
り
な
る
ら
ん

　
　
　

摩
耶
山
を
見
て

10　

た
ち
い
て
ゝ
む
か
ふ
や
摩
耶
の
秋
風
に

　

白
雲
か
ゝ
る
布
引
の
た
き

　
　
　

湊
川

11　

み
な
と
川
む
か
し
を
し
の
ふ
丈
夫
の

　

其
ま
こ
ゝ
ろ
の
た
て
る
石
碑

　
　
　

生
田

12　

ふ
し
拝
む
生
田
の
杜
の
神
垣
に

　

い
く
と
し
経
ぬ
る
松
の
み
と
り
ハ

　
　
　

川
原
兄
弟
の
戦
死
の
あ
と
を

　
　
　

過
て

13　

は
ら
か
ら
の
心
ハ
同
し
丈
夫
の

　

つ
る
き
の
霜
に
き
え
し
あ
と
か
も

　
　
　

兵
庫

14　

立
よ
り
て
み
や
こ
の
む
か
し
し
の
は
る
ゝ

　

武
庫
の
山
風
う
ら
め
し
の
世
を

　
　
　

筑
島

15　

今
そ
し
る
う
つ
め
し
海
か
世
の
た
め
に

　

君
子
な
ら
ぬ
名
ハ
な
か
せ
と
も

　
　
　

須
摩

16　

大
君
の
い
て
ま
す
須
摩
の
う
ら
波
に

　

よ
す
る
御
船
や
お
た
け
ひ
の
声

　
　
　

明
石
の
む
ま
や

17　

草
ま
く
ら
一
夜
あ
か
し
の
あ
か
つ
き
に

　

月
を
の
こ
し
て
い
そ
く
旅
人

　
　
　

播
磨

18　

は
り
ま
か
た
沖
の
嶋
山
波
の
間
に

　

み
へ
て
ハ
か
く
れ
か
く
れ
て
ハ
見
ゆ
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舞
子
浜

19　

淡
路
し
ま
手
に
と
る
は
か
り
み
へ
わ
た
る

　

舞
子
の
浜
の
秋
の
夕
な
き

　
　
　

此
あ
た
り
に
て
沖
な
る
帆
を
さ
し
て

　
　
　

壱
岐
国
へ
の
流
人
の
僧
の
舟
の
よ
し

　
　
　

人
の
い
ひ
け
る
に

20　

生
死
の
長
き
海
路
を
し
る
や
い
か
に

　

お
き
に
た
ゝ
よ
ふ
さ
す
ら
へ
の
舟

　
　
　

三
石
の
駅
、
高
徳
の
む
か
し
を

　
　
　

思
ひ
い
て
ゝ

21　

丈
夫
の
も
ふ
け
し
あ
み
を
も
な
し
魚
に

　

い
ま
も
う
ら
み
を
み
つ
石
の
あ
と

　
　
　

広
島
頼
梅
颸
老
嫗
の
病
を
訪
ひ
け
る
に

　
　
　

示
さ
れ
し
う
た
を
み
て

22　

筆
と
れ
ぬ
こ
と
な
ゝ
け
き
そ
こ
こ
ろ
た
に

　

詞
の
た
ね
の
花
と
開
か
は

　
　
　

宮
嶋

23　

い
く
た
ひ
か
詣
ふ
て
来
つ
ら
ん
波
の
上
に

　

わ
き
い
つ
る
こ
と
い
つ
く
し
ま
山

24　

海
上
に
わ
き
い
つ
る
こ
と
み
る
は
か
り

　

い
つ
も
い
つ
く
し
い
つ
く
し
ま
山

　
　
　

吉
備
津
宮
を
過
て

25　

此
た
ひ
ハ
ぬ
さ
も
手
向
す
き
ひ
つ
み
や

　

み
や
居
を
よ
そ
に
み
つ
ゝ
過
り

　
　
　

矢
上

26　

日
や
月
や
ひ
き
も
か
へ
さ
ぬ
梓
弓

　

矢
か
み
の
さ
と
も
は
や
く
過
け
り

　
　
　

川
辺

27　

秋
風
も
ふ
く
や
河
辺
の
た
ひ
ま
く
ら

　

の
こ
る
あ
つ
さ
も
わ
す
れ
て
そ
ぬ
る

　
　
　

神
辺
駅
ニ
て
天
瑞
・
祐
岱
二
子

　
　
　

訪
れ
け
る
を
詠
し
て

28　

衣
手
を
つ
ら
ね
て
訪
ひ
し
た
ひ
の
や
と

　

同
し
心
を
か
た
る
秋
の
よ

　
　
　

尾
道
橋
本
元
吉
に
よ
み
て
遣
す

　
　
　

元
吉
、
此
春
京
に
い
て
ゝ
音
信
も
せ
す

　
　
　

帰
け
れ
は

29　

き
み
は
い
か
に
わ
れ
ハ
わ
す
れ
ぬ
山
馬
の

　

尾
の
道
の
坂
な
が
き
契
を

　
　
　

三
原
城
下
ニ
て
隆
景
の
む
か
し
を

　
　
　

思
ひ
い
て
ゝ
よ
め
る

30　

世
の
中
を
み
は
て
け
る
か
な
小
早
川

　

お
と
せ
ぬ
こ
ゝ
ろ
い
さ
ま
し
く
し
て

　
　
　

西
條
よ
り
海
田
ニ
趣
け
る
に

　
　
　

道
も
い
と
な
か
け
れ
は

31　

け
ふ
か
こ
の
御
野
の
大
山
こ
へ
ゆ
き
て

　

人
も
つ
か
れ
ぬ
馬
も
つ
か
れ
ぬ

　
　
　

開
戸
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32　

故
郷
ハ
ち
か
く
な
り
ぬ
る
国
さ
か
ひ

　

開
戸
の
さ
と
を
こ
ゆ
る
嬉
し
さ

　
　
　

宮
市

33　

見
わ
た
せ
は
海
つ
ら
ち
か
く
秋
霧
の

　

空
た
て
ぬ
か
た
ハ
故
郷
の
山

　
　
　

処
の
家
に
て
萩
を
み
て

34　

お
き
わ
た
す
霧
か
と
み
ゆ
る
白
萩
の

　

花
に
ふ
け
行
秋
の
よ
の
月

　
　
　

千
種
有
功
卿
の
御
は
な
む
け
の

　
　
　

御
返
し
に
よ
め
る

35　

す
み
な
れ
し
古
城
の
秋
も
秋
な
れ
と

　

ま
こ
と
み
や
こ
の
月
を
こ
そ
思
へ

　
　
　

〈
36
春
か
す
み
は
や
立
の
ほ
れ
と
も
に
み
し
あ
ら
し
の
山
の

　

花
を
お
も
は
ゝ
〉

　
　
　

家
に
か
へ
り
け
る
日

37　

子
は
む
か
へ
孫
ハ
ま
つ
ろ
は
ん
花
の
野
に

　

袖
を
つ
ら
ぬ
る
け
ふ
の
う
れ
し
さ

　
　
　

奥
平
上
総
、
身
ま
か
り
け
る
を

　
　
　

弔
ひ
て

38　

去
年
の
春
み
し
面
か
け
の
し
の
は
れ
て

　

袖
に
露
け
き
秋
の
よ
の
月

　
　
　

中
秋

39　

故
郷
の
古
城
の
松
に
年
を
へ
て

　

秋
の
最
中
の
月
を
み
る
か
な

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】
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献
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〇
一
四
年
所

収
）。

▲
三
木
作
次
郎
編
『
扇
城
隠
士
画
伯
田
信
翁
と
其
の
旧
邸
』、

一
九
二
八
年
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
平
田
長
太
夫
の
阿
蘭
陀
流
外
科
修

業
証
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」（『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分

館 

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
一
〇
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇

　

一
一
年
所
収
）。

▲
山
家
克
己
『
八
條
半
坡
伝
』、
山
家
昌
久
、
一
九
八
五
年
。

▲
湯
谷
祐
三
「
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
（
雲
華
上
人
）
年
譜
稿
」

（『
寺
社
と
民
衆
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
所
収
）。

▲
湯
谷
祐
三
「
雲
華
上
人
と
の
交
流
と
田
能
村
竹
田
の
画
業
」（『
名
古

屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
五
年
所

収
）。

▲
湯
谷
祐
三
「
広
瀬
淡
窓
よ
り
見
た
る
雲
華
上
人
の
人
間
関
係
―
「
雲

華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
年
譜
稿
」
補
遺
―
」（『
名
古
屋
外
国
語
大
学

外
国
語
学
部
紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
六
年
所
収
）。

▲
「
雲
華
上
人
の
魅
力
を
再
評
価
し
た
い
」（『
中
外
日
報
』、

二
〇
一
四
年
五
月
一
六
日
記
事
）。

▲
『
竹
田
先
生
百
五
十
年
祭
記
念
画
譜
』、
便
利
堂
、
京
都
、
一
九
八

　

四
年
。

▲
「
頼
山
陽
の
友
、
雲
華
上
人
の
実
像
」（
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
編

『
雲
耶
山
耶
』
第
一
〇
一
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
所
収
）。

史
料

▲
「
宗
旨
御
改
寺
内
門
前
帳
」（
中
津
市
正
行
寺
蔵
）。

▲
「
正
月
二
十
四
日
付
田
辺
玄
々
宛
雲
華
書
簡
」（
中
津
市
正
行
寺
蔵
）。

▲
「
天
保
四
年
雲
華
書
簡
」（
本
紙
一
七
・
四
糎
×
二
三
八
・
二
糎
、
中

津
市
木
村
記
念
美
術
館
蔵
）。

▲
「
天
保
一
三
年
雲
華
和
歌
紀
行
巻
」（
仮
題
、
巻
子
本
、
本
紙

一
五
・
七
×
二
三
〇
・
〇
糎
、
中
津
市
木
村
記
念
美
術
館
蔵
）。
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11　
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
巻
下
、『
下
毛
郡
誌
』（
七
六
四
頁
）
の
記
述
は
主
に
こ
れ
に

よ
る
。

12　

川
嶌
眞
人
『
中
津
藩
蘭
学
の
光
芒
』、
五
二
頁
。

13　
『
頼
山
陽
全
伝
』
上
巻
、
四
八
四
頁
。

14　
『
田
能
村
竹
田
資
料
集
』
著
述
篇
、
四
〇
頁
。

15　
『
下
毛
郡
誌
』（
七
六
七
頁
）
の
記
述
は
、『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
の
「
袁
亮
」
の
項

目
に
よ
っ
て
い
る
。

16　
『
頼
山
陽
全
伝
』
上
巻
、
一
九
七
頁
。

17　
『
下
毛
郡
誌
』、
六
七
一
頁
、『
八
條
半
坡
先
生
詩
鈔
』、
一
〇
一
頁
な
ど
。

18　

平
尾
真
智
子
「
田
代
基
徳
と
高
木
兼
寛
－
近
代
看
護
学
の
導
入
に
貢
献
し
た
二
人
の

九
州
人
」、
二
頁
。

19　
『
扇
城
遺
聞
』
附
録
。

20　

川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉 

こ
こ
に
湧
く
』、
一
九
二
頁
。

21　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
平
田
長
太
夫
の
阿
蘭
陀
流
外
科
修
業
証
書
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
」、
一
三
頁
。

22　
『
下
毛
郡
誌
』、
六
七
三
頁
。

23　
『
註
釈
八
條
半
坡
先
生
詩
抄
』、
七
九
頁
。

24　
『
田
能
村
竹
田
資
料
集
』
絵
画
篇
参
照
。

【
付
記
】
中
津
市
所
蔵
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
同
市
教
育
委
員
会
の
田
中
布
由
彦

氏
・
吉
川
和
彦
氏
よ
り
御
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
翻
刻

に
際
し
て
、
久
留
米
大
学
の
吉
田
洋
一
氏
、
小
牧
市
古
文
書
調
査
会
の
廣
森

美
枝
子
氏
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
あ
つ

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
 　

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１　

雲
華
に
関
す
る
筆
者
の
調
査
考
察
と
し
て
、
拙
稿
「
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
（
雲

華
上
人
）
年
譜
稿
」、「
雲
華
上
人
と
の
交
流
と
田
能
村
竹
田
の
画
業
」、
な
ら
び
に

「
広
瀬
淡
窓
よ
り
見
た
る
雲
華
上
人
の
人
間
関
係
―
「
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
年

譜
稿
」
補
遺
―
」
が
あ
り
、
そ
の
他
に
、
雲
華
と
東
山
の
舞
妓
お
露
と
の
関
係
を

考
証
し
た
「
雲
華
上
人
の
魅
力
を
再
評
価
し
た
い
」（『
中
外
日
報
』
二
〇
一
四
年
五

月
一
六
日
記
事
）
や
、
と
か
く
誤
解
さ
れ
が
ち
な
雲
華
の
実
像
を
紹
介
す
る
「
頼

山
陽
の
友
、
雲
華
上
人
の
実
像
」（
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
編
『
雲
耶
山
耶
』
第

一
〇
一
号
）
が
あ
る
。

２　
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
巻
下
「
釈
大
有
」
の
項
。
原
文
を
読
み
下
す
と
「
釈
大
有
は

雲
華
含
公
の
法
嗣
な
り
。
ま
た
蘭
を
画
く
。
故
に
小
雲
華
と
号
す
。
客
秋
、
予
北

遊
し
、
そ
の
書
院
に
留
ま
る
こ
と
ほ
と
ん
ど
三
旬
。
床
を
連
ね
て
起
臥
し
、
吟
酌

し
て
歓
び
と
為
す
。
時
は
秋
に
属
し
、
雨
し
ば
し
ば
下
り
、
諸
蕈
争
て
出
づ
。
毎

日
相
携
え
て
林
坰
を
同
歩
し
、
之
を
採
摘
す
。
或
い
は
瀹
し
、
或
い
は
焼
く
。
村

店
に
就
い
て
、
酔
を
取
り
て
還
る
。
因
り
て
秋
味
冊
を
作
り
、
留
め
贈
る
。
そ
の

後
、
僅
か
一
周
に
し
て
、
前
月
の
病
卒
を
聞
き
、
之
が
為
に
愴
然
と
し
て
日
を
累

ぬ
。」
と
な
る
。
大
有
と
竹
田
は
お
り
か
ら
豊
作
の
茸
を
飽
食
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
の
「
秋
味
冊
」
は
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
図
様
は
、
大
分
県
先
哲
叢
書
『
田

能
村
竹
田
資
料
集
』（
絵
画
編
、
五
一
五
頁
）
に
「
８
１
５
秋
味
冊
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
竹
田
先
生
一
五
〇
年
祭
記
念
画
譜
』
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。

３　

正
行
寺
蔵
の
一
連
の
「
宗
旨
御
改
寺
内
門
前
帳
」
に
よ
れ
ば
、
正
信
坊
・
円
琳
寺
・

唯
専
寺
・
浄
証
寺
で
あ
る
（
三
七
四
頁
）。

４　
『
遺
稿
』、
一
八
八
頁
。

５　
『
遺
稿
』、
一
八
八
頁
。

６　
『
遺
稿
』、
一
八
九
頁
。

７　
「
正
月
二
十
四
日
付
田
辺
玄
々
宛
雲
華
書
簡
」（
正
行
寺
蔵
）。

８　
『
遺
稿
』、
二
四
二
頁
。

９　
『
中
津
藩
史
』、
四
五
三
頁
。

10　
『
扇
城
遺
聞
』
附
録
。
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村
上
玄
秀
の
「
徂
徠
先
生
学
則
解
」
に
つ
い
て

吉
田
洋
一

要
旨

　

本
稿
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
の
学
問
論
を
後
世

に
伝
承
す
る
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
徂
徠
先
生
学
則
』（
享
保
一
二

年
刊
）
を
、
後
に
門
人
の
三
浦
瓶
山
が
『
徂
徠
先
生
学
則
解
』（
延
享

元
年
刊
）
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
京
都
の
高
葛
坡

（
一
七
二
四
～
七
六
）
が
お
こ
な
っ
た
講
義
に
関
す
る
備
忘
録
で
あ

る
。『
徂
徠
先
生
学
則
』
は
徂
徠
の
生
存
中
に
刊
行
さ
れ
、
三
浦
竹
渓

（
一
六
八
九
～
一
七
五
六
）
と
伊
藤
元
啓
（
生
没
年
未
詳
）
が
と
も
に

校
訂
し
、
句
読
と
訓
点
を
施
し
た
。
同
書
は
数
多
く
注
釈
書
が
出
さ
れ

て
お
り
、
当
初
は
玄
秀
書
写
本
と
三
浦
瓶
山
『
徂
徠
先
生
学
則
解
』
は

同
内
容
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
冒
頭
か
ら
異
な
っ
た
文
章
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
今
後
は
『
徂
徠
先
生
学
則
』
の
注
釈
書
を
で
き
る

限
り
渉
猟
し
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

「
徂
徠
先
生
学
則
」、
村
上
玄
秀
、
荻
生
徂
徠
、
三
浦
瓶
山
、「
徂
徠
先

生
学
則
解
」、
高
葛
坡
、
京
都

　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
史
料
の
う
ち
、「
徂
徠
先
生
學
則

解
」
を
素
材
と
し
て
、
村
上
家
六
代
目
玄
秀
（
一
七
四
五
～

一
八
一
八
）
の
儒
学
修
養
に
つ
い
て
瞥
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
村
上
玄

秀
に
関
し
て
は
、
す
で
に
二
〇
〇
七
年
度
及
び
二
〇
一
二
年
度
の
史
料

叢
書
に
よ
り
、
現
在
判
明
し
て
い
る
玄
秀
の
事
績
と
、
儒
学
修
養
の
テ

キ
ス
ト
と
な
っ
た
「
論
語
聞
書
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
■1
。
本
稿
で

は
、
同
じ
く
儒
学
修
養
の
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
「
徂
徠
先
生
学
則

解
」
を
使
用
し
、
彼
の
儒
学
的
な
立
場
（
学
統
）
を
解
明
す
る
一
助
と

し
た
い
。
ま
ず
史
料
の
形
態
な
ど
に
関
し
て
述
べ
た
後
、
同
書
の
内
容

に
つ
い
て
現
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
、
史
料
の
概
要

　

本
史
料
は
、
表
紙
に
「
明
和
歳
次
己
丑
六
年
冬
十
一
月
」、「
徂
徠
先

生
學
則
解
」、「
葛
坡
先
生
講
義　

村
維
岳
書
焉
」
と
墨
書
の
あ
る
全

一
二
丁
（
表
紙
含
む
、
一
丁
は
約
一
三
行
）
の
竪
帳
に
て
装
丁
さ
れ
て

い
る
（
図
一
）。
表
紙
の
見
返
し
に
、
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些
胡

　
　

陳
皮
橘
皮
ニ
三
柑
ノ
ツ
カ
フ
ハ
非
ナ
リ
ミ
カ
ン
ハ
マ
タ
柑
ノ
類

　
　

ア
リ

と
い
う
朱
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
が
（
図
二
）、「
陳
皮
」、「
橘
皮
」
な

ど
の
字
が
み
え
る
た
め
、
恐
ら
く
医
学
の
処
方
に
関
す
る
備
忘
と
思
わ

れ
る
。

　

全
体
を
通
じ
て
、
漢
字
カ
ナ
混
じ
り
の
文
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

朱
筆
に
て
圏
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
筆
致
は
不
統
一
で
あ
る
が
、
同
一

人
物
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
所
々
に
抹
消
線
を
付
し
、
割
書
や
ふ

り
が
な
、
頭
注
な
ど
が
み
え
、
墨
書
と
朱
書
の
別
は
あ
る
が
、
そ
の
区

別
に
関
す
る
理
由
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

　
「
徂
徠
先
生
学
則
」
の
原
文
は
七
ヵ
条
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
史

料
も
各
条
ご
と
に
記
録
を
し
て
い
る
が
、
前
半
に
比
べ
後
半
は
判
読
が

や
や
困
難
で
あ
る
。

　

最
終
丁
に
は
朱
書
き
に
て
「
明
和
歳
次
己
丑
冬
十
一
月
於
杕
杜
園
書

焉
」
と
あ
り
、「
杕
杜
園
」
と
い
う
塾
（
か
？
）
で
書
写
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

二
、
史
料
の
内
容

　
『
徂
徠
先
生
学
則
解
』（
以
下
『
学
則
解
』
と
略
す
■2
）
に
つ
い
て
述

べ
る
前
に
、
享
保
一
二
（
一
七
二
七
）
年
が
初
版
と
さ
れ
て
い
る
『
徂

徠
先
生
学
則
』（
以
下
『
学
則
』
と
略
す
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
■3
。『
学
則
』
は
徂
徠
の
生
存
中
に
刊
行
さ
れ
、
三
浦
竹
渓
■4

（
一
六
八
九
～
一
七
五
六
）
と
伊
藤
元
啓
■5
（
生
没
年
未
詳
）
が
と
も

に
校
訂
し
、
句
読
と
訓
点
を
施
し
た
■6
。

　
『
学
則
』
各
章
の
趣
旨
は
、
標
註
や
考
の
各
章
の
末
に
そ
れ
ぞ
れ
要

約
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
聖
人
の
道
は
詩
書
礼
楽
に
あ
り
、
そ
れ
は
中

国
の
言
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
人
が
そ
れ
に
通
じ
よ
う
と
思
う
な

図
一
　「
徂
徠
先
生
學
則
解
」
表
紙
（
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。
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ら
ば
伝
統
の
訓
読
方
式
を
や
め
、
あ
く
ま
で
中
国
の
言
語
と
し
て
直
接

に
率
直
に
理
解
す
る
よ
う
に
努
む
べ
き
で
あ
る
（
学
則
第
一
）。

　

聖
人
の
道
を
知
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
た
る
言
語
は
時
代
に
よ
っ
て

変
遷
す
る
。
訓
詰
と
い
う
も
の
は
、
た
よ
り
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

古
文
辞
の
実
作
の
実
践
を
つ
み
か
さ
ね
、
古
人
と
同
時
代
の
人
に
な
り

き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
第
二
）。

　

聖
人
は
教
を
立
て
る
に
名
、
空
言
、
に
よ
っ
て
で
な
く
、
物
を
以
て

し
た
。
六
経
の
内
容
は
物
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
道
が

存
し
て
い
る
。
仁
義
道
徳
の
空
言
が
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
道
は
ま
す
ま

す
不
明
瞭
と
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
ず
具
体
的
な
物
（
事
）
に
む
か
う
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
（
第
三
）。

　

古
に
通
じ
て
基
準
を
確
立
し
、
今
を
知
っ
て
そ
れ
を
運
用
し
、
世
世

の
特
殊
性
を
識
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
来
を
予
見
す
る
。
世
の
変
遷

を
知
る
た
め
に
は
、
志
（
食
貨
志
、
職
宮
志
と
い
う
ば
あ
い
の
志
）
に

よ
っ
て
物
を
実
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
君
子
は
必
ず
陛
を
論
ず

る
。
史
に
通
じ
る
に
は
志
に
よ
る
べ
く
、
か
く
て
は
じ
め
て
六
経
は
明

か
と
な
り
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
第
四
）。

　

聖
人
の
道
は
一
毫
の
人
欲
を
も
否
定
し
よ
う
と
す
る
如
き
も
の
で
な

く
、
枝
葉
華
実
ま
で
を
劃
一
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
和

風
廿
雨
の
ご
と
く
、
本
根
を
つ
ち
か
う
長
養
の
道
、
生
の
道
で
あ
る
。

し
か
る
に
秦
以
後
法
律
主
義
の
世
の
巾
と
な
り
、
礼
楽
は
ほ
ろ
び
、
殺

伐
の
気
は
大
地
に
み
ち
て
い
る
（
第
五
）。

 

図
二
　「
徂
徠
先
生
學
則
解
」
表
紙
見
返
し
と
一
丁
表
（
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。
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学
問
の
道
は
「
其
の
大
な
る
も
の
を
立
つ
」
る
も
の
で
、
博
を
尊

び
、
雑
を
厭
わ
な
い
。
聖
人
の
世
に
棄
材
な
く
、
棄
物
な
し
。
聖
人
の

道
は
生
の
道
で
あ
り
、
人
の
情
を
尽
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
人
の
情

に
よ
っ
て
出
で
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
諸
子
百
家
や
仏
老
の
如
き
異
端

の
説
も
、
み
な
道
の
分
裂
形
態
に
す
ぎ
な
い
（
第
六
）。

　

天
命
こ
れ
を
性
と
い
う
。
人
ご
と
に
性
は
異
る
。
大
な
る
も
の
は
大

生
し
、
小
な
る
も
の
は
小
生
す
る
。（
気
質
の
）
性
を
変
化
さ
せ
る
と

か
、
人
み
な
聖
人
た
る
べ
し
、
と
い
う
の
は
誤
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
か

ん
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
命
で
あ
る
。
人
お
の
お
の
そ
の
性
に
従

い
、
そ
れ
ぞ
れ
才
徳
を
完
成
さ
せ
て
天
命
を
奉
ず
る
こ
と
こ
そ
古
の
道

で
あ
る
。
故
に
真
の
学
問
者
は
む
し
ろ
諸
子
百
家
や
技
能
人
と
な
る
と

も
、
道
学
先
生
た
る
こ
と
だ
け
は
願
わ
な
い
も
の
で
あ
る
（
第
七
）■7
。

　

第
一
則
に
関
し
て
は
、
門
人
で
あ
る
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
～
一
七

四
七
）
が
そ
の
存
在
を
確
認
し
て
お
り
、
徂
徠
が
四
〇
歳
前
後
に
作
成

し
た
も
の
考
え
ら
れ
る
が
、
第
二
～
第
七
則
の
著
述
に
関
し
て
は
不
明

瞭
で
、
前
述
の
島
田
氏
は
「
解
題
」
の
な
か
で
、「『
弁
道
』『
弁
名
』

の
初
稿
が
成
っ
た
の
が
五
十
二
歳
の
と
き
と
す
る
と
、
他
の
六
則
は
そ

れ
以
前
の
も
の
と
推
測
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
■8
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
『
学
則
』
は
当
時
の
儒
者
の
間
で
も
非
常
に
難
解
だ
と
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
多
く
の
注
釈
書
が
出
さ
れ
て
い
る
■9
。
前
述
の
解
題
及
び
国

文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

徂
徠
先
生
学
則
解　

三
浦
衛
興
（
瓶
山
）
寛
保
三
自
序

図
三
　
同
書
最
終
丁
と
奥
付
（
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。
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徂
徠
先
生
学
則
国
字
解　

熊
井
清
庸　

安
永
九
刊 

徂
徠
先
生
学
則
註　

寺
尾
政
秀
（
写
本
）

徂
徠
先
生
学
則
徴　

伊
斎
高
道
昂
（
？
）（
写
本
）

徂
徠
先
生
学
則
典
故　

土
肥
順
蔵 

寛
政
元
刊 

徂
徠
先
生
学
則
并
附
録
標
註　

伊
東
亀
年
（
藍
田
） 

天
明
元
刊
■10

学
則
解
増
補　

西
山
元
（
写
本
）

学
則
掌
故　

著
者
不
明
（
写
本
）■11

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
学
則
解
」
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ

る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
前
述
の
『
学
則
解
』
と
本
史
料
と
は
、
表
題

は
同
一
で
あ
る
が
、
内
容
に
は
相
違
点
が
あ
る
。
京
都
の
文
人
高
葛
坡

（
一
七
二
四
～
七
六
）
の
も
と
で
、
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
に
村
上

玄
秀
が
聴
講
し
た
講
義
内
容
（
冒
頭
部
分
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

徂
徠
先
生
ト
号
シ
タ
ハ
モ
ト
字
也
、
名
双
松
也
、
鵝
峯
先
生
（
朱

筆
）「
林
春
斎
」
ツ
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
林
家
ノ
二
代
メ
ノ
人
也
、
后
茂
郷

（
朱
筆
）「
之
ヲ
字
ト
モ
ス
」
ト
云
名
ヲ
ツ
ケ
ラ
レ
、
芳
ノ
字
ヲ
号
ト
ス
、

徂
徠
ト
ハ
モ
（
朱
筆
）「
ト
」
山
名
、
山
東
ノ
大
山
、
魯
国
ノ
山
ナ

リ
、（
朱
筆
）「
生
ニ
」
管
子
・
管
仲
ノ
至
、
ソ
レ
ヨ
リ
マ
ヘ
ノ
儀
礼
ニ

学
則
ト
云
ア
リ
、
則
純
（
朱
筆
）「
準
」
則
也
、
学
文
ノ
メ
ア
テ
也
、

徠
家
ノ
咄
承
ル
ニ
本
（
朱
筆
）「
ト
」
一
則
ナ
リ
、
此
学
則
テ
徠
家
ノ

ケ
ン
シ
キ
シ
レ
ル
ナ
リ
、
チ
（
朱
筆
）「
リ
ン
」
ハ
ン
龍
ニ
ヨ
レ
リ
■12
、

　　

冒
頭
で
「
徂
徠
」
と
命
名
し
た
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
～
八
〇
）
の
説

明
を
し
、
中
国
の
山
名
が
由
来
で
あ
る
こ
と
や
、「
学
則
」
と
い
う
語

の
典
拠
と
そ
の
意
味
を
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
刊
本
で
あ
る
『
学
則
解
』
は
、
三
浦
瓶
山
の
序
文
で
は
、

『
荘
子
』
天
道
篇
逸
話
■13
を
冒
頭
に
付
し
、
自
身
の
体
験
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
徂
徠
の
他
の
著
作
を
読
ん
で
感
銘
を
う
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
■14
。

　

ま
た
、『
学
則
』
本
文
の
解
説
部
分
で
も
、
玄
秀
書
写
本
で
は
、

東
海
西
海
ト
字
ハ
礼
記
ノ
祭
器
如
何
我
、
曽
子
ノ
語
也
、
ソ
レ
ニ

ヨ
ツ
テ
立
リ
、
此
全
ウ
ソ
也
、
東
海
聖
人
ノ
事
、
李リ

カ
ウ
フ
ク
セ
イ
シ
ヨ

復
姓
書
、

葛
陂
（
朱
筆
）「
江
戸
判
也
」
序
ア
リ
■15
、

　
「
東
海
西
海
」
は
『
礼
記
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り

で
、
葛
坡
先
生
が
記
し
た
『
復
性
書
』（
李

著
）
の
序
文
（
江
戸
判
）

に
記
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
三
浦
瓶
山
『
學
則
解
』
に
あ
る

同
箇
所
の
割
注
に
は
、

　
　

東
西
は
中
国
に
よ
り
て
言
う
。
唯
だ
中
国
に
聖
人
有
り
て
、
故
に

　

其
の
四
術
、
四
海
の
教
え
為
る
な
り
■16
。

　

と
あ
る
の
み
で
、
典
拠
の
異
同
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
以
下

の
詳
細
な
検
証
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
書
写
本
の
丹
念

な
精
読
が
必
要
と
な
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　

玄
秀
書
写
本
は
「
講
義
録
」
と
い
う
性
格
上
、
乱
筆
で
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
た
だ
今
回
の
調
査
で
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
徂
徠
先
生
學

則
解
』
と
は
、
相
違
点
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
後
は
三
浦
瓶
山

の
版
本
だ
け
で
な
く
、
他
の
注
釈
本
も
含
め
た
検
証
が
急
務
で
あ
り
、

玄
秀
が
修
学
し
た
と
さ
れ
る
高
葛
坡
周
辺
の
調
査
も
合
わ
せ
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

村
上
玄
秀
の
事
績
に
関
し
て
は
、
四
〇
代
前
半
よ
り
中
津
藩
御
典
医

と
し
て
活
躍
す
る
以
前
の
経
歴
が
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
瞭
で
あ
る
。

「
医
家
村
上
家
」
の
当
主
と
し
て
定
め
ら
れ
た
後
半
生
の
糧
と
す
る
た

め
に
、
漢
学
、
殊
に
「
徂
徠
学
」
を
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
、
本
史
料
の

詳
細
を
解
明
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
「
儒
学
」
と
「
医
学
」

の
双
方
か
ら
、
そ
の
共
通
項
を
「
徂
徠
学
」
と
い
う
範
疇
か
ら
検
証
し

た
先
行
研
究
も
少
な
い
た
め
、
玄
秀
が
書
写
し
た
も
う
一
つ
の
講
義
録

で
あ
る
「
論
語
聞
書
」（
二
〇
一
三
年
、
拙
稿
）
と
あ
わ
せ
て
再
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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【
史
料
】「
徂
徠
先
生
學
則
解
」

［
表
紙
］

　
　
　
　

明
和
歳
次
己
丑
六
年
冬
十
一
月

　
　

徂
徠
先
生
學
則
解

　
　
　
　

葛
坡
先
生
講
義　

村
維
岳
書
焉

［
表
紙
見
返
し
］

（
朱
筆
）
些
胡

（
朱
筆
）
陳
皮
橘
皮
ニ
三
□
ノ
ツ
カ
フ
ハ
非
ナ
リ
ミ
カ
ン
ハ
マ
タ
□
ノ
類
ア
リ

ト
ヽ
コ
ラ
ル　

ハ
ナ
レ
テ
不
通
ナ
リ

［
一
丁
表
］

学
則

徂
徠
先
生
ト
号
シ
タ
ハ
モ
ト
字
也
、
名
双
松
也
、
鵝
峯
先
生
（
朱
筆
）「
林

春
斎
」
ツ
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
林
家
ノ
二
代
メ
ノ
人
也
、
后
茂
郷
（
朱
筆
）「
之
ヲ
字

ト
モ
ス
」
ト
云
名
ヲ
ツ
ケ
ラ
レ
、
芳
ノ
字
ヲ
号
ト
ス
、
徂
徠
ト
ハ
モ
（
朱
筆
）

「
ト
」
山
名
、
山
東
ノ
大
山
、
魯
国
ノ
山
ナ
リ
、（
朱
筆
）「
生
ニ
」
管
子
・
管

仲
ノ
至
、
ソ
レ
ヨ
リ
マ
ヘ
ノ
儀
礼
ニ
学
則
ト
云
ア
リ
、
則
純
（
朱
筆
）「
準
」

則
也
、
学
文
ノ
メ
ア
テ
也
、
徠
家
ノ
咄
承
ル
ニ
本
（
朱
筆
）「
ト
」
一
則
ナ

リ
、
此
学
則
テ
徠
家
ノ
ケ
ン
シ
キ
シ
レ
ル
ナ
リ
、
チ
（
朱
筆
）「
リ
ン
」
ハ
ン

龍
ニ
ヨ
レ
リ
、
相
□
□
ソ
ウ
也
、
東
海
西
海
ト
字
ハ
礼
記
ノ
祭
器
如
何

我
、
曽
子
ノ
語
也
、
ソ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
立
リ
、
此
全
ウ
ソ
也
、
東
海
聖
人

ノ
事
、
李リ

カ
ウ
フ
ク
セ
イ
シ
ヨ

復
姓
書
、
葛
陂
（
朱
筆
）「
江
戸
判
也
」
序
ア
リ
、
ソ
レ
ニ
東
方

（
朱
筆
）「
海
」
聖
人
ア
ル
カ
如
キ
モ
コ
ヽ
ヘ
（
朱
筆
）「
心
ヲ
云
」
イ
テ
ズ
、
南
西

海
聖
人
ア
ル
如
キ
モ
、
コ
ヽ
ニ
イ
テ
ズ
ト
ア
リ
、
陸

リ
ク
シ
ヨ
ウ
ザ
ン

象
山
語
ニ
ア
リ
、

吾
ガ
心
術
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
ト
コ
ロ
ヲ
徠
カ
打
ナ
リ
、
聖
人
ハ
弁
道
ニ

出
ツ
見
ル
ヘ
シ
、
作
者
コ
レ
ヲ
聖
人
ト
云
フ
、
孔
子
ヲ
（
朱
筆
）「
ソ
」
レ

ヲ
述
ル
、
故
ニ
聖
人
ト
云
、
コ
レ
ヨ
リ
后
ハ
ナ
シ
、
□
□
□
陸
象
山
云

ト
コ
デ
モ
聖
人
出
ツ
ト
、
吾
心
ト
同
シ
ト
云
ヘ
リ
、
ソ
レ
ヲ
破
ス
ル
ユ

ヘ
、
不
出
□
□
聖
人
、

［
一
丁
裏
］

為
教
コ
レ
ニ
ヨ
ラ
ン
ケ
レ
リ
ヤ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
、
リ
ク
シ
ヤ
ウ
山
ノ
如
ク

云
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
ト
キ
ニ
東
海
不
出
聖
人
ト
ハ
、
ヲ
モ
シ
キ
（
朱

筆
）「
モ
シ
ロ
キ
」
至
ニ
ア
リ
、
ソ
ラ
イ
ソ
レ
ヲ
ミ
テ
カ
キ
ク
ラ
ナ
ン
、
黄
白

ノ
ナ
ン
ゲ
ン
禅
師
監カ

ン

古コ

録ロ
ク

ノ
序
ニ
ア
リ
、
ド
ウ
カ
コ
レ
ヨ
リ
来
リ
文
モ

ノ
ラ
シ
イ
、
大
邦
ハ
詩
（
朱
筆
）「
詩
」
経
、
左
史
傍
□
、
家
語
、
左
昭
公

十
二
年
ニ
出
ツ
、
誦
ト
ハ
ソ
ラ
テ
ヨ
ム
也
、
三
墳
―
、
墳
ハ
分
ル
、
道

ノ
ワ
カ
レ
ヲ
カ
キ
タ
リ
、
九
丘
ハ
、
九
州
○
地
理
ヲ
カ
ケ
リ
也
、
八
索
ハ
易

ノ
八
卦
―
（
書
ナ
リ
）（
頭
注
・
朱
筆
）「
九
丘
八
索
未
伝
」、
八
―
九
―
ヲ
、
徂
徠

九
―
八
―
ト
知
レ
タ
ル
ハ
、
大
潮
禅
師
ノ
咄
ニ
、
唐
韻
テ
ハ
、
八
―
九

―
ヲ
ヨ
ミ
テ
ノ
イ
ト
云
ヘ
リ
、
ソ
レ
ユ
ヘ
、
九
―
九
―
（
朱
筆
）「
ト
」
ス
、

ト
キ
ニ
近
（
朱
筆
）「
世
」
明
汪
道
崙
崑
書
ノ
（
朱
筆
）「
ニ
」
九
―
八
―
ト
云
ア

リ
、
徂
徠
コ
レ
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
、
陳
良
（
朱
筆
）「
ハ
」
楚
儒
者
、
孟
子
時
代



− 31 −

ノ
人
、
北
ハ
都
ヲ
云
、
東
方
（
朱
筆
）「
日
本
ヲ
云
」
ト
云
字
ハ
則
詩
経
ニ
多

シ
、
魯
頌
ノ
篇
ニ
ア
リ
、
魯
ハ
東
方
ユ
ヘ
、
又
世
説
（
言
語
篇
）
ニ

孫ソ
ン
サ
ク
カ

　

呉
国
ヲ
、
東
方
ト
云
、
コ
レ
ニ
ヨ
ル
ナ
ラ
ン
、
適
ハ
ア
テ
ニ
シ

テ
ユ
ク
ヲ
云
、
宜
ハ
ア
ン
バ
イ
ト
ヤ
ク
ス
、
鐘
呂
ト
ハ
、
周
礼
（
朱
筆
）

「
禮
」
ノ
字
、
黄
―
大
―
ト
云
フ
ア
リ
、
楽
ノ
カ
ナ
（
朱
筆
）「
子
」
ノ
名
ナ

リ
、
爰
居
鳥
ノ
ナ
国
語
荘
子
ニ
出
ツ
、
大
鳥
ナ
リ
、
魯

　
　
　
　
　
　
　
シ
マ
イ
シ
ク
イ
、

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヽ
ト
リ
、
ヲ
キ
ノ
ジ
ヤ
ウ

公
享
シ
テ
死
ス
ル
コ
ト
有
、

（
頭
注
）
異
宜

　
　
　
　

礼
主
制
、
文
選
鸚
鵡
ノ
賦
、

［
二
丁
表
］

言
ハ
ノ
ト
ヽ
コ
ヲ
ル

ハ
ナ
レ
テ
不
通

饗
ノ
字
ハ
モ
テ
ナ
ス
ト
ヤ
ク
ス
、
彼
ラ
ハ
唐
ヲ
サ
ス
、
侏
儒
―
―
此
記
、

モ
ズ
ト
云
ハ
ア
ヤ
マ
リ
、
舌
ヲ
動
シ
テ
吉
ノ
ハ
カ
ラ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
（
朱
筆
）
□
□
ケ
リ

礼
記
―
ニ
出
ツ
（
朱
筆
）「
ト
」
ア
リ
、
ソ
レ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
文
選
李
善
記

ニ
ア
リ
、
鴂
舌
ハ
孟
子
、
尤
也
、
此
ハ
南
方
ノ
人
ノ
語
ハ
侏
―
―
ト
云

也
、
吾
ハ
日
本
ヲ
云
、
眎
、
列
子
ニ
出
ツ
、
シ
ツ
カ
リ
ミ
ト
メ
ル
コ

ト
、
叚
使
、
文

　
　
リ
ク
 
シ
　
　

選

士
賦
ニ
借
使
ト
ア
リ
、
ノ
ニ
ア
ル
ハ
供
使
ト
ア
リ

注
ニ
借
ハ
叚
也
ト
ア
リ
、
ソ
レ
デ
ハ
注
ニ
テ
古
文
辞
ニ
ナ
ラ
ズ
、
前
漢

ノ
孔コ

ウ

叢ソ
ウ

子シ

ニ
、
假
使
ノ
字
出
ツ
、
桴
ハ
日
本
ノ
イ
カ
タ
ト
ハ
チ
ガ
フ

ソ
、
カ
ラ
ノ
イ
カ
タ
ト
ハ
木
ヲ
ク
ミ
タ
テ
フ
子
ダ
テ
也
、
末
始
―
―
末

ノ
字
ハ
、
ツ
イ
ニ
シ
ヤ
ウ
ガ
ナ
イ
ナ
リ
、
論
語
ノ
文
字
、
黄
備
氏
―
―

続シ
ヨ
ク

日
本
記
ニ
吉
備
大
臣
ト
ノ
コ
ト
ア
リ
、
此
時
分
、
仲
磨
丸
ノ
類
ト

曰
ク
、
ケ
ン
ト
ウ
多
ク
シ
ニ
ナ
リ
テ
、
唐
ノ
コ
ト
ヲ
、
ナ
ラ
イ
伝
リ

テ
、
帰
ル
コ
ト
ア
リ
、
世
俗
テ
日
本
ハ
黄
備
氏
ノ
ツ
ケ
ラ
レ
タ
リ
（
朱

筆
）「
ト
」
云
ヘ
リ
、
ト
キ
ニ
、
徂
来
、
黄
ノ
字
ヲ
カ
ヽ
レ
タ
ハ
、
江
戸
ノ

右ユ
ウ

徳ト
ク

院イ
ン

様
ノ
、
イ
ミ
ナ
ヨ
シ
ミ
ツ
（
朱
筆
）「
吉　

光
」
ト
、
ソ
レ
デ
、
サ
カ

レ
タ
、
ナ
レ
ト
モ
、
イ
ミ
ナ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
文
声
ニ
ヨ
ル
カ
、
此
注
或

作
黄
ト
云
、
ウ
ソ
也
、
ミ
ナ
書
ニ
吉
ト
ア
リ
、
乳
チ
ヽ
ノ
カ
ワ
リ
（
朱

筆
）「
ヲ
」「
ト
云
カ
ワ
リ
ニ
」
穀
ヲ
以
テ
ス
ト
云
カ
ラ
デ
穀
ト
云
ヲ
、
日
本
テ
乳

ト
云
、
穀

［
二
丁
裏
］

ハ
楚
国
テ
穀

紙
ニ
ス
ル
カ
ゴ
、
カ
ヂ
ト
云
、
切
テ
ミ
レ
ハ
、

白
汁
出
ル
、
ユ
ヘ
ニ
チ
ヽ
ノ
コ
ト
ヲ
云
、

コ
ト
也
、
於
菟
、
菟
徠
語
方
言
、

（
朱
筆
）「
虎
ノ
コ
ト
ヲ
云
」
錯
―
、
カ
ナ
ヲ
以
テ
イ
レ
チ
カ
ヘ
適
ス
、
錯
綜
ノ

字
ハ
易
ニ
出
ツ
、
海
表
ハ
礼
記
ニ
出
ツ
、
日
本
ヲ
サ
ス
、
有
功
徳
、
礼

記
ニ
出
ツ
、
民
至
今
、
左
伝
（
朱
筆
）「
論
語
」、
○
ソ
コ
デ
コ
ヽ
ロ
、
ド
コ

ニ
出
テ
モ
、
心
ハ
チ
カ
ハ
ズ
、
心
術
ト
、
リ
ク
シ
ヤ
ウ
山
カ
云
ハ
非
○

ナ
リ
ト
、
暗
ニ
破
ス
ル
ナ
リ
、
聖
人
東
西
ニ
不
出
、
タ
ヽ
詩
書
―
―
ソ
ノ
シ
ヤ
ウ
コ
ハ
古

之
時
―
―
○
カ
ラ
デ
サ
ヨ
如
此
、
然
則
、
吾
東
方
―
―
日
本
テ
ハ
盃
ヲ

ト
ル
ト
盃
ヲ
サ
キ
ニ
云
、（
朱
筆
）「
彼
吾
ノ
」
異
宜
ナ
リ
、
タ
ト
ヘ
ハ
、
魯

ニ
鳥
ノ
来
ル
如
ク
、
鐘
呂
―
カ
ラ
ニ
イ
テ
通
セ
ズ
、
假
ニ
ザ
ツ
マ
ア
サ

也
、
末
如
之
日
本
ニ
キ
テ
モ
通
ゼ
ス
、
西
日
本
カ
ラ
西
（
朱
筆
）「
ハ
」
中

国
、
教
向
（
朱
筆
）「
国
」
人
、
ナ
ニ
モ
カ
モ
ヨ
メ
ル
、
シ
タ
ケ
（
朱
筆
）「
レ
」

ト
モ
、
マ
ダ
、
乳
テ
（
朱
筆
）「
ヲ
」
楚
ニ
テ
ハ
穀
ト
云
、（
朱
筆
）「
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
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デ
」、
ユ
ヘ
、
通
セ
ス
、
虎
ヲ
ヲ
ト
云
云
、
猶
吾
コ
ツ
チ
ノ
モ
ノ
（
朱
筆
）

「
ニ
」
ス
、
○
雖
然
荘
子
、
ノ
文
ノ
受
カ
タ
ナ
リ
、
斉
物
也
、
イ
ヽ
カ
タ

キ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
サ
リ
ナ
ガ
ラ
也
、
虎
ノ
訓
ハ
徂
徠
ノ
カ
セ
イ
可
成

伝
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
モ
ノ
ニ
セ
ツ
ア
リ
、
顛
倒
其
読
ハ
、
カ
ヱ
リ
テ
ン
付

ル
也
、
唐
ニ
モ
シ
レ
テ
ア
ル
、
明
朝
ニ
学
士
ソ
ウ
ケ
イ
レ
ン
ト
云
モ
ノ

入
唐
曲
十
首
ノ
詩
ヲ
送
ル
中
ニ
ア
リ
、
錯
綜
ハ
イ
レ
チ
カ
ヱ
テ
ヨ
ン

テ
、
ア
ト
テ
シ
メ
ク
ヽ
ル
ナ
リ
、
眎
ハ
視
ノ
古
字
也
、
古
文
ニ
ハ
字
マ

テ
、
古
字
ヲ
ツ
カ
ウ
、
法
也
、
叚
ハ
ザ
ツ
ト
也
、
目
之
則
是

［
三
丁
表
］

目
デ
ミ
レ
バ
唐
本
ノ
如
シ
、
耳
之
―
ハ
耳
ニ
テ
キ
ケ
ハ
ヨ
ミ
ヨ
ウ
カ
ハ

ル
故
ナ
リ
、
已
ハ
ノ
ミ
シ
マ
ウ
也
、
或
曰
ハ
、
文
選
ノ
西
京
賦
、
末
定

之
言
ハ
也
、
李
善
注
也
、
カ
フ
云
モ
ノ
モ
ア
リ
ト
ヤ
ラ
ト
也
、
一
匹
錦

―
―
伊
藤
仁
斎
ノ
言
ト
云
非
ナ
リ
、
羽
訳
名
義
集
ニ
出
ツ
、
覆
ハ
ウ
ツ

ム
ケ
ル
也
、
之
ト
ウ
ラ
ヲ
サ
ス
也
、
背
ハ
ウ
ラ
、
面
ハ
ヲ
モ
テ
、
均
ハ

ナ
ラ
シ
テ
ミ
レ
ハ
也
、
是
物
ハ
ニ
シ
キ
也
、
庸
何
傷
ハ
、
国
語
ニ
ア

リ
、
乎
ト
ツ
ケ
ル
ト
キ
ハ
、
東ト

ウ

観カ
ン

漢カ
ン

記
ト
云
ニ
出
ツ
、
夫
中
国
無
象
―

韓
非
子
解カ

イ

老ロ
ウ

篇
ニ
出
ツ
、
昔
シ
カ
ラ
ニ
象
ナ
シ
、
ユ
ヘ
ニ
ア
テ
ズ
イ
リ

ヤ
ウ
ニ
、
象
ノ
図
ヲ
カ
イ
テ
、
コ
レ
チ
ガ
ウ
タ
コ
ト
多
ナ
リ
、
象
ハ
六リ

ク

書シ
ヨ

正セ
イ

訛ク
ワ

ト
云
書
ニ
ギ
ヲ
カ
ツ
テ
作
ル
コ
ト
ヲ
象
ト
云
、
像
ハ
俗
字
ナ

リ
、
江
北
無
橘
―
考
工
記
ト
、
晏
子
春
秋
ト
出
テ
タ
リ
、
日
本
ノ
右
近

橘タ
チ
バ
ナト

云
ハ
、
十
四
種
ノ
中
ノ
油
橘
ト
云
モ
ノ
也
、
唐
ノ
橘
ハ
久
年
母

ノ
如
ニ
シ
テ
、
至
極
ニ
ア
カ
イ
ナ
リ
、
枳
ハ
キ
コ
ク
也
、
此
方
ノ
キ
コ

ク
（
朱
筆
）「
ト
云
ハ
」
臭
橘
ヲ
云
非
ナ
リ
、
キ
コ
ク
、
臭
橘
ハ
別
種
ナ
リ
、

以
此
ハ
、
コ
ノ
ア
ン
バ
イ
ヲ
以
テ
也
、
橘
頌
ハ
、
楚
辞
ニ
ア
リ
、
臭
味

ハ
左
伝
ナ
リ
、
ニ
ヲ
イ
ア
ヂ
ハ
イ
、
惑タ

カ
ヘ、

マ
チ
ガ
ウ
ト
ヤ
ク
ス
、
幾
希

ハ
、
孟
子
ニ
出
ル
ナ
リ
、
幾

ホ
ト
ン
トハ

、
チ
カ
イ
ト
ヤ
ク
ス
、
四
海
ハ
四
方
ノ

夷
狄
ナ
リ
、
巴

ハ
蜀
ノ
国
ノ
入
リ
ク
チ
也
、
地
名
也
、
兜
昧
ハ
、
文

選
ノ
東
都
賦
ニ
出
ツ
、

（
頭
注
）「
天
竺
ニ
、
カ
ウ
シ
タ
モ
ノ
ヲ
象
ト
云
ト
テ
、
カ
タ
チ
ヲ
シ

テ
、
篆
書
ス
ル
ト
ヱ
ナ
リ
、
ソ
レ
ヲ
象
ノ
字
、
ナ
ル
ユ
ヘ
カ
タ
ド
ル
コ

ト
ヲ
、
象
ト
云
ナ
リ
」

［
三
丁
裏
］

夷
狄
ノ
楽
也
、
副
墨
之
子
―
―
荘
子
ニ
出
ツ
、
副
墨
ハ
ス
テ
ガ
ナ
也
、

洛
誦
ハ
、
絡
ト
通
ス
、
ヲ
ツ
ト
リ
マ
ワ
シ
テ
ヨ
ム
也
、
ソ
ラ
ニ
ヨ
ム
コ

ト
也
、
徂
徠
、
隈
本
ノ
文
人
ニ
答
ル
書
、
自
釈
ア
リ
、

字
ハ

荘
子
ノ
文
字

ヲ
ト
ル
也
、
執
ハ
、
カ
タ
イ
ヂ
ヲ
マ
モ
ル
、
冥
令
之
肖
ハ
、
詩
経
ニ
出

ツ
、
冥
令
ハ
ク
ワ
ノ
虫
、
青
也
、
又
楊
雄
注
言
ニ
出
ツ
、
冥
令
之
肖
ハ

養
子
ム
ス
コ
ノ
コ
ト
、
始
皇
ハ
贏
氏
ナ
レ
ト
モ
、
内
シ
ヤ
ウ
ハ
呂
氏

也
、
操
觚
ハ
、
文
選
李
善
注
ニ
委
也
、、
フ
デ
ヲ
ト
ル
コ
ト
操
ハ
手
マ

ト
リ
テ
ヒ
子
リ
マ
ワ
シ
ス
コ
ト
、
粲
然
ハ
、
米
ヲ
白
米
ニ
、
ツ
キ
ヌ
イ

ダ
㒵
、
ア
ザ
ヤ
カ
也
、
盈
簡
ハ
カ
ミ
一
ハ
イ
也
、
彼
ハ
カ
ラ
ナ
リ
、
不

可
読
ハ
、
詩
経
也
、
新
注
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
、
従
事
ハ
、
詩
経
ト
リ
カ
ヽ
ツ

テ
ツ
ト
入
ル
ナ
リ
、
須
ハ
、
ヒ
ゲ
ノ
コ
ト
、
勾
ハ
ト
ビ
ク
チ
ノ
如
ク
、

マ
ガ
ル
ヲ
云
、
ツ
リ
バ
リ
、
等
也
、
荀
子
ニ
、
出
ツ
、
カ
ヱ
リ
テ
ン
ヲ

ツ
ケ
ル
コ
ト
也
、
丁
有
尾
ハ
荘
子
リ
ク
ト
ク
明
ナ
リ
、
尾
伝
ハ
ケ
ダ
モ

ノ
ヽ
尾
バ
カ
リ
デ
ハ
ナ
イ
、
丁
字
ヲ
テ
ン
字
ニ
ハ
、
丁
カ
ヨ
ウ
ニ
ヒ
キ
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ス
テ
ア
リ
、
此
ノ
ヒ
キ
ス
テ
ノ
尾
ヲ
云
ナ
リ
、
累
々
ハ
、
カ
サ
ナ
ル
㒵

史
記
ニ
出
ツ
、
星
羅
ハ
、
楊
雄
ウ
レ
ル
ノ
賦
ニ
ア
リ
、
擾
々
ハ
、
タ
ク

サ
ン
ニ
ム
ラ
ガ
ル
㒵
、
文
選
ニ
出
ツ
、
蜉
蝣
ハ
ト
ン
バ
ウ
ノ
如
キ
ム
シ

ナ
リ
、
ム
ニ
ガ
リ
ト
ブ
ム
シ
ナ
リ
、
其ミ

究ナ

漢
字
ノ
カ
タ
ワ
ラ
ニ
ス
テ
ガ

ナ
□
□
也
、　　

巴

ハ
ウ
タ
ヤ
ジ
ヤ
ウ
ル
リ
ニ
ナ
ラ
ン
ト
ナ
リ
、
兜

昧
ハ
、
能
狂
言
ニ
ナ
ラ
ン
ト
也
、
廃
其
祖
ト
ハ
、
ミ
ナ
カ
ミ
ヲ
ス
テ
ヽ

カ
ナ
ズ
マ
シ
ニ
ナ
ラ
ン
ト
也
、
前
漢
此
ニ
テ
ハ
古
言
、
六
朝
今
言
、
粲

然
盈
簡
ト
ハ
モ
ジ
ヲ
ハ
シ
ツ
カ
リ
ト
リ
ツ
ハ
ニ
カ
ク
ナ
リ
、

有
尾
ハ
丁
ノ
字
ノ
ヒ
キ
ス
テ
ノ
如
ク
、
字
ノ
ア
イ
ダ
ニ
ヒ
ク
也
、
可
得

而
言
ト
ハ
ト
ツ
ク
リ
ト
ガ
テ
ン
メ
イ
ハ
レ
ヤ
ウ
ト
也
、

［
四
丁
表
］

是
廼
コ
レ
ヲ
コ
デ
ト
、
マ
ヱ
ヲ
受
テ
、
非
ハ
チ
ガ
ウ
ト
ヤ
ク
ス
、
至
テ

害
ガ
デ
キ
則
其
禍
――
甚
シ
ユ
リ
（
朱
筆
）「
ゲ
キ
ゼ
ツ
」
―
ト
云
夕
時
ヨ
リ
甚

也
、
然
則
如
之
何
可
也
、
韓
退
之
ヨ
リ
カ
ク
文
ナ
リ
、
モ
ト
如
之
何
可

也
ハ
礼
記
ニ
出
ツ
、
宜
、
カ
ゲ
ン
ヤ
イ
也
、
カ
ラ
ハ
体
ニ
（
朱
筆
）「
ヲ
」

ア
レ
ニ
云
用
ヲ
先
ニ
云
、
異
ナ
リ
、
訓
ハ
和
―
也
、
故
、
ワ
ケ
ト
ヤ
ク

ス
、
詁
ト
通
ズ
、
漢
書
ノ
（
朱
筆
）「
賈
誼
」
伝
ニ
出
ツ
、
誦
、
口
ニ
ノ
セ
テ

言
ツ
ト
ウ
、
ワ
ク
ン
テ
文
章
ヲ
覚
テ
イ
テ
モ
、
文
ハ
カ
ヽ
レ
ズ
、
暫
ハ

サ
ン
シ
ノ
ウ
チ
、
假
ハ
、
カ
リ
モ
ノ
ト
ウ
ブ
ン
カ
リ
テ
、
泥
ド
ロ
ト
云

字
ヲ
ナ
ヅ
ム
ト
訓
ス
ル
ハ
、
論
語
也
、
ト
ヾ
コ
ヲ
ル
ノ
意
、
筌
乎
―
荘

子
（
朱
筆
）「
則
陽
」
也
、
筌
ハ
陸
徳
明
音
義
ヲ
出
ツ
（
朱
筆
）「
ヲ
」
ミ
ヨ
、
二

説
ア
リ
、
ヤ
ナ
、
ヱ
、
ヲ
云
ヘ
リ
、
モ
ト
魚
ヲ
ト
ル
モ
ノ
テ
大
事
ジ
ニ

シ
テ
モ
、
魚
ヲ
ヱ
テ
ハ
、
魚
ガ
大
切
ユ
ヘ
、
筌
ヲ
忘
ル
、
獲
ト
リ
ヱ
ル

コ
ト
也
、
重
字
ナ
リ
、
舎
ハ
荘
子
ニ
ハ
忘
ノ
字
ナ
リ
、
徂
来
ト
キ
ナ
ヲ

シ
ツ
カ
ウ
、
舎
筌
ト
ハ
易
ノ
ヲ
ウ
ヒ
ツ
略
列
ニ
出
又
略
例
ニ
ハ
ス
ツ
ル
ノ
字

ノ
、
チ
ガ
ウ
テ
ア
リ
、
コ
ヽ
ノ
心
テ
和
訓
ヲ
ト
ル
ガ
ヨ
イ
ナ
リ
、
不

用
、
ハ
タ
ラ
キ
ガ
ナ
イ
ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ズ
、
心
与
用
謀
ハ
、
唐
ノ
陸
士
衡

柳
子
厚
山
水
記
イ
出
ツ
、
謀
ソ
ウ
ダ
ン
シ
テ
覚
タ
コ
ト
デ
ナ
ケ
レ
バ
ヤ

ク
ニ
タ
ヽ
ズ
、
思
ハ
ア
ン
ジ
ル
ナ
リ
、
斉
ノ
管
仲
ノ
語
、
管
子
内ダ

イ

業
ギ
ヤ
ウ

篇ヘ
ン

ニ
ア
リ
、
以
目
日
デ
ミ
ヲ
ホ
ヱ
ル
ヲ
第
一
ト
ス
、
□
直
道
行
ハ
、
論

語
ノ
字
ナ
リ
、

コ
ノ
民
ヤ
――

（
頭
注
・
朱
筆
）「
作
筌
琲
也
晏
子
作
筌
」

［
四
丁
裏
］

横
目
、
荘
子
也
、
荘
子
世
ノ
目
ノ
横
ニ
ツ
イ
タ
民
ト
云
、
ヲ
モ
シ
ロ
キ

字
ユ
ヘ
ツ
カ
ウ
、
天
下
之
志
、
周
易
ノ
字
也
、
東
方
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
ド

コ
モ
通
ス
、
且
暮
遇
此
、
荘
子
斉
物
論
ノ
字
ナ
リ
、
朝
暮
子
ン
ゴ
ロ
ニ

出
合
ナ
リ
、
則
廼
ソ
ウ
ラ
ヱ
バ
ソ
コ
デ
、
誣
ハ
ム
リ
ニ
イ
ヽ
ス
ク
メ
ル

ナ
リ
、（
朱
筆
）「
聖
人
ハ
」
不
出
ト
不
誣
ナ
リ
、
廼

ソ
コ
デ

申カ
サ
ヌレ

之ル
ニ

以
レ
戒
、
楚
辞
ノ

句
法
ナ
リ
、
戒
ハ
ゴ
カ
イ
イ
マ
シ
メ
也
、（
朱
筆
）「
不
為
黄
備
氏
―
ト
ハ
」
于
鱗

送
ト
ハ
王
―
本
ト
、
孟
子
ノ
文
法
也
、
□
何
□
□
メ
、
必
ゼ
□
□
、
之

為
黄
備
氏
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
学
ヲ
セ
ヨ
コ
レ
ガ
学
則
ナ
リ
、

  　
　
　
　
　
カ
ナ
ヲ
云

  　
　
　
　
　

右
第
一
則

○
宇
猶
宙
也
、
文
法
ハ
論
語
文
猶
質
――
、
注
ニ
ザ
ツ
ト
出
シ
テ
ア
レ

ト
モ
易
ニ
出
ツ
也
、
淮
南
子
ニ
、
天
地
四
方
曰
宇
、
□
往
古
来
今
曰
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宙
、
此
文
ミ
ナ
ケ
セ
ス
、
陸
象
山
サ
ト
リ
、
宇
宙
テ
学
文
ヲ
サ
タ
メ
生

キ
タ
聖
人
ト
ナ
リ
タ
イ
リ
ト
ヲ
モ
ク
、
古
モ
今
モ
宇
モ
宙
モ
同
シ
ト
、

古
今
宇
宙
ハ
無
極
ジ
ヤ
ト
コ
シ
ヤ
ウ
マ
ル
ノ
ミ
ナ
リ
、
ソ
レ
ヲ
破
シ
テ

故
以
今
――
蒼
頡
作
ル
科
斗
カ
イ
ル
ノ
子
ノ
コ
ト
也
、
文
字
ノ
㒵
云
貝
多
ハ

天
竺
ノ
丸
語
木
ノ
名
ナ
リ
、
貝
多
葉
ニ
、
経
文
ヲ
カ
キ
シ
、
ハ
イ
タ
ラ

ヨ
ウ
也
、
載
車
ニ
ノ
セ
ル
如
ク
、
陸
象
山
ノ
如
ク
文
字
ハ
イ
ラ
ズ
（
朱

筆
）「
ト
」
云
テ
モ
載
言
――

［
五
丁
表
］

詩
ニ
ハ
―
ニ
シ
テ
汝
コ
レ
ヨ
ル

職
是
之
由
注
非
也
荀
子
春
秋
緯
ニ
出
ツ
、
此
書
ツ
タ
ワ
ラ
ズ
、
越
裳
氏

モ
ツ
ハ
ラ
コ
レ
モ
ト
ヅ
ク

ハ
、
地
名
唐
ト
別
ニ
年
号
ヲ
ナ
ス
、
ハ
ナ
レ
処
ナ
リ
、
唐
ニ
九
人
ノ
通

辞
ヲ
カ
サ
子
テ
通
セ
シ
コ
ト
、
越
裳
――
ハ
注
非
ナ
リ
、
尚
書
大
伝
ニ

出
ツ
、
出
ツ
○
重
―
通
ジ
〳
〵
ヲ
カ
サ
子
テ
ノ　

差
マ
チ
ガ
イ
、　　

弁
詰
差
別
ヲ

ワ
ケ
テ
、
ト
イ
ツ
メ
ラ
レ
ズ
、
シ
タ
ケ
レ
ト
モ
万
越
裳
ト
唐
ト
里
――
夐
ハ

遠
ナ
リ
、
文
選
後
漢
班
固
カ
典
引
ニ
出
ツ
、
猶
マ
タ
、
其
世
、
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
支
カ
旧
唐
書
ニ
伝
出
ツ

公
タ
ン
、
兄
在
ノ
ト
キ
也
、
孰
若
奘
―
―
唐
ノ
太
宗
皇
帝
ノ
時
、
身
毒

ノ
字
ハ
、
――
大
宛
ナ
リ
史
記
ニ
出
ツ
天
竺
ヲ
云
、
故
詁
ト
通
ス
ワ
ケ
也
、

コ
レ
ハ
昔
シ
コ
フ
シ
タ
ワ
ジ
ヤ
タ
、
ダ
レ
〳
〵
伝
リ
タ
注
ナ
リ
、

注
伝
シ
テ
弟
子
ノ
ト
ニ
弟
子
――

子
孫
雲
仍
――
、
祖
ハ
先
祖
ソ
シ
、
逝
ス
ギ
去
テ
、
俗
風
―
、
物
道
具

タ
ト
ヘ
テ
ミ
レ
バ
――

ウ
ツ
リ
カ
ハ
リ
ナ
ク
ナ
ツ
テ
、
―
況
ン
ヤ
日
本
人
烏
ソ
能
置
――
、
シ

ヤ
ル
則
陸
象
山
カ
如
ク
古
今
宇
宙
カ
ワ
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
心
デ
学
文
ス
ト

云
ハ
、
果
シ
テ
コ
ト
也
、

雖
然
不
朽
者
文
、
于
鱗
ノ
続
文
也
、
注
非
也
、
四
先
生
文
範
ヲ
ミ
ヨ
、

ヲ
リ
シ
元
ビ
ニ
ヲ
ク
ル
文
ニ
ア
リ

眎
古
修
辞
、
于
鱗
文
ナ
リ
、
旦
莫
遇
之
、
荘
子
ニ
出
ツ
、
游
ハ
子
―
、

子
夏
、
古
ハ
訓
詁
ナ
リ
、
○
心
サ
リ
ナ
カ
ラ
ヲ
リ
シ
―
文
ト
カ
ヽ
レ
魏

文
帝
曰
――
、
夫
ソ
モ
〳
〵
、
方
マ
ツ
最
中
也
、
世
、
古
ノ
世
ヲ
云
、

［
五
丁
裏
］

管
子
晏
子
春
秋
（
朱
筆
）「
老
子
列
子
」
同
類
ナ
リ
、
其
時
其
世
々
ニ
シ
テ
伝

ハ
同
類
ナ
リ
、
千
年
ノ
后
マ
デ
モ
不
昧
ハ
心
ナ
ル
カ
ナ
、
啻
但
ト
通
ス

バ
カ
リ
也
、
言
ハ
文
章
ヲ
云
体
用
ノ
殊
ナ
ル
也
、

修
子
リ
コ
ム
也
、
宋
朝
ノ
注
解
ヲ
マ
タ
ズ
ニ
ス
ミ
（
朱
筆
）「
ム
」
ナ
リ
、
気

キ
シ
ヤ
ウ
肖
古
人
ニ
ニ
ル
ナ
リ
、
目
之
―
古
人
ニ
チ
ガ
ハ
ズ
、
擇
孝
経
ニ

口
無
擇
言
ト
ア
リ
、
従
ツ
イ
テ
也
、
文
学
ニ
ツ
イ
テ
也
、
与
古
為
徒
、

荘
子
人
間
世
ノ
語
ナ
リ
、
何
レ
ハ
ウ
タ
カ
、
彼
ハ
カ
ラ
ヲ
サ
ス
、
故
ハ

訓
詁
ヲ
云
、
宋
朝
后
世
ノ
注
ヲ
カ
ゝ
ズ

　
　
　
　
　

右
学
則
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
弼
ノ
テ
ン

聃
ハ
老
子
、
此
処
ノ
語
孝
子
ノ
初
ニ
此
文
ア
リ
、
道
可
道
、
徂
来
ハ
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
希
逸
ノ
テ
ン

弼
ノ
テ
ン
ヲ
用
ル
ナ
ラ
ン
、
臆
ハ
、
ム
ナ
サ
キ
ノ
ヲ
ク
セ
ツ
也
、
曼
衍

ハ
ト
ハ
ト
リ
ド
メ
ノ
ナ
イ
コ
ト
、
ワ
ガ
マ
ヽ
ナ
コ
ト
、
斉
物
ニ
出
ツ
、
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勝
而
上
之
、
左
伝
也
、
不
知
量
、
論
語
ナ
リ
、
諄
々
乎
、
詩
経
、
度カ

子

数ヤ
イ

ハ
礼
記
荘
子
礼
ギ
三
千
イ
ギ
三
百
ノ
ア
ン
バ
イ
ヲ
（
朱
筆
）「
ノ
」
カ
子
ヤ

イ
也
、
其
本
心
、
其
ハ
老
子
ヲ
サ
ス
、
操
心
ハ
、
孟
子
ノ
字
也
、
鋭
キ

ツ
サ
キ
ノ
ス
ル
ド
ナ
如
ク
心
ス
ル
ド
ナ
リ
、
物
ハ
、
徂
来
弁
名
ノ
、
物

ハ
條
件
也
、
カ
ジ
ヤ
ウ
也
、
行
身
ノ
行
ヒ
ナ
リ
、
深フ

カ
イ、

切タ
シ
カ、

著
ア
ラ
ハ
レ、

明
ハ
ッ
キ
リ、

［
六
丁
表
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
イ
〳
〵
ニ
発
明
ガ
心
ニ
テ
ギ
、

四
時
行
焉
、
論
語
、
不
憤
――
論
語
也
、
自
外
鑠
孟
子
告
子
ノ
上
ヘ
ン
、

―
ハ
カ
子
ヲ
ヤ
イ
テ
ト
ヲ
カ
ス
也
、
襲
ト
ハ
、
ヨ
ウ
チ
ナ
ト
、
キ
リ
コ

ム
、
ア
ン
ナ
イ
モ
ナ
ク
ハ
イ
ル
、
カ
子
タ
イ
コ
モ
ナ
ク
、
貴
乎
格
、
大

一
心
ニ
通
シ
テ
キ
タ
ル
コ
ト

学
也
、
ト
キ
ニ
字
義
ハ
格
ハ
朱
注
ト
ハ
チ
カ
ウ
、
徂
来
ノ
格
ハ
、
感
格
ニ
ア

ラ
ス
、
徂
来
大
学
解
ニ
ハ
、
礼
記
ニ
ヨ
リ
格
ハ
、
来
ナ
リ
、
唯
其
物
国

語
変
語
ニ
出
ツ
、
コ
ノ
様
ナ
文
法
ハ
、
易
ノ
ケ
イ
ジ
ニ
出
ツ
、
物
ハ
易

ヤ
、
国
語
ニ
ハ
、
物
ハ
馬
ナ
リ
ト
ア
リ
、
徂
来
ハ
條
件
也
ト
、
仁
義
礼

知
ノ
シ
ナ
〳
〵
、　
○
ア
ト
ニ
カ
ヘ
リ
車
イ
ハ
、
周
礼
ノ
考
工
記
ニ
、
車
ハ
一

器
ニ
シ
テ
ヨ
セ
ア
ツ
メ
タ
モ
ノ
、
車
ハ
惣
名
ニ
シ
テ
、
輪
輪
蓋
軫
ノ
別

チ
ア
リ
、
ス
レ
ハ
車
ト
云
名
目
ハ
ナ
シ
、
ソ
コ
デ
ワ
ケ
ズ
ニ
ヲ
ク
ト
、

有
車
之
名
、
大
道
ハ
車
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
、
仁
義
礼
知
デ
キ
テ
大
道
ス

タ
ル
、
仁
義
ヲ
ト
リ
テ
、
大
道
ア
リ
、
失
マ
チ
ガ
イ
也
、
大
道

コ
ト
ハ
デ
イ
フ　

天
地
ニ
相
カ
ワ
ラ
ス
大
道

可
道
、
非
常
道
、
夫
―ド

ウ
シ
タ
マ
チ
ガ
イ
ナ
レ
バ

―
―
―
―
―
道
モ
聖
人
ノ
名
目
ノ
一
ツ
ナ
リ
豈
ナ

ン
ト
教
ハ
老
子
ノ
コ
ト
也
、
術
ト
ハ
ス
チ
ミ
チ
也
、
務
老
子
ツ
ト
メ

テ
、
求

ハ
ヤ
ガ
ク
モ
ン
ヲ
ヤ
ラ
レ
タ

――――　
　

生
ダ
ン
〳
〵
デ
キ
テ
ク
ル
ヲ
マ
タ
ズ
、
名
ト
ハ

道
ト
云
モ
ノ
ハ
道チ

カ
ミ
チ
ノ徳

ト
云
名
ヲ
第
一
ニ
老
子
イ
ワ
レ
テ
人
ヲ
ス
ヽ
ム
、

巧
サ
イ
カ
ク
ニ
カ
ウ
シ
ヤ
ニ
ハ
イ
ハ
レ
タ
レ
ト
モ
、
目
睹
聖
人
之
道
ヲ

―
―
ス
ル
ト
口
デ
言
フ
ト
イ
ヅ
レ
、
徒
名
道
徳
ト
云
ナ
ガ
カ
リ
テ
徒
名

ハ
ム
ダ
ノ
ナ
言
之
者
老
死
ヲ
信
ス
ル
モ
ノ
シ
テ
―
―
ム
子
ト
ム
子
ト
デ

ノ
ミ
コ
ム
、
底
止
イ
タ
リ
ト
ヽ
マ
ル
シ
ツ
カ
リ
ヲ
チ
ツ
ク
、

［
六
丁
裏
］

無
宅
ハ
、
別
義
外
ノ
ギ
ア
ラ
ズ
、
量
ハ
分
―
、
チ
カ
ラ
ノ
ツ
ヨ
イ
大
関

ト
角
力
ナ
リ
、
聃
之
言
礼
礼
記
ニ
出
ツ
、
祇
ハ
、
マ
サ
ニ
ト
ヤ
ク
（
朱

筆
）「
ス
」、
操
ト
リ
ア
ツ
カ
フ
、
鋭
キ
ノ
ミ
シ
ヤ
ク
ス
ル
ト
フ
、
求
言
之

無
言
ト
イ
ワ
レ
タ
レ
ト
モ
ソ
レ
ガ
イ
フ
ノ
ジ
ヤ
、
物
―
テ
一
物
ヅ
ヽ
ノ

ツ
カ
マ
ヱ
ト
コ
ロ
ア
ル
モ
ノ
ジ
ヤ
、
施

ホ
ト
コ
スハ

、
シ
カ
ケ
ヤ
リ
カ
ケ
ト
ヤ
ク

ス
、
ソ
レ
ユ
ヘ
ニ
論
語
ニ
天
何
――
、
術
ハ
ス
ヂ
ミ
チ
ノ
ハ
カ
ル
ト
コ

也
、
不
知
者
――
聖
人
ニ
ヒ
ミ
ツ
ナ
シ
、
鑠
外
ヨ
リ
ノ
ツ
ケ
ヤ
キ
バ
ニ

ア
ラ
ズ
――
自
ラ
道
ガ
備
ル
ナ
リ
、
故ソ

コ
デニ

――
格
ハ
道
ヲ
行
フ
ト
他
カ

ラ
来
ル
ソ
レ
ヲ
費
ム
也
、
物
ハ
聖
人
ノ
ヲ
シ
ヱ
ノ
シ
ナ
〳
〵
ヲ
ス
ル

也
、
滔
々
ハ
水
ノ
ハ
ビ
コ
ル
、
尚
ハ
上
也
、
ウ
ヱ
ハ
ナ
イ
コ
ト
ヲ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
ト
イ
ツ
ハ

ン
ヤ
ト
也
、
○
聃
也
者
聃
ト
云
モ
ノ
ハ
、
端
コ
グ
チ
也
、
非
異
端
ジ
ヤ

ト
―
ト
シ
テ
、
尤

シ
カ
レ
ト
モケ

ヤ
ケ
キ
ア
タ
ラ
シ
キ
ミ
チ
ニ
ナ
セ
フ
テ
、

名理
学
ギ
ロ
ン
ノ
ー

存
而
物
亡
、
徒
ト
モ
ガ
ラ
也
、
是
豈
、
是
ト
ハ
学
文
ヲ
サ

ス
、
退
ハ
理
学
ヲ
ス
テ
ヽ
―
テ
、
先
王
ノ
物
ノ
ヲ
シ
ヱ
ノ
シ
ナ
〳
〵
ヲ

ス
、
物
ハ
、
弁
名
ヲ
シ
ル
ベ
シ
、
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右
学
則
三

　
　
　
　
　
　
　
（
朱
筆
）「
――
古
今
ノ
ア
リ
ト
云
タ
ヲ
反
復
シ
テ
来
ル
也
」

此
四
則
ニ
ナ
ツ
テ
ハ
東
海
聖
人
ヲ
打
破
ス
、
古
ヲ
ス
ト
ハ
、
聖
人
ノ
跡

ヲ
ス
ル
也
、
古
ヲ
学
ヲ
セ
子
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
無
古
―
―
韓
退
之
ノ
文
、
詎

ハ
荘
子
ニ
多
用
ユ
古
文
字
也
、
相
望
ト
ハ
、
文
選
ノ
賦
ニ
ア
ル
ナ
リ
、

ア
ヒ
ツ
ヽ
ク
□
ナ
リ
、
孰
ト
ハ
イ
レ
ヅ
レ
ノ
世
デ
モ
―
シ
カ
レ
バ
古
今

ト
云
ハ
ナ
ヒ
也
、
匪
ノ
字
ハ

（
頭
注
・
朱
筆
）「
翫
華
―
老
子
ノ
文
ニ
ヨ
ル
」

［
七
丁
表
］

是
非
ノ
非
ト
ハ
、
チ
ガ
フ
也
、
シ
ガ
タ
イ
心
ナ
リ
、
立
極
ト
ハ
、
易

也
、
極
ハ
中
也
、
道
ノ
極
ノ
マ
ン
ナ
カ
也
、
知
今
ト
ハ
、
今
世
ノ
カ
ワ

ル
コ
ト
ヲ
ノ
ミ
コ
ン
テ
體
ハ
タ
テ
ニ
ス
ル
ナ
リ
、
差タ

カ
イト

ハ
入
レ
チ
カ
ヱ

リ
也
、
来
ハ
、
由
来
モ
ト
ヅ
ク
ト
コ
也
、
―
諸
掌
ト
ハ
、
論
語
也
、
ソ

ノ
シ
ル
伝
授
ハ
、
唯
其
物
ヲ
ス
、
易
ニ
出
ツ
、
物
ハ
條
件
也
、
易
注
ニ

ハ
物
ハ
事
也
、
礼
楽
其
代
〳
〵
ノ
制
作
ア
ラ
タ
マ
ル
ナ
リ
、
ソ
レ
テ
ソ

ノ
世
々
ノ
人
情
ヲ
シ
ル
也
、
神
代
ハ
ヲ
イ
テ
仁
武
ヨ
リ
モ
ン
ム
天
皇
マ

デ
ハ
ワ
カ
ラ
ス
、
ソ
レ
ヨ
リ
正
徳
天
皇
ニ
イ
タ
リ
風
俗
ウ
ツ
リ
カ
ワ

ル
、
ソ
レ
（
朱
筆
）「
ヨ
リ
足
」
利
ノ
至
リ
、
武
家
ノ
風
ニ
テ
、
段
々
カ
ワ
ル

ナ
リ
、
ソ
ノ
世
〳
〵
ニ
ツ
レ
テ
殊
ナ
ル
ナ
リ
、
蓋
―
ソソ

モレ

ナ〳

リ〵

各
建
テ

ン
〴
〵
ニ
コ
ン
立
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、（
朱
筆
）「
不
」
周
ハ
一
メ
ン
ニ
ユ
キ
ワ

タ
ラ
ズ
、
不
周
物
ト
ハ
易
ノ
ケ
イ
ジ
ニ
出
ツ
、
業
巳
ハ
史
記
ニ
出
ツ
、

業
ワ
ザ
ト
ス
ル
コ
ト
也
、
コ
ト
、
ハ
ヤ
シ
ナ
〴
〵
ア
ル
ヲ
云
、
有
物
ト

ハ
ヲ
（
朱
筆
）「
ト
ハ
」
漢
ハ
漢
、
史
記
ハ
史
記
ノ
如
ク
、
史
ニ
ソ
レ
〳
〵
ノ

ウ
キ
ヨ
ノ
物
ノ
ト
リ
サ
バ
キ
ヲ
云
、
誌
ニ
シ
ル
シ
ア
リ
、
映
ハ
ウ
ツ
リ

ア
ハ
セ
テ
、
テ
ラ
シ
合
セ
テ
ミ
テ
、
不
レ
爾
晋
書
ニ
多
ク
出
ツ
、
爾
ト

云
字
ハ
如
是
ト
云
字
也
、
懸
ト
ハ
百
日
ナ
レ
ハ
百
日
、
ナ
ニ
ホ
ト
〳
〵

ト
、
キ
ツ
ト
定
テ
カ
ケ
テ
、
注
ニ
前
息此

所
ニ
漢
ノ
字
ヲ
ト
ス
ン
ラ
ン

夫
的
―
―
非
也
、
漢
書
ニ
ナ

シ
、
歴
詆
ノ
字
ハ
文
心
彫
龍
ニ
出
ツ
、
近
ハ
東
坡　

出
ツ
也
、
ナ
ラ
ベ

テ
ヲ
イ
テ
一
チ
〳
〵
ニ
ソ
シ
ル
コ
ト
、

［
七
丁
裏
］

　
イ
ト
ヤ
ス
イ
㒵
、

易
易
焉
耳
ト
ハ
、
朱
注
語
諭
子
通
鑑
細
目
ニ
古
ヨ
リ
ノ
人
物
ヲ
評
ハ
ン

シ
テ
ソ
シ
ル
シ
コ
ト
ア
ル
ヲ
サ
ス
、
以
ン
ヤ
史

キ
ロ
ク

学
論
語
ノ
句
法
ナ
リ
、

キ
ニ
イ
ラ
ヌ
ヲ

朱
子
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
欧
陽
永
叔
五
代
史
ノ
論
ヲ
徂
来
ソ
シ
ラ
ヱ
タ
リ
、
則

徂
徠
ノ
度
量
考
工
ニ
出
ツ
、
欲
知
今
者
、
必
――
鬼
谷
子
ニ
出
ツ
、

ソ
フ
シ
テ
六
経
ヲ
ミ
レ
ハ
――

而
後
六
経
――

　
　
　
　
　

右
学
則
四

此
句
徂
来
ス
キ
ナ
ラ
ン
論
語
徴
ニ
モ
出
ツ
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ツ
ク
リ
ノ
ビ
〳
〵
シ
タ
カ
サ
セ

猶
和
風
――
文
選
古
詩
シ
ケ
リ
ホ
ク
詩
ニ
シ
ウ
〳
〵
タ
ル
和
風
、
甘
雨

モ
、
文
選
ノ
古
詩
ニ
出
ツ
、
物
ハ
万
物
、
長
ハ
平
声
、
次
第
ニ
ソ
ダ
ツ

ナ
リ
、
有
窮
已
、
荘
子
ニ
出
ツ
、
俗
ハ
風
―
テ
世
シ
ワ
ナ
シ
テ
世
ヲ
ワ

タ
ル
、
陶
鈞
ト
ハ
注
ノ
（
朱
筆
）「
ニ
」
ア
ル
如
ク
ロ
ク
ロ
ス
ヱ
モ
ノ
ツ

ス
ヱ
モ
ノ
ツ
ク
ル
ヲ

ク
リ
ロ
ク
ロ
也
テ
化
成
ス
ル
如
ク
徳
ヲ
成
シ
□
俗
ヲ
聖
人
ノ
道
ノ
中
ニ
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ヲ
イ
テ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
云
也
、
蔵
ハ
、
モ
チ
コ
ム
ト
ヤ
ク
ス
、
修
ハ
子
リ

コ
ム
也
、
ソ
コ
テ
後
后
人
学
文
ナ
ス
コ
ト
ヲ
蔵
修
ト
云
、
息
―　
　

游

―　
　

郷
道
孟
子
盡
心
篇
ニ
出
ツ
、
道
ハ
聖
人
ノ
道
ナ
リ
、
中
ハ
ア
タ

ル
ノ
意
也
、
聖
人
ノ
道
ニ
中
タ
ル
ツ
テ
ス
タ
リ
ヤ
メ
ル
、
ヤ
メ
テ
モ
聖

人
ノ
道
ノ
中
也
、
ソ
フ
テ
天
命
ガ
ク
ル
ト
博
厚
高
明
中
庸
ニ
出
ツ
、
日

躋
――
詩
経
也
、
不
知
然
―
荘
子
ニ
出
ツ
、
故
曰
コ
ウ
云
ワ
ケ
シ
ヤ
ニ

ヨ
ッ
テ
也
、

［
八
丁
表
］

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
（
朱
筆
）「
ヘ
」
テ
ウ
マ
ス
―

於
我
何
有
哉
、
意
ハ
論
語
意
ニ
テ
、
文
法
ハ
列
子
、
撃
壌
歌
、
古
詩
ニ

出
ツ
、
譬
諸
植
草
木
―
論
語
ノ
末
ニ
ア
リ
、
培
ツ
チ
カ
イ
、
棘
猴
―
韓

非
子
ノ
外
儲
説
ニ
出
ツ
、
玉
楮
ト
云
コ
ト
列
（
朱
筆
）「
子
」
説
符
篇
ニ
出

ツ
、
古
ノ
細
工
ノ
巧
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
ナ
リ
、
唯
壱
人
デ
人
々
ニ
ヨ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
筆
）「
論
語
」

セ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
ラ
ズ
、
大
徳
――
晏
子
春
秋
ニ
出
ツ
、
韓
詩
外
伝
ヲ

ミ
ル
ト
孔
子
ノ
言
ニ
モ
シ
テ
ア
リ
、
出
入
ハ
サ
ク
ヤ
ク
也
、
又
曰
――

論
語
有
子
曰
――
彼
ノ
周
茂
叔
程
朱
ノ
ル
イ
ノ
理
ハ
学
ヲ
云
、
窮
理
ト

字
ノ
、
易
ノ
字
ナ
リ
、
コ
レ
ラ
窮
理
ノ
学
ト
云
ヒ
、
一
念
―
ス
コ
シ
ナ

ヨ
ゴ
レ
タ
ト
□
ヲ
ナ
ガ
シ
ア
ロ
フ

処
ノ
邪
モ
察
ス
ト
イ
ヒ
、
淑
ハ
善
也
、
―
ハ
悪
ナ
リ
、
疏
―――　

ソ
ヽ
ク　

ソ
ヽ
グ
セ
ン
タ
ク
ス
ル
コ
ト

荘
子
（
朱
筆
）「
知
北
遊
」
剔コ

ソ
グ扶

ク
ジ
リ
ヲ
ト
ス
（
朱
筆
）「
ト
ハ
」
人
欲
外
物
ノ
人

欲
美
色
ノ
美
味
ノ
ル
イ
、
皆
非
ナ
リ
、
孟
子
モ
（
朱
筆
）「
寡
欲
ト
云
ヘ
リ
」
叚

カ
リ
ニ
ト
ハ
ザ
ツ
ト
也
、
介
然
ハ
、
ス
コ
シ
ク
内
ニ
モ
ツ
コ
ト
、
旧
ハ

ヤ
ハ
ク
モ
ト
ノ
マ
ヽ
ナ
リ
、
無
術
之
過
漢
書
、
功
武
士
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霍
光
伝

―
、
人
云
ハ
フ
レ
ナ
ガ
シ
ナ
リ
、（
朱
筆
）「
ソ
レ
ヲ
」
第
一
ニ
シ
テ
ヲ
サ

ム
、
冺
ホ
ロ
ブ
ト
ハ
ジ
ミ
〳
〵
ト
ド
チ
マ
カ
イ
テ
シ
モ
フ
、
申
韓
、
申

子
、
韓
子
也
、
戦
国
ノ
人
ナ
ト
、
凘

ツ
キ
テ

屈
原
楚
辞
ニ
出
ツ
、
塞
フ
サ
カ
ル

入
声
、
後
賢
人
君
子
宋
朝
時
分
ノ
后
儒
ヲ
サ
ス
、
立
其
大
者

［
八
丁
裏
］

ト
ハ
孟
子
ニ
出
ツ
、

　
　
　
　
　

右
学
則
五

絶
ダ
チ
ス
ツ
ル
ナ
リ
ア
レ
ハ
ヤ
ク
ニ
タ
ヽ
ズ
ト
、
人
ハ
吾
国
ノ
人
、
物

ハ
他
国
ノ
人
、
大
ハ
大
君
子
特
大
ノ
徳
ノ
成
就
ス
ル
也
、
睹
ト
リ
（
朱

筆
）「
ツ
」
リ
ク
ト
ミ
ル
也
、
情
ハ
ヲ
モ
ワ
ク
ミ
ツ
ベ
シ
理
デ
ミ
ユ
ル
也
、

棼
―
易
ノ
ケ
イ
辞
ノ
字
也
、
糸
ノ
乱
㒵
、
香
口
ノ
気
ノ
ム
ス
ボ
ウ
ル
如

ク
、
コ
レ
ラ
名
目
ヲ
ツ
ケ
テ
陰
陽
ト
云
イ
、
仍
ト
ハ
ヨ
ク
カ
サ
ナ
リ

〳
〵
ユ
ル
コ
ト
、
禅
易
ユ
ツ
リ
カ
ワ
ル
コ
ト
也
、
弗
居
不
定
也
、
変
易

ノ
理
ト
リ
、
此
注
荘
子
語
ト
ハ
ウ
リ
也
、
荘
子
ニ
ハ
禅
ノ
一
字
ノ
ミ
ア

リ
、
陸
徳
明
注
ニ
―
ハ
易
ナ
リ
ア
レ
ト
モ
、
大
ニ
ア
ザ
ム
ケ
リ
、
糾
縄

ト
ハ
ア
ザ
ナ
ヱ
ル
ナ
ワ
デ
タ
ガ
イ
ニ
カ
ラ
ミ
合
フ
コ
ト
ヲ
云
ナ
リ
、
此

注
非
ナ
リ
、
戦
国
ノ
鶡

カ
ツ
ク
ワ
ン冠

子
ト
云
書
ニ
モ
ア
リ
、
纆
ト
云
ハ
三
ス
ジ
ナ

ワ
ヲ
ナ
フ
コ
ト
也
、
縄
ト
ハ
チ
ガ
ウ
、
縄
ト
ハ
二
ス
ジ
ナ
リ
、
陰
陽
ト

キ
タ
ユ
ヘ
、
縄
ト
ツ
カ
ウ
、
実
又
纆
ナ
リ
、
剛
柔
―
易
ニ
―
相
マ
ス
ト

ナ
リ
、
曽
―
ト
ハ
カ
サ
ナ
リ
〳
〵
テ
ツ
ク
ル
コ
ト
ナ
イ
也
、
剥
蕉
巴
蕉
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ノ
皮
ヲ
ハ
グ
カ
如
ク
、
イ
ク
ラ
ハ
イ
デ
モ
、
ツ
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
、
窮
詰

キ
ハ
メ
ト
ヒ
ツ
メ
ル
コ
ト
ナ
シ
、

［
九
丁
表
］

剥
蕉
ト
ハ
諸
先
生
シ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
五ゴ

ト
ウ
エ
ゲ
ン

燈
會
言
元
ニ
ア
リ
、
又
唐
ノ
方

于
詩
ニ
ア
リ
、
徂
来
ハ
コ
ト
ウ
エ
ゲ
ン
ニ
ヨ
ル
ナ
ラ
ン
、
或
ハ
シ
ヤ
ウ

リ
大
全
ニ
ア
ラ
ン
未
詳
也
、
無
適
――
論
語
、
悪
養
ノ
ワ
ル
イ
モ
ノ

ハ
、
悪
人
ト
ナ
リ
ル
ナ
リ
、
媲
マ
ジ
ヘ
、
稗
苐
ヒ
ヱ
カ
ヤ
ナ
リ
、
朱
ニ

交
レ
ハ
赤
ク
ナ
ル
ナ
リ
、
不
得
已
ハ
論
語
ナ
リ
、
ミ
ナ
荘
子
ニ
モ
多
ク

ア
リ
、
舜
――
論
語
也
、
非
所
称
ト
ハ
舜
ノ
ヲ
ハ
タ
ラ
キ
ジ
ヤ
ト
舜
ヲ

ホ
メ
ル
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ズ
誅
ヲ
ホ
メ
ズ
、
皐
陶
ヲ
ア
ゲ
ラ
レ
シ
ヲ
ホ
メ

ル
ノ
ミ
、
弃
材
劉
子
全
書
ニ
出
ツ
、
比
屋
イ
ヱ
ナ
ミ
ミ
ナ
大
名
ニ
封
シ

テ
モ
ヨ
イ
モ
ノ
ア
リ
、
豈
皆
天
下
――
公
侯
之
――
コ
レ
聖
人
ノ
大
徳

ヲ
云
タ
モ
ノ
也
、
此
王
莽
伝
ト
ア
ル
ハ
非
ナ
リ
、
王
充
論
衡
ニ
出
ツ
、

治
ニ
裨
ア
ル
ハ
弃
物
ナ
シ
、
通
言
ハ
テ
ヂ
カ
ナ
ル
コ
ト
バ
中
庸
ニ
出

ツ
、
芻

シ
ョ
ジ
ヤ
ウ蕘

二
字
平
声
ナ
リ
――
ノ
言
モ
ス
テ
ズ
也
、
書
経
詩
経
ニ
出

ツ
、
其
人
ハ
芻
蕘
ヲ
云
、
毒
已
疾
ト
ハ
周
礼
ノ
医
者
ノ
段
ノ
処
ニ
ア

リ
、
苓
ハ
猪
苓
ハ
下
品
デ
キ
ヽ
ソ
モ
ナ
イ
ガ
、
時
ア
リ
テ
ハ
ヲ
モ
ニ
ナ

ル
、

（
頭
注
）「
湮

経
維
摩
結
ニ
モ
ア
レ
ト
モ
剥
蕉
ノ
ト
熟
字
ナ
シ
」

［
九
丁
裏
］

（
朱
筆
）「
荘
子
康
桑
楚
菜
茉
也
―
時
為
帝
者
也
」

帝
帝
ト
、
天
ヲ
貴
ン
テ
帝
ト
云
、
妙
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
ナ
リ
、
它
山
ハ
他

国
ノ
山
ナ
リ
、
攻
ミ
ガ
ク
ナ
リ
、
資
ト
ハ
ト
リ
用
ル
ト
コ
ロ
也
、
教
化

ス
ル
ナ
リ
、
不
善
人
ナ
ケ
レ
ハ
善
人
ノ
ク
ヒ
モ
ノ
ナ
シ
、
是
聖
人
コ
ヽ

ゾ
聖
人
ノ
―
、
此
注
ニ
荘
子
雖
毒
ト
ハ
荘
子
ニ
ナ
シ
周
礼
ナ
リ
、
苓
有

時

論
語
―
如
タ
リ
ト
ア
リ

乎
帝
ト
ハ
徂
来
荘
子
ニ
ヨ
リ
テ
カ
キ
ナ
ヲ
サ
レ
タ
モ
ノ
ナ
リ
、
○
皦
々

ト
ハ
明
ナ
ル
㒵
、
脧
ハ
シ
リ
ゴ
ク
ナ
リ
、
誾
々
ト
ハ
ア
ラ
ソ
フ
テ
ハ
ラ

ム
キ
イ
ダ
シ
論
説
ス
ル
ナ
リ
、
史
記
ニ
出
ツ
、
諸
子
老
子
列
子
荘
子
ノ

ル
イ
也
、
九
流
―
ニ
ワ
カ
レ
タ
―
ノ
モ
ノ
、
頗
ト
ハ
ワ
キ
ノ
方
ナ
リ
、

裂
道
ノ
サ
ケ
ワ
レ
タ
ノ
ジ
ヤ
、
由
ト
ハ
モ
ト
ヅ
ク
ナ
リ
、
有
至
言
ト
ハ

荘
子
ノ
語
ナ
リ
、
ウ
ヱ
モ
ナ
キ
至
極
ノ
コ
ト
也
、
不
爾
ソ
ウ
ナ
ク
バ
、

安
ハ
ア
ン
ド
也
、
撫
ト
ハ
ナ
デ
シ
ヅ
メ
ル
ナ
リ
、
有
ト
ハ
ワ
ガ
モ
チ
リ

ヤ
ウ
ト
ス
ル
ナ
リ
、
顓
専
ト
通
ス
、
漢
ノ
世
ニ
ハ
詩
経
ノ
家
書
経
ノ
家

論
語
ノ
家
ト
門
々
ア
リ
、
伝
ト
ハ
古
（
朱
筆
）「
ヨ
」
リ
世
々
師
ヨ
リ
伝
ル

コ
ト
ナ
リ
、
繆
―
ア
ヤ
マ
リ
マ
チ
ガ
イ
也
、
兼
ト
ハ
カ
子
テ
シ
ル
也
、

穎
達
ト
ハ
唐
ノ
玄
宗
ノ
時
ノ
孔
穎
達
ナ
リ
、
執
一
家
――
外
ノ
ケ
ン
シ

キ
ス
テ
ル
ナ
リ
、
明
永
楽
年

（
頭
注
）「
孟
子
ノ
性
善
ト
云
聖
人
ノ
意
ナ
ラ
ス
」

［
一
〇
丁
表
］

中
ニ
大
全
デ
ク
ル
ナ
リ
、
次
第
ニ
聖
道
ワ
ル
ク
ナ
ル
、
大
ト
ハ
大
ナ
ル

要
メ
ナ
処
ナ
リ
、
寧
――
ト
ハ
論
語
ナ
リ
、
竢
ハ
生
長
シ
テ
自
得
ス
ル

ヲ
マ
テ
也
、

　
　
　
　
　

右
学
則
六
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雖
然
ト
ハ
荘
子
ノ
文
法
デ
マ
ヘ
ヲ
ウ
ケ
ル
ナ
リ
、
不
知
命
夫
命
ヲ
ノ
ミ

コ
マ
ヌ
ウ
チ
ハ
真
ノ
聖
人
君
子
ニ
ア
ラ
ス
、
論
語
末
ニ
出
ツ
、
翅
但
ト

通
ス
、
荘
子
世
説
ニ
多
ク
ア
リ
、
処
世
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
天
命
シ
ラ

子
ハ
ナ
ラ
ズ
、
殊
カ
ク
ベ
ツ
ナ
リ
、
財
ハ
ウ
マ
レ
ツ
イ
タ
ハ
タ
ラ
キ

也
、
達
ハ
通
――
也
、
器
人
々
ノ
キ
シ
ヤ
ウ
也
、
各
得
其
性
所
近
韓
退

之
ノ
文
ナ
リ
、
論
語
テ
云
如
ク
徳
行
ニ
ハ
――
言
語
――
文
学
――
ト
云

如
ク
、
時
雨
ハ
五
日
ノ
雨
位
イ
也
、
如
時
雨
化
之
孟
子
ニ
出
ツ
ナ
リ
、

豈
ト
ハ
ナ
ン
ト
也
、
実
命
不
同
ト
ハ
詩
経
ノ
小
雅
ニ
出
ツ
、
人
々
ノ
モ

チ
マ
ヘ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
、
此
注
ニ
子
産
ヲ
引
ハ
ア
シ
ヽ
、
徂
来
ス
カ
シ
タ

ト
テ
引
ハ
ア
シ
ヽ
、
子
産
ノ
語
孟
子
ノ
語
ニ
テ
天
命
ニ
ア
ラ
ズ
、
不
強

之
ム
リ
ニ
コ
ヂ
ツ
ケ
テ
ハ
セ
ヌ
、
大
小
ナ
ル
モ
ノ
モ
大
ニ
人
々
ノ
モ
チ

マ
ヘ
也
、

［
一
〇
丁
裏
］

陸
象
山
ノ
如
ク
人
ミ
ナ
聖
人
タ
ル
ヘ
イ
ト
云
ハ
非
ナ
リ
、
性
可
易
ト
云

ハ
非
ナ
リ
、
又
朱
子
本
然
ノ
性
気人

欲
デ
デ
ク
ル

質
ノ
性
ノ
コ
ト
ヲ
ウ
ツ
ナ
リ
、
君
子

之
不
器
ト
ハ
、
ア
レ
モ
コ
レ
モ
万
病
毒
ニ
ス
ル
ヤ
ニ
モ
ナ
ル
ト
朱
注
子

ノ
注
シ
ラ
レ
タ
ハ
誤
ン
リ
ト
徂
来
カ
ナ
ガ
キ
ニ
モ
ア
リ
、
ソ
レ
（
朱
筆
）

「
ヲ
」
モ
此
ノ
学
則
ニ
出
ス
、
水
可
舟
――
荘
子
天
運
ノ
ヘ
ン
ニ
出
ツ
、

世
俗
所
尚
人
非
也
非
天
ト
ハ
又
荘
子
ニ
出
ツ
、
夫
ト
ハ
ソ
モ
〳
〵
也
、

六
経
残

秦
ノ
始
皇
ノ
時
ヤ
テ
（
朱
筆
）「
ケ
」
テ
カ
ゲ
タ
漢
書
（
朱
筆
）

「
巻
」、
僻
邑
無
師
友
命
也
――
カ
ヤ
ウ
カ
イ
タ
ハ
ミ
ナ
列
子
ノ
文
也
、
仕

不
優
ト
ハ
論
語
ナ
リ
、
喜
ハ
人
ノ
学
ス
ル
ヲ
ヨ
ロ
コ
ブ
ナ
リ
、
何
必
シ

モ
セ
マ
ク
――
婾
快
ハ
コ
ヽ
ロ
ヨ
イ
ナ
リ
、
所
近
、
文
学
ナ
レ
ハ
文

学
、
徳
行
ナ
レ
ハ
徳
行
ヲ
――
達
其
材
易
ニ
出
ツ
、
天
職
天
ヨ
リ
ヲ
ア

テ
ガ
イ
ノ
シ
ヨ
ク
也
、
曲
芸
ト
ハ
、
コ
マ
カ
ナ
ゲ
イ
ナ
リ
、
不
願
為
道

学
先
生
ト
ハ
、
山
崎
ニ
ア
テ
ヽ
云
ヘ
リ
、
道
学
ト
云
字
古
来
ヨ
リ
ナ

シ
、
宋
朝
ニ
始
テ
言
テ
宋
史
ニ
モ
道
学
伝
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
テ
、
名
目

ヲ
コ
シ
ラ
ヱ
タ
リ
、
ソ
コ
テ
徂
徠
古
ヘ
ニ
ナ
キ
名
目
ユ
ヘ
云
ナ
リ
、

［
一
一
丁
表
］

徂
来
ノ
時
、
江
戸
ニ
林
家
山
崎
等
ア
リ
、
ソ
レ
ヲ
ソ
シ
ル
ナ
リ
、
明
人

ノ
語
ニ
道
学
ノ
コ
ト
モ
ア
リ
、
明
ノ
世
説
ノ
徳
行
ヘ
ン
ニ
明
ノ
シ
ソ
ウ

リ
ソ
ウ
ノ
邵
吏
宋
荘
ノ
語
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
（
朱
筆
）「
明
和
歳
次
巳
丑
冬
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
杕
杜
園
書
焉
」

【
注
釈
】

［
一
丁
表
］

◯
リ
ン
ハ
ン
龍
…
李
攀
竜
（
一
五
一
四
～
七
〇
）
の
こ
と
か
。
明
代
中

期
の
文
人
。
字
は
于
鱗
、
号
は
滄
溟
。
歴
城
（
山
東
省
済
南
市
）
の

人
。
農
家
に
生
ま
れ
九
歳
で
父
を
喪
い
、
苦
学
し
て
一
五
四
四
（
嘉
靖

二
三
）
年
、
三
一
歳
で
進
士
と
な
り
、
刑
部
主
事
よ
り
順
徳
府
（
河
北

省
邢
台
市
）
知
府
と
な
っ
て
善
政
を
施
く
。
陝
西
提
学
副
使
に
抜
擢
さ

れ
た
が
病
を
理
由
に
帰
郷
し
、
白
雲
楼
を
建
て
親
友
と
の
み
交
わ
り
賓

客
は
拒
ん
だ
。
一
〇
年
後
、
河
南
按
察
使
と
な
る
が
母
の
喪
で
辞
し
帰

り
、
悲
し
ん
で
病
み
、
ま
も
な
く
急
逝
し
た
。
荻
生
徂
徠
は
李
攀
龍
の

古
文
辞
を
祖
述
し
、『
古
今
詩
刪
』
の
唐
詩
部
分
に
近
い
『
唐
詩
選
』
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が
江
戸
期
以
後
の
漢
詩
の
好
尚
に
大
き
く
影
響
し
た
（『
世
界
文
学
大

事
典
』）。

◯
東
海
西
海
…
東
海
は
日
本
、
西
海
は
中
国
西
方
の
諸
国
こ
と
（『
荻

生
徂
徠
』
一
八
八
頁
）。

◯
李

復
姓
書
…
李

（
七
七
二
～
八
四
一
）
は
唐
代
の
文
人
、
韓
愈

か
ら
文
章
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
古
文
復
興
運
動
の
担
い
手
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
思
想
の
特
徴
は
『
復
性
書
』
に
顕
著
で
あ

り
、
韓
愈
の
『
原
性
』
と
と
も
に
宋
代
性
理
学
の
先
駆
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
（『
中
国
思
想
辞
典
』）。

◯
陸
象
山
語
ニ
ア
リ
…
陸
象
山
年
譜
の
紹
興
二
一
（
一
一
五
一
）
年
の

条
に
、「
宇
宙
便
是
吾
心
、
吾
心
即
是
宇
宙
、
東
海
有
聖
人
焉
、
此
心

同
也
、
此
理
同
也
、
西
海
有
聖
人
出
焉
、
此
心
同
也
、
此
理
同
也
、
南

海
北
海
有
聖
人
出
焉
、
此
心
同
也
、
此
理
同
也
、
…
」
と
あ
る
の
に
基

づ
き
、
徂
徠
は
こ
れ
を
裏
返
し
て
、
東
海
・
西
海
に
は
古
来
聖
人
が
な

く
、
む
か
し
中
国
に
の
み
聖
人
が
出
た
か
ら
、
そ
の
制
作
し
た
詩
書
礼

楽
だ
け
が
教
え
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
（『
荻
生
徂
徠
』

五
九
五
頁
）。

◯
聖
人
ハ
弁
道
に
出
ツ
…
『
弁
道
』
に
「
聖
人
は
学
ん
で
至
る
べ
し
、

す
で
に
聖
人
と
な
る
と
き
は
、
す
な
は
ち
挙
げ
て
こ
れ
を
天
下
に
措
か

ば
、
天
下
自
然
に
治
ら
ん
と
」
と
あ
る
（『
荻
生
徂
徠
』
一
二
頁
）。

［
一
丁
裏
］

○
監
古
録
…
関
儀
一
郎
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』（
一
九
四
一

年
刊
）
に
は
頼
春
水
（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）
の
著
作
と
あ
る
が
、

「
ナ
ン
ゲ
ン
禅
師
」
に
関
し
て
は
未
詳
。

◯
三
墳
…
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
一
二
年
に
「
左
史
倚
相
趨
過
、
王

曰
、
是
良
史
也
、
子
善
視
之
、
是
能
読
三
墳
五
典
八
索
九
丘
」
と
あ

る
。
三
墳
は
伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
、
の
大
道
を
記
し
た
書
。
五
典
は
少

昊こ
う

・
顓せ

ん

頊ぎ
ょ
く・

高
辛
・
唐
・
虞
の
五
帝
の
常
道
を
記
し
た
書
。
八
索
は
易

の
八
卦
の
説
を
述
べ
た
も
の
。
九
丘
は
九
州
の
志
と
も
洪
範
の
九
疇
を

説
い
た
も
の
と
も
い
う
（『
礼
記
』
一
三
八
九
頁
）。

大
潮
禅
師
…
月
枝
元
皓
（
一
六
七
六
～
一
七
六
八
）
の
こ
と
。
江
戸
時

代
中
期
の
禅
僧
、
漢
詩
人
。
名
は
元
皓
、
字
は
月
枝
、
大
潮
・
魯
寮
・

西
溟
と
号
す
。
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
肥
前
国
松
浦
郡
（
佐
賀
県
唐

津
市
）
の
生
ま
れ
。
俗
姓
は
浦
郷
氏
。
二
一
歳
の
と
き
同
国
蓮
池
（
佐

賀
市
）
の
竜
津
寺
の
化
霖
道
竜
に
法
を
受
け
る
。
の
ち
黄
檗
四
世
独
湛

性
瑩
に
学
ぶ
。
ま
た
長
崎
に
行
き
上
野
玄
貞
に
唐
話
を
学
ぶ
。
三
〇
歳

再
び
黄
檗
に
上
り
訳
事
に
従
事
。
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
ご
ろ
江
戸

に
出
、
荻
生
徂
徠
・
服
部
南
郭
ら
と
詩
文
の
交
わ
り
を
も
つ
。
享
保
二

年
（
一
七
一
七
）
一
旦
帰
郷
、
翌
年
京
都
に
移
っ
た
が
、
同
五
年
化
霖

の
死
を
聞
き
蓮
池
に
帰
る
。
兄
弟
子
月
海
元
昭
（
売
茶
翁
）
に
譲
ら
れ

て
竜
津
寺
四
世
を
嗣
ぐ
。
同
二
十
年
請
わ
れ
て
三
度
黄
檗
に
上
り
竹
林

院
に
住
す
。
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
竜
津
寺
に
帰
る
。
明
和
五

（
一
七
六
八
）
年
八
月
二
十
二
日
死
す
。
九
十
三
歳
。
詩
は
万
庵
原
資

と
並
称
さ
れ
、
門
下
か
ら
高
暘
谷
・
亀
井
南
冥
・
平
賀
中
南
を
出
す
。

著
書
に
『
魯
寮
詩
偈
』『
魯
寮
文
集
』『
松
浦
詩
集
』『
西
溟
余
稿
』
な

ど
が
あ
る
（『
国
史
大
辞
典
』）。

◯
汪
道
昆
…
明
代
の
書
家
。
安
徽
歙
県
の
人
。
字
は
拍
玉
。
号
は
天
都

外
史
・
太
函
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
司
馬
郎
。
王
世
貞
と
と
も
に
古
文
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辞
を
以
て
知
ら
れ
た
。
著
書
に
『
副
墨
』・『
太
函
集
』
百
二
十
巻
（『
大

漢
和
辞
典
』）。

◯
陳
良
…
中
国
戦
国
時
代
楚
の
人
。
周
公
や
孔
子
の
道
を
悦
び
、
北
、

中
原
に
学
ぶ
。
後
に
神
農
の
説
を
修
め
る
（『
大
漢
和
辞
典
』）。

［
二
丁
表
］

◯
黄
備
氏
…
吉
備
真
備
（
六
九
五
～
七
七
五
）
の
こ
と
。
奈
良
時
代
の

学
者
で
政
治
家
。
名
は
真
吉
備
と
も
書
く
。
本
来
は
吉
備
豪
族
連
合
を

形
成
し
て
い
た
族
長
的
地
方
豪
族
の
一
つ
で
、
下
道
臣
（
し
も
つ
み
ち

の
お
み
）
氏
で
あ
っ
た
。
持
統
天
皇
九
年
（
六
九
五
）
誕
生
。
父
は
下

道
朝
臣
圀
勝
で
、
地
方
豪
族
の
子
弟
か
ら
ト
ネ
リ
と
し
て
出
身
し
、
中

央
下
級
武
官
で
あ
る
右
衛
士
少
尉
に
至
っ
た
。
母
は
楊
貴
氏
で
、
真
備

の
出
生
は
畿
内
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
に

入
唐
留
学
生
に
選
ば
れ
、
翌
年
遣
唐
使
に
付
け
て
僧
玄
昉
ら
と
と
も
に

入
唐
し
た
。
在
唐
留
学
十
七
年
に
及
び
、
儒
学
・
律
令
・
礼
儀
・
軍
事

な
ど
を
学
ん
で
、
天
平
六
（
七
三
四
）
年
末
に
帰
国
、
翌
七
年
四
月
に

持
ち
帰
っ
た
多
く
の
書
籍
・
器
物
を
献
じ
、
正
六
位
下
を
授
け
ら
れ
大

学
助
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
二
年
の
藤
原
広
嗣
の
乱
で
は
、
真
備
と
僧

正
玄
昉
と
の
排
除
が
掲
げ
ら
れ
た
。
乱
鎮
定
の
後
、
彼
の
順
調
な
昇
進

の
一
因
に
な
っ
た
の
は
、
東
宮
阿
倍
内
親
王
（
の
ち
の
孝
謙
・
称
徳
女

帝
）
の
学
士
と
し
て
教
授
に
あ
た
っ
た
こ
と
で
、
十
五
年
五
月
に
は
そ

の
故
を
も
っ
て
特
に
従
四
位
下
を
授
け
ら
れ
、
同
年
六
月
に
春
宮
大
夫

を
兼
ね
た
。
つ
い
で
十
八
年
十
月
に
は
下
道
朝
臣
か
ら
吉
備
朝
臣
と
改

賜
姓
さ
れ
た
が
、
よ
う
や
く
政
界
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
藤
原
仲
麻
呂
に

う
と
ま
れ
て
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
正
月
に
筑
前
守
、
つ
い
で

肥
前
守
に
左
遷
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
翌
三
年
十
一
月
に
は
遣
唐
副
使
に

任
命
さ
れ
、
四
年
閏
三
月
に
再
び
入
唐
し
た
が
、
五
年
末
帰
国
し
て
正

四
位
下
に
昇
叙
さ
れ
、
大
宰
大
弐
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
地
方
官
と
し

て
の
生
活
は
十
年
に
及
び
、
よ
う
や
く
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
正

月
の
人
事
で
、
造
東
大
寺
司
長
官
と
し
て
中
央
に
帰
っ
た
。
こ
こ
で
同

年
九
月
に
勃
発
し
た
恵
美
押
勝
の
乱
で
は
、
従
三
位
に
昇
叙
さ
れ
、
中

衛
大
将
を
兼
ね
て
押
勝
の
追
討
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
乱
の

論
功
行
賞
に
よ
り
翌
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
正
月
に
勲
二
等
を
授

け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
道
鏡
政
権
下
に
異
例
の
昇
進
を
つ
づ

け
、
翌
二
年
十
月
に
右
大
臣
、
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
に
は
正
二

位
に
昇
っ
た
。
し
か
し
、
翌
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
八
月
、
称
徳
女
帝

の
崩
御
と
道
鏡
の
失
脚
と
は
、
真
備
の
政
治
的
生
命
に
終
止
符
を
う

ち
、
同
年
十
月
一
日
の
光
仁
天
皇
即
位
・
宝
亀
改
元
の
後
に
中
衛
大
将

を
辞
し
、
翌
二
年
三
月
に
右
大
臣
の
座
を
去
っ
た
。
そ
し
て
同
六
年
十

月
二
日
、
八
十
一
歳
の
高
齢
で
波
瀾
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
な

お
入
唐
留
学
の
後
、
大
学
寮
で
の
釈
奠
の
儀
な
ど
を
整
備
し
、
ま
た
右

大
臣
在
任
中
に
は
大
和
長
岡
と
と
も
に
『
刪
定
律
令
』
を
編
纂
し
た
。

著
作
に
『
私
教
類
聚
』
が
あ
る
（『
国
史
大
辞
典
』）。

◯
右
徳
院
…
有
徳
院
（
徳
川
吉
宗
）
の
こ
と
か
。

［
二
丁
裏
］

◯
錯
綜
…
『
易
経
』
繋
辞
伝
上
に
「
賛
伍
以
変
、
錯
綜
其
数
、
通
其

変
、
遂
成
天
地
之
文
」
と
あ
る
。

◯
ソ
ウ
ケ
イ
レ
ン
…
宋
濂
（
一
三
一
〇
～
八
一
）
の
こ
と
か
。
明
初
の

文
人
。
字
は
景
濂
。
浦
江
（
浙
江
省
浦
江
県
）
の
人
。
明
の
太
祖
に
招
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か
れ
南
京
で
『
元
史
』
編
修
の
総
裁
、
翰
林
学
士
と
な
る
。
六
八
歳
で

帰
郷
。
七
一
歳
の
と
き
孫
の
罪
で
四
川
省
の
奥
地
に
流
さ
れ
途
上
で
卒

し
、
の
ち
文
憲
と
追
諡
さ
れ
た
。
文
章
の
名
声
は
国
外
に
も
聞
こ
え

た
。『
宋
学
士
文
集
』
七
五
巻
が
あ
る
（『
世
界
文
学
大
事
典
』）。

［
三
丁
表
］

◯
晏
子
春
秋
…
春
秋
時
代
の
斉
の
名
宰
相
晏
嬰
の
政
治
に
関
わ
る
言
行

を
集
め
た
書
物
。
前
漢
末
の
劉
向
の
校
定
に
成
る
現
在
の
書
物
は
八
巻

二
一
五
章
。
晏
嬰
は
荘
公
、
景
公
に
仕
え
た
。
両
君
を
諫
め
た
話
、
質

問
に
答
え
た
話
、
彼
ら
の
言
行
に
関
連
し
て
述
べ
た
意
見
な
ど
を
主
と

し
て
記
す
が
、
そ
の
内
容
は
儒
家
・
墨
家
の
説
と
重
な
る
主
張
が
大
半

を
占
め
、
説
話
的
面
白
さ
は
乏
し
い
。
後
人
の
編
集
に
成
り
、
編
者
は

不
明
。
戦
国
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（『
世
界

文
学
大
事
典
』）。

◯
巴

…
南
蛮
族
か
ら
で
た
舞
の
名
（『
荻
生
徂
徠
』
五
九
六
頁
）。

◯
兜
昧
…
未
開
人
の
音
楽
（
同
右
）。

［
三
丁
裏
］

◯
副
墨
之
子
…
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
見
え
る
架
空
の
人
物
。
徂
徠

は
、
和
訓
や
返
り
読
み
の
た
と
え
に
用
い
た
（『
荻
生
徂
徠
』
五
九
六

頁
）。
な
お
「
隈
本
之
文
人
」
と
は
、
藪
孤
山
（
一
七
三
五
～

一
八
〇
二
）
の
父
震
庵
（
一
六
八
九
～
一
七
四
四
）
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。

◯
冥
令
…
螟
蛉
と
書
く
。
桑
虫
（
か
い
こ
の
一
種
）
の
こ
と
。
中
国
で

は
昔
蜾
蠃
（
蒲
廬
と
も
い
う
。
じ
が
ば
ち
）
が
螟
蛉
の
子
を
背
負
っ
て

育
て
、「
我
に
似
よ
、
我
に
似
よ
」
と
い
っ
て
、
自
分
の
子
に
す
る
と

い
う
伝
説
が
あ
っ
た
。
徂
徠
は
、
螟
蛉
は
蜾
蠃
に
似
る
は
ず
が
な
い
と

い
う
立
場
で
「
冥
令
の
似
た
る
」
と
記
す
（『
荻
生
徂
徠
』
五
九
六
頁
）。

［
四
丁
表
］

◯
陸
徳
明
…
唐
代
の
学
者
。
元
朗
を
そ
の
名
と
す
る
が
、
字
の
徳
明
で

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
呉
（
江
蘇
省
呉
県
）
の
人
。
早
く
よ
り
才
を

あ
ら
わ
し
、
は
じ
め
陳
朝
に
仕
え
、
の
ち
隋
の
煬
帝
の
と
き
召
さ
れ
て

秘
書
学
士
、
つ
い
で
国
子
助
教
と
な
っ
た
。
唐
に
入
っ
て
秦
王
府
の
文

学
館
学
士
、
つ
い
で
太
学
博
士
に
補
せ
ら
れ
、
貞
観
年
間
（
六
二
七
～

六
四
九
）
の
は
じ
め
国
子
博
士
を
拝
し
、
呉
県
男
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
漢

以
来
の
諸
家
の
訓
詁
・
音
義
を
集
大
成
し
、
経
典
の
校
勘
を
行
っ
た
、

そ
の
著
『
経
典
釈
文
』
三
〇
巻
は
中
国
古
典
研
究
に
必
須
の
書
と
さ
れ

て
い
る
（『
世
界
文
学
大
事
典
』）。

◯
柳
子
厚
…
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
の
こ
と
。
唐
代
の
散
文

家
、
詩
人
。
字
は
子
厚
、
先
祖
が
河
東
（
山
西
省
永
済
県
）
の
出
身

で
、
最
終
の
官
が
柳
州
刺
史
だ
っ
た
の
で
、
柳
河
東
・
柳
柳
州
と
も
呼

ば
れ
る
。
六
朝
以
来
、
貴
族
た
ち
の
間
で
流
行
し
て
い
た
装
飾
的
な
美

文
で
あ
る
四
六
駢
儷
文
を
排
し
て
、
古
代
の
自
由
で
力
強
い
文
体
に
帰

る
こ
と
を
主
張
し
た
古
文
運
動
の
指
導
者
で
あ
り
、
韓
愈
と
と
も
に

「
韓
柳
」
と
称
さ
れ
、
ま
た
宋
代
の
古
文
家
で
あ
る
欧
陽
修
、
蘇
洵
、

蘇
軾
、
蘇
轍
、
王
安
石
、
曾
鞏
と
と
も
に
唐
宋
八
大
家
の
一
人
に
数
え

ら
れ
る
。
若
く
し
て
進
士
科
、
博
学
宏
詞
科
に
及
第
し
、
新
進
気
鋭
の

官
僚
と
し
て
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
や
が
て
順
宗
政
権
を
支
え
る

ブ
レ
ー
ン
の
一
人
と
な
る
が
、
三
三
歳
の
と
き
永
貞
の
変
と
呼
ば
れ
る

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
失
脚
、
湖
南
の
永
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。
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一
〇
年
後
に
、
や
っ
と
長
安
に
呼
び
も
ど
さ
れ
る
が
、
す
ぐ
に
ま
た

い
っ
そ
う
遠
い
広
西
の
柳
州
刺
史
に
追
い
や
ら
れ
、
四
年
後
に
任
地
で

死
ん
だ
。『
柳
河
東
集
』
四
五
巻
、
外
集
二
巻
が
伝
わ
る
（『
世
界
文
学

大
事
典
』）。

［
四
丁
裏
］

◯
横
目
…
鳥
獣
の
目
は
丸
い
が
、
人
間
の
目
は
横
に
細
長
い
の
で
、
人

間
・
人
類
の
こ
と
を
い
う
（『
荻
生
徂
徠
』
五
九
七
頁
）。

◯
宇
宙
…
宇
は
空
間
的
ひ
ろ
が
り
、
宙
は
時
間
的
連
続
を
い
う
（『
荻

生
徂
徠
』
五
九
八
頁
）。

［
五
丁
表
］

◯
越
裳
氏
…
周
の
時
代
に
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
南
部
に
い
た
部
族

（『
荻
生
徂
徠
』
一
九
〇
頁
）。

◯
子
孫
雲
仍
…
時
代
が
の
ち
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
本
来
の
意
味
が
分

か
ら
な
く
な
る
こ
と
。

［
六
丁
裏
］

◯
聃
之
言
礼
…
『
礼
記
』
曾
子
問
篇
に
「
祫
祭
於
祖
、
則
祝
迎
四
廟
之

主
。
主
出
廟
入
廟
必
蹕
蹕
、
老
聃
云
。」
と
あ
り
、
老
子
が
礼
を
説
い

て
い
る
（『
礼
記
』
二
八
六
頁
）。

◯
論
語
ニ
天
何
…
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
子
曰
、
予
欲
無
言
、
子
貢

曰
、
子
如
不
言
、
則
小
子
何
述
焉
、
子
曰
、
天
何
言
哉
、
四
時
行
焉
、

百
物
生
焉
、
天
何
言
哉
、」
と
あ
る
。

［
七
丁
裏
］

◯
欧
陽
永
叔
…
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
七
二
）
の
こ
と
。
北
宋
の
文
学

者
、
政
治
家
。
散
文
作
家
と
し
て
は
、
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。
北
宋
の

文
学
革
新
運
動
の
指
導
者
。
き
わ
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
人
物
で
、

当
時
の
文
芸
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
才
能
を
発
揮
し
た
。
字
は
永
叔
。
吉

州
永
豊
（
江
西
省
永
豊
県
）
の
人
。
諡
は
文
忠
。
号
は
酔
翁
、
ま
た
晩

年
に
は
六
一
居
士
。
下
級
官
僚
で
あ
る
父
欧
陽
観
の
任
地
綿
州
（
四
川

省
綿
陽
市
）
で
生
ま
れ
る
。
四
歳
で
父
を
失
い
、
随
州
（
湖
北
省
随
州

市
）
に
い
た
叔
父
の
欧
陽
曄
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。
家
計
は
苦
し

く
、
母
親
が
自
ら
教
育
に
当
た
り
、
欧
陽
修
は
地
面
に
荻
の
茎
で
字
を

書
い
て
勉
強
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
わ
る
。
初
任
官
は
西
京
（
落
葉
）

留
守
推
官
で
あ
る
。
こ
の
官
は
比
較
的
暇
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
有
名
な

『
洛
陽
牡
丹
記
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
詩
文
を
残
し
て
い
る
。
仁
宗
皇

帝
は
改
革
派
官
僚
で
あ
る
范
仲
淹
を
登
用
す
る
が
、
范
仲
淹
は
そ
の
直

言
が
た
た
っ
て
、
三
六
（
景
祐
三
）
年
、
地
方
官
へ
左
遷
さ
れ
る
。
欧

陽
修
は
こ
の
左
遷
に
責
任
の
あ
っ
た
高
若
訥
に
手
紙
を
送
り
難
詰
し
、

そ
れ
が
た
め
に
夷
陵
（
湖
北
省
宜
昌
の
県
令
に
左
遷
さ
れ
る
。
そ
の
後

順
調
に
出
世
し
て
、
首
都
開
封
府
の
知
事
、
群
牧
使
、
枢
密
副
使
を
経

て
、
六
一
（
嘉
祐
六
）
年
、
副
宰
相
で
あ
る
参
知
政
事
と
な
る
。
彼
の

本
領
は
散
文
で
あ
ろ
う
。
散
文
作
家
と
し
て
の
欧
陽
修
の
地
位
は
き
わ

め
て
高
い
。
唐
代
韓
愈
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
古
文
運
動
を
完
成
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
欧
陽
修
の
著
作
は
き
わ

め
て
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
詩
文
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
は
『
欧
陽
文
忠
公

集
』
一
五
三
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（『
世
界
文
学
大
事
典
』）。

［
八
丁
表
］

◯
韓
詩
外
伝
…
『
詩
経
』
の
句
の
意
義
を
、
故
事
を
用
い
て
解
説
し
た

書
。
前
漢
の
学
者
、
韓
嬰
の
著
。
元
来
は
六
巻
で
あ
っ
た
が
、
増
補
改
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訂
を
経
て
現
存
す
る
の
は
一
〇
巻
。
成
立
時
期
は
、
前
漢
の
景
帝
、
武

帝
の
こ
ろ
。「
外
伝
」
は
「
内
伝
」（
散
逸
し
た
）
に
対
す
る
呼
称
で
あ

る
。
韓
嬰
は
、
燕
（
河
北
省
北
部
）
の
人
。
正
確
な
生
没
年
は
不
明
で

あ
る
が
、
文
帝
の
と
き
に
博
士
、
景
帝
の
と
き
に
常
山
王
太
傅
と
な

り
、
武
帝
に
も
仕
え
て
、「
精
悍
、
処
事
分
明
な
り
」（『
漢
書
』
儒
林

伝
）
と
評
さ
れ
、
論
客
で
も
あ
っ
た
（『
世
界
文
学
大
事
典
』）。

［
八
丁
裏
］

◯
鶡
冠
子
…
戦
国
時
代
、
鶡
（
や
ま
ど
り
）
の
羽
毛
の
冠
を
着
け
た
楚

の
隠
者
と
称
さ
れ
る
人
物
。
ま
た
、
そ
の
人
物
に
仮
託
し
た
と
こ
ろ
の

書
（『
日
本
大
百
科
全
書
』）。

［
九
丁
表
］

◯
五
灯
会
元
…
五
燈
録
と
も
。
呉
僧
道
原
の
景
徳
伝
燈
録
に
続
い
て
成

立
し
た
天
聖
伝
燈
録
、
建
中
靖
国
登
録
、
聯
燈
録
、
嘉
泰
普
燈
録
の
総

称
。
五
灯
会
言
は
、
こ
れ
ら
を
抄
録
し
た
も
の
で
、
宋
代
に
普
済
が
編

集
し
た
も
の
（『
大
漢
和
辞
典
』）。

◯
皐
陶
…
有
虞
時
代
の
人
。
舜
の
臣
。
法
に
長
じ
、
刑
を
制
し
、
獄
を

造
っ
た
と
い
う
（『
大
漢
和
辞
典
』）。

◯
芻
蕘
…
薪
拾
い
の
よ
う
な
貧
し
い
意
見
を
採
用
す
る
こ
と
（『
荻
生

徂
徠
』
一
九
五
頁
）。

［
九
丁
裏
］

◯
孔
穎
達
（
五
七
四
～
六
四
八
）
…
唐
代
の
経
学
者
。
字
は
仲
達
、
ま

た
は
冲
遠
。
冀
州
衡
水
（
河
北
省
衡
水
市
）
の
人
。
北
朝
に
生
ま
れ
、

は
じ
め
同
郷
の
経
学
者
、
天
文
学
者
と
し
て
有
名
な
劉
焯
に
学
ぶ
。
経

学
、
と
り
わ
け
『
左
伝
』『
尚
書
』『
易
』『
毛
詩
』『
礼
記
』
に
明
る

く
、
暦
法
を
も
よ
く
し
た
。
隋
の
煬
帝
の
大
業
初
期
、
明
経
科
に
及

第
、
河
内
郡
（
河
南
省
沁
陽
県
）
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
。
唐
代
に
入
る

と
秦
王
府
文
学
館
博
士
を
皮
き
り
に
、
国
子
博
士
、
国
子
司
業
を
歴

任
、
六
三
八
（
貞
観
一
二
）
年
に
国
子
祭
酒
（
大
学
総
長
）
と
な
る
。

太
宗
十
八
学
士
の
一
人
。
魏
徴
、
顔
師
古
ら
と
『
隋
書
』『
大
唐
儀
礼
』

を
編
纂
。
さ
ら
に
六
四
二
（
貞
観
一
六
）
年
、
太
宗
の
命
を
受
け
、
総

責
任
者
と
し
て
撰
定
の
任
に
当
た
っ
た
の
が
『
五
経
正
義
』
一
八
〇

巻
。
そ
の
書
の
完
成
は
、
当
時
の
儒
者
た
ち
を
大
動
員
し
た
唐
王
朝
初

期
の
国
家
的
文
化
事
業
の
成
功
を
意
味
し
た
。『
詩
経
』
研
究
書
と
し

て
知
ら
れ
る
『
毛
詩
正
義
』
四
〇
巻
は
、
隋
の
劉
焯
の
『
毛
詩
義
疏
』

と
劉
炫
の
『
毛
詩
述
義
』
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
漢
魏
以
来
の
解
釈
や

研
究
成
果
、
古
義
諸
説
を
広
く
網
羅
し
た
も
の
で
、『
詩
経
』
の
「
注
」

の
学
で
あ
る
『
毛
詩
故
訓
伝
』（
毛
伝
）
や
『
毛
詩
鄭
箋
』（
鄭
箋
）
に

対
し
て
、「
疏
」
の
学
の
位
置
を
占
め
、「
孔
疏
」
と
も
呼
ば
れ
、
唐
代

お
よ
び
以
後
の
詩
経
研
究
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

（『
世
界
文
学
大
事
典
』）。
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【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
資
料

『
徂
徠
先
生
学
則
』
読
み
下
し
文
（
み
す
ず
書
房
『
荻
生
徂
徠
全
集
第

一
巻
』
よ
り
転
載
）

徂
徠
先
生
學
則

　

東
海
は
聖
人
を
出
さ
ず
。
西
海
は
聖
人
を
出
さ
ず
。
是
れ
唯
だ
詩
書

禮
樂
の
教
へ
た
る
な
り
。

　

古
の
時
、
楚
は
大
邦
と
雖
も
、
其
の
左さ

史し
い

筒し

相や
う

が
誦
す
る
こ
と
を
爲

す
所
は
、
三
墳
・
五
典
・
九
丘
・
八
索
の
書
の
み
。
是
を
舎
き
て
學
を

爲
す
べ
き
も
の
無
し
。
而
し
て
後
の
豪
傑
は
、
陳ち

ん
り
や
う良

の
徒
よ
り
、
蓋
し

皆
な
北
の
か
た
中
國
に
學
ぶ
と
去
ふ
。

　

則
ち
吾
が
東
方
の
民
、
亦
た
奚い

づ
くに

か
適
か
ん
。
亦
た
唯
だ
言
語
宜
を

異
に
し
、
鐘し

ょ
う
り
ょ呂

の
爰ゑ

ん

居き
ょ

を
饗
す
る
な
り
。
彼
れ
之
を
朱し

ゅ

離り

鴃げ
き

舌ぜ
つ

と
謂
ふ

も
の
、
吾
れ
眎み

る
こ
と
猶
ほ
彼
れ
が
ご
と
し
。
叚た

使と

ひ
仲
尼
桴い

か
だに

乗

り
、
子
路
之
に
從
ひ
て
游
ぶ
と
も
、
亦
た
之
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
な

き
の
み
。
黄き

備び

氏
な
る
者
の
出
づ
る
こ
と
有
り
て
、
西
の
か
た
中
國
に

學
び
、
和
訓
を
作
爲
し
て
以
て
國
人
に
教
ふ
。
亦
た
猫
ほ
乳
に
易
ふ
る

に
□
を
以
て
し
、
虎
は
迺す

な
わち

於お

菟と

、
其
の
讀
を
顛
倒
し
、
錯ま

じ

へ
て
之
を

綜す

べ
、
以
て
二
邦
の
志
を
通
ず
。
是
に
於
て
か
、
吾
れ
之
を
朱
離
鴃
舌

と
謂
ふ
も
の
、
吾
れ
眎
る
こ
と
猶
ほ
吾
れ
の
ご
と
し
。
是
れ
則
ち
詩
書

禮
樂
の
教
へ
た
る
や
、
庶ね

が
はく

は
以
て
諸
を
海
表
に
被
ら
し
む
る
に
足
ら

ん
か
。
黄
備
氏
の
東
方
に
功
徳
あ
る
、
民
、
今
に
至
る
ま
で
之
に
頼
る
。

　

然
り
と
雖
も
、
乳
に
易
ふ
る
に
□
を
以
て
し
、
虎
は
迺
ち
於
菟
、
其

の
讀
を
顛
倒
し
、
錯
へ
て
之
を
綜
べ
、
吾
れ
之
を
朱
離
鴃
舌
と
謂
ふ
も

の
、
吾
れ
眎
る
こ
と
猶
吾
れ
が
ご
と
く
す
。
吾
れ
眎
る
こ
と
猫
ほ
吾
れ

が
ご
と
く
し
て
、
而
し
て
詩
書
禮
樂
ま
た
中
國
の
言
た
ら
ず
。
則
ち
叚

使
ひ
仲
尼
桴
に
乗
り
、
子
路
之
に
從
ひ
て
游
ぶ
と
も
、
之
を
目
に
す
る

と
き
は
則
ち
是
、
之
を
耳
に
す
る
と
き
は
則
ち
非
、
彼
れ
迺
ち
猶
ほ
鐘

呂
の
爰
居
を
饗
す
る
が
ご
と
か
ら
ん
の
み
。

　

或
ひ
と
曰
く
、
一
匹
の
錦
覆
し
て
以
て
之
を
眎
る
に
、
背
と
面
と
に

し
て
殊
な
れ
ど
も
、
均
し
く
之
れ
是
の
物
、
庸な

何ん

ぞ
傷
ま
ん
や
、
と
。

則
ち
安
ん
ぞ
知
ら
ん
、
か
の
中
國
に
象
無
き
も
、
尚
ほ
且
つ
之
を
象
に

し
、
江
北
に
橘き

つ

無
も
、
惑
ひ
は
之
を
假
る
に
枳し

を
以
て
し
、
此
を
以

て
、
夫か

の
楚そ

人ひ
と

の
頌
を
誦
し
て
能
く
其
の
臭
味
を
□た

が

へ
ざ
る
者
は
ほ
と

ん
ど
希
な
る
こ
と
を
。
夫
れ
中
國
の
有
る
と
こ
ろ
、
四
海
の
無
き
と
こ

ろ
、
亦
た
猶
ほ
是
く
の
ご
と
き
か
。
詩
書
禮
樂
は
中
國
の
言
な
る
に
、

し
か
も
吾
れ
眎
る
こ
と
猶
ほ
吾
れ
が
ご
と
く
せ
ば
、
是
れ
其
の
究き

は
み、

必

ず
詩
書
を

は
　
ゆ

巴

に
し
、
其
の
禮
樂
を
兜と

う

昧ま
い

す
る
に
至
ら
ん
。
副ふ

く

墨ぼ
く

之

子
、
洛ら

く

誦し
ょ
う

之
孫
、
執
し
て
以
て
其
の
祖
を
廢
せ
ば
、
其
の
可
な
る
こ

と
を
知
ら
ず
。
而
も
況
ん
や
之こ

の
子
、
之
の
孫
、
螟め

い

蛉れ
い

の
肖に

た
る
に
非

ざ
れ
ば
、
則
ち
嬴え

い

氏
の
呂
な
ら
ん
も
の
な
る
を
や
。
此
を
以
て
觚こ

を
操と

ら
ば
、
籒ち

ゅ
う・

斯し

の
迹あ

と

、
粲
然
と
し
て
簡
に
盈
つ
る
も
、
彼
れ
も
讀
む
可

か
ら
ず
、
吾
れ
も
讀
む
可
か
ら
ず
。

　

吾
れ
必
ず
夫
の
黄
備
氏
の
爲
す
所
に
從
事
し
て
、
句か

ぎ

に
須ひ

げ

有
り
、
丁

か
え
る

に
尾
有
り
、
纍る

い

纍る
い

乎
と
し
て
星
羅
し
、
擾ぜ

う

擾ぜ
う

然ぜ
ん

と
し
て
蜉ふ

い

蝣う

來
集
し
、

而
し
て
後
に
得
て
言
ふ
可
き
の
み
と
な
ら
ば
、
是
れ
廼
ち
黄
備
氏
の
詩
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書
禮
樂
な
り
。
中
國
の
詩
書
禮
樂
に
非
ざ
る
な
り
。
則
ち
其
の
禍
、
ほ

と
ん
ど
朱
離
鴃
舌
よ
り
甚
だ
し
き
も
の
有
ら
ん
。

　

然
ら
ば
則
ち
之
を
如
何
し
て
可
な
ら
ん
。
亦
た
唯
だ
言
語
宜ぎ

を
異
に

す
れ
ば
、
其
の
黄
備
氏
の
業
に
於
け
る
、
訓
じ
て
以
て
故こ

と
す
可
き

も
、
誦
し
て
以
て
傳
ふ
可
か
ら
ず
。
暫
は
則
ち
假
る
も
、
久
う
す
れ
ば

則
ち
泥な

ず

ま
ん
。
筌せ

ん

か
筌
か
、
魚
を
獲
て
は
筌
を
舎
つ
。
口
耳
用
ひ
ず
、

心
と
目
と
謀
り
、
之
を
思
ひ
又
た
思
へ
ば
、
神
其
れ
之
を
通
ぜ
ん
。
則

ち
詩
書
禮
樂
は
中
國
の
言
な
る
に
、
吾
れ
將ま

さ

に
之
を
聴
く
に
目
を
以
て

せ
ん
と
す
る
な
り
。
則
ち
彼
れ
を
彼
れ
と
し
吾
れ
を
吾
れ
と
し
、
有
を

有
と
し
無
を
無
と
し
、
直
道
以
て
之
を
行
な
は
ば
、
以
て
咸

こ
と
ご
とく

諸
を
横わ

う

目も
く

の
民
に
被
ら
し
む
可
く
、
則
ち
以
て
天
下
の
志
を
通
ず
可
し
。
何
ぞ

唯
だ
東
方
の
み
な
ら
ん
、
則
ち
叚
使
ひ
仲
尼
桴
に
乗
り
、
子
路
之
に
從

て
游
ぶ
と
も
、
旦た

ん

暮ぼ

此
に
遇
は
ん
。
則
ち
廼
ち
之
を
東
海
聖
人
を
出
す

と
謂
ふ
も
、
良ま

こ
とに

誣し

ひ
ざ
る
な
り
。
是
れ
之
を
學
則
と
謂
ふ
。

　

迺
ち
之
に
申か

さ

ぬ
る
に
戒
を
以
て
し
て
曰
く
、
若な

ん
ぢよ

く
黄
備
氏
を
爲
さ

ざ
る
者
は
、
酒
ち
能
く
黄
備
氏
を
爲
す
者
な
り
。
嘻あ

あ

、
若
何
ぞ
必
ず
し

も
黄
備
氏
を
之
れ
爲
さ
ん
。

　
　

右
、
學
則
一

　

宇
は
猶
ほ
宙
の
ご
と
き
な
り
。
宙
は
猶
ほ
宇
の
ご
と
き
な
り
。
故
に

今
言
を
以
て
古
言
を
眎
、
古
言
を
以
て
今
言
を
眎
れ
ば
、
均
し
く
之
れ

朱
離
鴃
舌
な
る
か
な
。
科く

わ

斗と

と
貝ば

い

多た

と
何
ぞ
擇
ば
ん
。
世
は
言
を
載
せ

て
以
て
遷
り
、
言
は
道
を
載
せ
て
以
て
遷
る
。
道
の
明
か
な
ら
ざ
る

は
、
職
と
し
て
是
に
之
れ
由
る
。
百
世
の
下
に
處を

り
て
、
百
世
の
上
を

傳
ふ
る
は
、
猶
ほ
之
れ
越え

つ

裳し
ゃ
う

氏
の
九
譯
を
重
ぬ
る
が
ご
と
き
か
。
譯

を
重
ぬ
る
の
差た

が
ひは

、
辮
詰
す
可
か
ら
ず
。

　

萬
里
夐は

る
かな

り
と
雖
も
、
猶
ほ
其
の
世
に
當
る
。
奘じ

ゃ
うの

身
の
身け

ん

毒ど
く

に
游

ぶ
に
孰い

ず
れ若

ぞ
や
。
故こ

し
て
又
た
故
せ
ば
、
子
孫
雲う

ん
じ
ょ
う仍

烏
ん
ぞ
其
の
祖

を
識
ら
ん
。
千
歳
逝
き
ぬ
、
俗
移
り
物
亡
ぶ
。
故
は
恃
む
可
ら
ざ
る
な

り
。
烏
ん
ぞ
能
く
身
を
仲
尼
の
時
に
置
き
て
、
游ゆ

う

・
夏か

從
ひ
て
親
し
く

業
を
受
け
ん
や
。
宇
と
宙
と
果
し
て
殊
な
る
な
り
。

　

然
り
と
雖
も
、
不
朽
な
る
者
は
文
な
り
、
其
の
書
具つ

ぶ
さに

存
す
夫
の
世

の
未
だ
言
を
載
せ
て
以
て
遷
ら
ざ
る
に
方
り
て
は
、
管
・
晏
・
老
・
列

も
亦
た
類
な
り
、
何
ぞ
其
の
道
の
同
じ
か
ら
ざ
る
を
悪
ま
ん
。
諸
を
道

に
求
め
ず
し
て
諸
を
辞
に
求
む
、
不
昧
な
る
も
の
は
心
か
。
朱
離
鴃

舌
、
何
ぞ
啻た

だ

に
言
と
言
と
殊
な
る
の
み
な
ら
ん
、
辭
を
錯お

く
所
以
の
も

の
も
亦
た
殊
な
る
の
み
。

　

吾
れ
干
鱗
氏
の
教
へ
を
奉
じ
て
、
古
へ
眎
て
辭
を
修
む
。
之
を
習
ひ

之
を
習
ひ
、
久
し
う
し
て
之
れ
と
化
し
て
、
辭
氣
神
志
、
皆
な
肖
た

り
。
辭
氣
神
志
、
皆
な
肖
て
、
而
し
て
目
の
眎
、
口
の
言
ふ
、
何
ぞ
擇

ば
ん
。
夫
れ
然
し
て
後
ち
、
千
歳
の
人
も
旦た

ん

莫ぼ

こ
れ
に
遇
ふ
な
り
。
是

れ
之
を
身
を
仲
尼
の
時
に
置
き
、
游
・
夏
に
從
ひ
て
親
し
く
業
を
受
く

と
謂
ふ
な
り
。
是
れ
之
を
古
へ
と
徒と

も

と
爲
る
と
謂
ふ
な
り
。
亦
た
何
ぞ

彼
の
故
を
假
る
こ
と
を
爲
さ
ん
。

　
　

右
、
學
則
二

　

車
を
數
ふ
れ
ば
車
無
く
、
而
も
車
の
名
有
る
は
、
古
へ
の
道
な
り
。

聃た
ん

が
言
の
失
に
非
ざ
る
な
り
。
道
の
道
と
す
可
き
は
常
の
道
に
非
ず
と

は
、
聃
が
言
の
失
な
り
。
夫
れ
聖
人
よ
り
し
て
道
の
名
有
り
、
聃
豈
に

に
非
な
ら
ん
や
。
祇た

だ
其
の
知
の
聖
人
に
及
ぼ
ず
、
教
へ
の
術
無
き
、
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務
め
て
之
を
喩さ

と

さ
ん
こ
と
を
求
め
て
、
生
ず
る
を
俟
た
ず
、
乃
ち
物
を

舎す

て
て
其
の
名
を
言
ふ
。
之
を
言
ふ
こ
と
巧
な
り
と
雖
も
、
目
睹
す
る

に
孰い

ず
れ若

ぞ
や
。
且
つ
徒
ら
に
名
の
み
に
し
て
物
無
く
、
空
言
に
て
之
を

状か
た

ど
る
。
故
に
其
の
言
愈い

よ
いよ

繁
く
し
て
愈
よ
舛あ

や

ま
る
。
之
を
言
ふ
者
臆お

く

を
以
て
し
、
之
を
聴
く
者
臆
を
以
て
す
。
曼ま

ん

衍え
ん

自
ら
恣

ほ
し
い
ま
まに

し
、
底て

い

止し

有
る
こ
と
莫
し
。
徒
ら
に
其
の
華
を
翫

も
て
あ
そん

で
、
其
の
實
を
食
は
ず
。
是

れ
它
無
し
。
聖
人
の
教
へ
を
以
て
足
ら
ず
と
爲
し
、
勝
ち
て
之
に
上
た

ら
ん
と
欲
す
、
多ま

さ

に
其
の
量
を
知
ら
ざ
る
を
見
る
の
み
。

　

然
り
と
雖
も
、
聃
の
禮
を
言
ふ
や
、
諄

じ
ゅ
ん

諄じ
ゅ
ん

乎こ

と
し
て
度
數
を
こ
れ

遺
さ
ず
。
故
に
聖
を
棄
て
學
を
絶
つ
は
、
其
の
本
心
に
非
ざ
る
も
の
、

彰し
や
う
し
や
う
こ

彰
乎
と
し
て
明
か
な
る
哉
。
祇
だ
其
の
心
を
操
る
こ
と
の
鋭
な
る
、

務
め
て
之
を
言
は
ん
こ
と
を
求
め
、
其
の
人
に
於
け
る
や
、
急
に
之
に

知
を
傅つ

け
ん
と
欲
し
て
、
生
ず
る
を
竣
た
ざ
る
な
り
。

　

夫
れ
六
経
は
物
な
り
、
道
具つ

ぶ
さに

焉
に
存
す
。
諸
を
行
事
に
施
し
て
深

切
著
明
な
り
と
は
、
聖
人
、
空
言
を
悪
む
な
り
。
天
何
を
か
言
は
ん

や
、
四
時
行
な
は
れ
、
百
物
生
ず
と
は
、
教
へ
の
術
な
り
。
憤
せ
ざ
れ

ば
啓
せ
ず
、
悱ひ

せ
ざ
れ
ば
發
せ
ず
と
は
、
夫
の
生
ず
る
こ
と
俟
つ
な

り
。
知
ら
ざ
る
者
は
之
を
愛お

し

む
と
謂
は
ん
、
生
ず
れ
ば
斯こ

こ

に
禦と

ど

む
る
す

べ
無
し
。
外
よ
り
鑠と

か

す
に
非
ざ
る
な
り
、
襲
ひ
て
取
る
に
非
ざ
る
な

り
。
故
に
聖
人
の
教
へ
、
格き

た

す
こ
と
を
貴
ぶ
は
、
之
を
行
な
ふ
こ
と
を

求
む
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
故
に
、
唯
だ
其
れ
物
な
り
。

　

聃
な
る
者
は
、
務
め
て
之
を
言
ふ
者
な
り
。
夫
れ
之
を
言
ふ
者
は
、

一
端
を
明
か
に
す
る
者
な
り
。
一
を
擧
げ
て
百
を
廢
す
、
害
あ
る
所
以

な
り
。

　

後
儒
す
な
は
ち
聃
を
非
と
し
て
・
而
も
其
の
尤い

う

に
倣な

ら

ひ
、
之
を
言
ひ

て
已
ま
ず
、
名
存
し
て
物
亡
ぶ
。
仁
義
道
徳
の
説
盛
に
し
て
、
道
益ま

す
ます

明
な
ら
ず
。
方
今
の
世
、
滔
滔
た
る
者
、
天
下
皆
聃
の
徒
な
る
か
な
。

又
た
安
ん
ぞ
聖
人
の
教
へ
の
尚く

は

ふ
べ
き
も
の
莫
き
こ
と
を
知
ら
ん
。
是

豈
に
古
今
有
ら
ん
や
。
故
に
吾
れ
退
き
て
諸
を
六
経
に
求
む
。
唯
だ
其

れ
者
な
り
。

　
　

右
、
學
則
三

　

古
へ
聖
人
有
り
、
今
は
聖
人
無
し
、
故
に
學
は
必
ず
古
へ
な
れ
。
然

れ
ど
も
古
へ
無
け
れ
ば
今
無
し
、
今
無
け
れ
ば
古
へ
無
し
、
今
詎な

ん
ぞ

廢
す
可
け
ん
や
。
世
世
相
ひ
望
ま
ば
、
孰
か
古
へ
に
匪
ざ
る
、
孰
か
今

に
匪
ざ
る
。
故
に
古
へ
に
通
じ
て
以
て
極
を
立
て
、
今
を
知
り
て
以
て

之
を
體
し
、
世
世
を
差
し
て
以
て
其
の
來
る
を
観
れ
ば
、
其
の
民
俗
人

情
に
於
け
る
、
猶
ほ
諸
を
掌

た
な
ご
ご
ろに

眎
る
が
ご
と
き
か
。

　

夫
れ
古
今
殊と

な
える

。
何
を
以
て
か
其
の
殊
る
を
見
る
や
。
唯
だ
其
れ
物

な
り
。
物
は
世
を
以
て
殊
り
、
世
は
物
を
以
て
殊
る
。
蓋
し
秦
・
漢
よ

り
し
て
後
、
聖
人
有
る
こ
と
莫
き
も
、
然
も
亦
た
各
々
建
つ
る
所
有

り
。
祇
だ
其
の
知
、
物
に
周あ

ま
ねか

ら
ず
聖
人
無
き
所
以
な
り
。
然
り
と
雖

も
、
業す

で

に
已
に
物
有
り
。
必
ず
諸
を
志
に
徴
し
て
、
而
し
て
其
の
殊
る

を
見
る
。
殊
る
を
以
て
和
ひ
映
じ
て
、
而
し
て
後
ち
、
以
て
其
の
世
を

論
ず
る
に
足
る
。

　

爾し
か

ら
ず
し
て
、
一
定
の
権
衡
を
懸
け
て
以
て
百
世
を
歴れ

き

詆て
い

す
る
は
、

亦
た
易い

易い

た
る
の
み
。
是
れ
己
を
直な

お

く
し
て
其
の
世
を
問
は
ず
、
乃
ち

何
ぞ
史
を
以
て
爲
さ
ん
。

故
に
今
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
必
ず
古
へ
に
通
ず
。
古
へ
に
通
ぜ
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ん
と
欲
す
る
者
は
、
必
ず
史
に
し
、
史
は
必
ず
志
に
す
。
而
し
て
後

ち
、
六
経
益
々
明
か
な
り
。
六
経
明
か
に
し
て
聖
人
の
道
、
古
今
無

し
。
夫
れ
然
し
て
後
ち
天
下
得
て
治
む
可
し
。
故
に
君
子
は
必
ず
世
を

論
ず
。
亦
た
唯
だ
物
な
り
。

　
　

右
、
學
則
四

　

聖
人
の
道
は
、
猫
ほ
和
風
甘
雨
の
ご
と
き
か
。
物
其
の
養
を
得
て
以

て
生
じ
、
生
ず
れ
ば
斯こ

こ

に
長
ず
。
豈
に
窮
ま
り
已
む
こ
と
有
ら
ん
や
。

君
子
は
以
て
徳
を
成
し
、
小
人
は
以
て
俗
を
成
す
。
天
下
諸
を
陶た

う

鈞き
ん

の

中
に
錯お

く
は
、
聖
人
の
道
爾
り
と
爲
す
。
故
に
君
子
は
身
を
斯
に
錯

き
、
焉
を
蔵
し
、
焉
を
脩
め
、
焉
に
息い

こ

ひ
、
焉
に
游
ぶ
。
道
に
郷む

か

ひ
て

行
ひ
、
道
に
中
し
廢
す
。
徳
慧
術
知
、
焉
に
於
て
出
で
、
博
厚
高
明
、

焉
に
於
て
至
る
。
日
に
躋の

ぼ

り
月
に
烝の

ぼ

り
、
然
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
然

り
。
故
に
曰
く
、
我
に
於
て
何
か
有
ら
ん
や
、
と
。
諸
を
草
木
を
植
う

る
に
譬
ふ
れ
ば
、
枝
葉
華
實
、
豈
に
一
一
に
し
て
之
を
傅つ

け
ん
や
。
務

む
る
所
は
本
根
の
培

つ
ち
か
ひの

み
。
棘

き
ょ
く

猴こ
う

玉ぎ
ょ
く

楮ち
ょ

巧
み
な
り
と
雖
も
、
人
人
の

能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
巧
人
有
り
と
雖
も
、
亦
た
物
に
周
き
こ

と
能
は
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
く
、
大
徳
は
閑の

り

を
踰こ

え
ず
、
小
徳
は
出
入

す
と
も
可
な
り
、
と
。
叉
曰
く
、
本
立
ち
て
道
生
ず
、
と
。
夫
の
生
を

貴
ぶ
な
り
。

　

彼
の
天
下
の
理
を
窮
む
と
謂
ひ
、
一
念
の
微
を
察
す
と
謂
ふ
は
、
皆

な
道
を
知
ら
ざ
る
の
言
な
り
。
故
に
是
と
非
と
を
辮
じ
、
淑し

ゅ
くと

匿と
く

と
を

別
ち
、
疏そ

瀹や
く

し
澡さ

う

雪せ
つ

し
、
剔て

き

抉け
つ

し
て
以
て
盡
く
し
て
、
一
毫
の
人
欲
を

し
て
存
せ
し
め
ず
と
い
ふ
も
の
は
、
皆
非
な
り
。
叚た

と

使ひ

之
を
盡
す
も
、

苟
も
養
ふ
所
有
ら
ず
ん
ば
、
其
の
介か

い

然ぜ
ん

と
し
て
小
な
る
も
の
安
ん
ぞ
能

く
長
ぜ
ん
や
。
亦
た
舊き

う

の
み
。
術
無
き
の
過
な
り
。

　

秦
の
功
令
を
以
て
天
下
を
治
め
し
よ
り
、
禮
樂
泯ほ

ろ

ぶ
・
其
の
流
風
餘

烈
、
百
世
を
被
ひ
て
未
だ
已
ま
ず
。
申し

ん

韓か
ん

の
道
、
人
の
耳
目
を
移
し
て

以
今
日
に
至
り
、
長
養
の
道
凘つ

き

て
、
殺
伐
の
氣
、
字
宙
に
塞
が
る
。
後

の
賢
人
君
子
、
皆
な
其
の
中
に
生
ま
る
。
差た

が

ふ
所
以
な
り
。
故
に
道
を

學
ぶ
者
は
、
共
の
大
な
る
者
を
立
つ
れ
ば
、
小
な
る
者
は
之
に
從
ふ
。

　
　

右
、
學
則
五

　

君
子
は
輕
し
く
人
を
絶
た
ず
、
亦
た
輕
し
く
物
を
絶
た
ず
。
其
の
大

を
成
す
所
以
な
り
。
夫
の
生
を
睹
る
の
み
。
凡
そ
天
地
萬
物
の
情
は
、

棼ふ
ん

縕う
ん

交か
う

結け
つ

、
雑
り
て
以
て
文
を
成
す
。
陰
陽
相
ひ
仍よ

り
、
禅ぜ

ん

易え
き

し
て
居

ら
ず
、
諸
を
糾
縄
に
辟
ふ
。
剛
柔
相
ひ
苞
み
、
曾
曾
盡
く
る
こ
と
無

し
。
喩
へ
ば
蕉せ

う

を
剥
ぐ
如
く
、
得
て
窮
詰
す
可
か
ら
ず
。
故
に
是
非
淑

慝
に
、
適
も
無
く
莫
も
無
し
。

　

大た
い

氐て
い

物
の
其
の
養
を
得
ざ
る
は
、
悪
な
り
。
其
の
所
を
得
ざ
る
は
、

悪
な
り
。
養
ひ
て
之
を
成
し
、
其
の
所
を
得
せ
し
む
る
は
、
皆
な
善
な

り
。
人
を
虎
狼
に
媲な

ら

べ
、
稗は

い

苐て
い

を
穀
に
糅ま

じ

ふ
る
は
、
悪
な
る
の
み
。
然

り
と
難
も
天
地
は
虎
狼
を
厭
は
ず
、
雨
露
は
、
稗
第
を
擇
ば
ず
。
聖
人

の
道
も
亦
た
猶
ほ
是
く
の
若
き
か
。
其
の
已
む
こ
と
を
得
ず
し
て
之
を

去
り
之
を
遠
ざ
け
、
之
を　

む
ち
う
　ち

之
を
殺
す
は
、
其
の
仁
に
害
あ
る
を
悪

む
な
り
、
其
の
悪
を
悪
む
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
不
仁
を
悪
む
の
甚
し

き
は
、
仁
を
好
む
の
至
ら
ざ
る
な
り
。
舜
は
衆
に
選
ん
で
皐か

う

陶え
う

を
擧

ぐ
。
其
の
四
凶
を
誅
す
る
は
、
稱
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
聖
人
の
世

は
弃き

材ざ
い

無
く
、
弃
物
無
し
。
堯
舜
の
民
の
比
屋
封
ず
可
き
も
、
豈
に
皆

な
公
侯
の
材
な
ら
ん
や
。
亦
た
愍
み
て
之
を
宥
す
に
非
ず
、
其
の
治
に
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稗た
す
け

有
る
を
謂
ふ
な
り
。
邇じ

言げ
ん

を
察
し
、
芻す

う

蕘ぜ
う

に
采
る
は
、
其
の
人
豈

に
皆
な
賢
な
ら
ん
や
。
毒
も
疾
を
已い

や

し
、
苓れ

い

も
時
有
り
て
か
帝
な
り
。

它
山
の
石
は
玉
を
攻み

が

き
、
不
善
人
は
善
人
の
資
な
り
。
是
れ
聖
人
の
其

の
大
を
成
す
所
以
な
り
。
故
に
善
悪
皦け

う

皦け
う

と
し
て
、
先
王
の
封
彊
脧ち

ぢ

ま

り
、
邪
正
誾ぎ

ん

誾ぎ
ん

と
し
て
、
仲
尼
の
區
域
削
ら
る
。
皆
な
儒
者
の
罪
な
り
。

　

是
の
故
に
諸
子
百
家
九
流
の
言
よ
り
、
以
て
佛
老
の
頗か

た
よれ

る
に
及
ぶ

ま
で
、
皆
な
道
の
裂
け
し
の
み
。
亦
た
人
情
に
よ
り
て
出
で
ざ
る
も
の

有
る
こ
と
莫
し
。
故
に
至
言
有
り
。

　

夫
れ
聖
人
の
道
は
、
人
の
情
を
盡
く
す
の
み
。
爾
ら
ず
ん
ば
、
何
を

以
て
か
能
く
治
め
て
之
を
安
ん
ぜ
ん
や
。
故
に
苟
も
其
の
大
な
る
も
の

を
立
て
て
、
撫ぶ

し
て
之
を
有
せ
ば
、
孰
れ
か
聖
人
の
道
に
非
ざ
ら
ん
。

　

漢
の
顓せ

ん

門も
ん

の
學
は
、
人
ご
と
に
そ
の
説
を
殊
に
す
。
亦
た
師
に
聞
く

所
を
傳
ふ
る
に
し
て
、
七
十
子
自
り
出
づ
。
豈
に
繆
誤
無
か
ら
ん
や
、

失
と
得
と
更こ

も

ご
も
之
れ
有
り
。
並
べ
存
し
て
兼
ぬ
る
は
、
道
の
弃
て
ざ

る
な
り
。
穎
達
は
疏
を
作
り
、
乃
ち
一
家
の
言
を
執
る
。
明
は
大
全
を

作
り
て
、
頴
達
亦
た
廢
す
。
學
の
益
々
陋
な
る
、
古
に
及
ば
ざ
る
所
以

な
り
。
故
に
學
問
の
道
は
、
苟
も
其
の
大
な
る
者
を
立
て
、
博
を
貴
び

雑
を
厭
は
ず
、
寧
ろ
疑
は
し
き
を
闕
き
、
以
て
夫
の
生
ず
る
を
俟
つ
。

　
　

右
、
學
則
六

　

然
り
と
雖
も
、
命
を
知
ら
ざ
れ
ば
以
て
君
子
と
爲
す
無
し
。
豈
に
翅た

だ

に
世
に
處
す
る
の
み
な
ら
ん
や
、
學
問
の
道
と
雖
も
皆
な
然
ら
ざ
る
莫

き
の
み
。
天
の
命
之
を
性
と
謂
ふ
。
人
ご
と
に
其
の
性
を
殊
に
し
、
性

ご
と
に
其
の
徳
を
殊
に
す
。
財
を
達
し
器
を
威
す
は
、
得
て
一
に
す
可

か
ら
ず
。
孔
門
の
諸
子
の
各
々
其
の
性
の
近
き
所
を
得
る
は
、
豈
に
仲

尼
の
教
へ
足
ら
ざ
る
所
有
ら
ん
や
。
譬
へ
ば
時
雨
の
之
を
化
し
て
、
生

ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
き
が
如
き
の
み
。
大
な
る
者
は
大
生
し
、
小
な
る

者
は
小
生
す
。
豈
に
小
な
る
者
の
大
生
す
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
、

實
に
命
同
じ
か
ら
ず
。
君
子
は
命
を
知
る
、
故
に
之
を
強
ひ
ず
。
器
の

成
る
に
及
び
て
は
、
聖
人
と
雖
も
及
ば
ざ
る
所
有
り
。
故
に
聖
人
敢
て

之
を
強
ひ
ず
。
是
の
故
に
人
々
皆
な
聖
人
と
爲
る
可
し
と
い
ふ
は
、
非

な
り
。
性
易か

ふ
可
し
と
い
ふ
は
、
非
な
り
。
君
子
の
器
な
ら
ざ
る
こ

と
、
水
に
は
舟
な
る
可
く
し
て
陸
に
は
車
な
る
可
し
と
い
ふ
は
、
非
な

り
。

　

世
俗
の
尚
ぶ
所
は
、
人
な
り
、
天
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
世
俗
の
尚

ぶ
所
を
務
め
て
、
以
て
人
の
知
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
者
は
、
命
を
知
ら

ざ
る
な
り
。

　

夫
れ
六
経
は
残
缺
す
。
今
の
世
に
生
ま
れ
て
、
孰
か
其
の
全
を
見

ん
、
命
な
り
。
僻へ

き

邑い
ふ

に
し
て
師
友
無
き
、
命
な
り
。
家
貧
に
し
て
書
無

き
、
命
な
り
。
然
り
と
難
も
、
心
に
誠
に
之
を
求
む
れ
ば
、
天
其
れ
之

を
佑た

す

け
ん
。
仕
へ
て
優
な
ら
ず
し
て
暇
無
き
、
命
な
り
。
故
に
己
れ
學

ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
者
は
、
人
の
學
ぶ
を
喜
ぶ
。
力
能
く
人
を
し
て
學
ば

し
む
る
者
は
、
人
を
し
て
學
ば
し
む
。
學
ば
ず
と
雖
も
、
猶
ほ
學
ぶ
が

ご
と
き
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
才
徳
知
行
諸
を
己
よ
り
出
し
て
、
而
し

て
後
に
婾
快
と
せ
ん
や
。
故
に
命
な
る
も
の
は
、
之
を
如
何
ん
と
も
す

可
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
故
に
學
ん
で
其
の
性
の
近
き
所
を
得
る
も
、

亦
た
猶
ほ
是
く
の
若
き
か
。
其
の
財
を
達
し
器
を
成
し
、
以
て
天
職
に

共
す
る
は
、
古
の
道
な
り
。

　

故
に
學
は
寧
ろ
諸
子
百
家
曲
藝
の
士
と
爲
る
と
も
、
道
學
先
生
と
爲
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年
。

▲
佐
藤
正
範
編
『
論
語
古
義
』
六
盟
館
、
東
京
、
一
九
一
〇
年
。

▲
『
集
英
社
世
界
文
学
大
事
典
』
集
英
社
、
東
京
、
一
九
九
六
～
一
九

　

九
八
年
。

▲
島
田
虔
次
編
輯
『
荻
生
徂
徠
全
集
第
一
巻
』
み
す
ず
書
房
、
東
京
、

一
九
七
三
年
。

▲
関
儀
一
郎
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』
東
洋
図
書
刊
行
会
、
東

京
、
一
九
四
一
年
。

▲
竹
内
照
夫
『
礼
記
』（
上
中
下
三
冊
）
明
治
書
院
、
東
京
、

一
九
八
〇
年
。

▲
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
出
版
、
東
京
、
一
九
八
四
年
。

▲
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
、
東
京
、
一
九
八
四
年
初
版
。

▲
福
島
理
子
「
二
つ
の
賀
詩
と
高
葛
陂
」（
雅
俗
の
会
編
『
雅
俗
』
第

十
号
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）。

▲
福
永
光
司
『
老
子
』（
上
下
二
冊
）
朝
日
新
聞
社
、
東
京
、

一
九
七
八
年
。

▲
本
田
済
『
易
』
朝
日
新
聞
社
、
東
京
、
一
九
九
七
年
。

▲
三
浦
衛
興
淳
夫
（
瓶
山
）
撰
『
徂
徠
先
生
学
則
解
』
江
都
書
肆
嵩
山

房
、
一
七
四
四
（
延
享
元
）
年
、
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。

▲
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
五
七
年

初
版
。

▲
諸
橋
轍
次
編
『
広
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
八
二
年

初
版
。

▲
吉
川
幸
次
郎
ほ
か
編
『
荻
生
徂
徠
』（
日
本
思
想
大
系
三
六
）
岩
波

る
こ
と
を
願
は
ず
。

　
　

右
、
學
則
七

参
考
文
献

▲
市
古
貞
治
等
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
九
五

年
。

▲
今
中
寬
司
・
奈
良
本
辰
也
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
第
二
巻
』
河
出
書
房

新
社
、
東
京
、
一
九
七
八
年
。

▲
今
中
寬
司
『
徂
徠
学
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、

一
九
六
五
年
。

▲
今
永
正
樹
『
医
も
亦
自
然
に
従
う
（
村
上
医
家
事
歴
志
）』
村
上
記

念
病
院
・
村
上
医
家
史
料
館
、
中
津
、
一
九
八
二
年
。

▲
小
川
環
樹
訳
注
『
論
語
徴
１
・
２
』
東
洋
文
庫
（
五
七
五
・

五
七
六
）、
東
京
、
一
九
九
四
年
。

▲
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』（
上
下
）
吉

川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
九
四
年
。

▲
金
谷
治
訳
注
『
荘
子
』（
全
四
冊
）
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
三

年
。

▲
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
東

京
、
一
九
七
九
～
九
七
年
。

▲
簡
野
道
明
補
註
『
論
語
集
註
』
明
治
書
院
、
東
京
、
一
九
八
八
年
。

▲
栗
原
圭
介
『
孝
経
』
明
治
書
院
、
東
京
、
一
九
八
七
年
。

▲
阮
元
（
清
）
校
刻
『
十
三
経
注
疏
』
新
華
書
店
、
北
京
、
一
九
八
〇
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書
店
、
東
京
、
一
九
七
三
年
。

▲
吉
田
洋
一
「
村
上
玄
秀
の
事
績
に
つ
い
て
―
備
忘
史
料
を
中
心
に
」

（『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
叢
書
Ⅵ
』
二
〇
〇
七

年
、
所
収
）

▲
吉
田
洋
一
「
村
上
玄
秀
「
論
語
聞
書
」（
明
和
六
年
写
）
に
つ
い
て
」

（
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
叢
書
Ⅹ
Ⅱ
『
人
物
と

交
流
Ⅴ
』、
中
津
市
、
二
〇
一
三
年
、
所
収
）。

▲
早
稲
田
大
学
編
輯
部
『
春
秋
左
氏
伝
』（
漢
籍
国
字
解
全
書
）
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
東
京
、
一
九
一
〇
年
。

史
料

▲
「
徂
徠
先
生
學
則
解
」（
写
本
、
表
紙
と
も
一
二
丁
、
一
二
・
〇
糎
×

一
八
・
三
糎
、
村
上
家
史
料
、
五
―
二
、
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。

注

 　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

1　

拙
稿
「
村
上
玄
秀
の
事
績
に
つ
い
て
―
備
忘
史
料
を
中
心
に
」（『
中
津
市
歴
史
民
俗

資
料
館
分
館
医
家
史
料
叢
書
Ⅵ
』
二
〇
〇
七
年
、
所
収
）
及
び
「
村
上
玄
秀
「
論

語
聞
書
」（
明
和
六
年
写
）
に
つ
い
て
」（
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料

館
叢
書
Ⅹ
Ⅱ
『
人
物
と
交
流
Ⅴ
』、
中
津
市
、
二
〇
一
三
年
、
所
収
）
参
照
。

2　

版
本
に
関
し
て
は
『
学
則
解
』
と
し
、
玄
秀
書
写
本
は
「
学
則
解
」
と
記
す
。

3　

島
田
虔
次
「
解
題
・
凡
例
」（
同
氏
編
輯
『
荻
生
徂
徠
全
集
第
一
巻
』
み
す
ず
書

房
、
東
京
、
一
九
七
三
年
、
所
収
）
参
照
、
以
下
『
徂
徠
先
生
学
則
』
に
関
す

る
書
誌
情
報
は
、
同
書
と
『
荻
生
徂
徠
』（
日
本
思
想
大
系
三
六
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。

4　

名
は
義
質
、
字
は
子
彬
、
竹
渓
は
そ
の
号
。
平
氏
で
あ
る
の
で
平
姓
を
用
い
る

（『
荻
生
徂
徠
』
六
二
〇
頁
）。

5　

字
は
維
廸
、
号
は
南
昌
。
藤
原
氏
で
あ
る
の
で
、
藤
を
中
国
風
に
滕
と
し
、
滕
姓
を

用
い
る
（
同
右
）。

6　
『
荻
生
徂
徠
』
六
二
〇
頁
。

7　

前
掲
島
田
虔
次
解
題
、
六
〇
九
～
六
一
〇
頁
。

8　

同
六
一
〇
頁
。

9　

現
在
の
と
こ
ろ
、『
荻
生
徂
徠
』（
日
本
思
想
大
系
）
所
収
の
『
学
則
』
が
最
も
詳
細

な
注
釈
書
と
思
わ
れ
る
。

10　

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
べ
ー
ス
」（http://base1.nijl.

ac.jp/

）

11　

前
掲
島
田
虔
次
解
題
、
六
一
一
頁
。

12　

史
料
［
一
丁
表
］

13　
「
曰
、
然
則
君
之
所
読
者
、
古
人
之
糟
魄
已
夫
（
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
君
の
読
む
所

の
者
は
、
古
人
の
糟
魄
（
粕
）
の
み
と
）」

14　
「
徂
徠
先
生
學
則
解
序
」（『
學
則
解
』
一
丁
表
、
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

15　

史
料
［
一
丁
表
］

16　

前
掲
『
學
則
解
』
二
丁
表
。
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中
津
藩
旧
蔵
書
と
進
脩
館

大
島
明
秀

　
要
旨

　

大
江
家
旧
蔵
資
料
中
に
「
御
蔵
書
」
と
題
さ
れ
た
写
本
が
存
在
す

る
。
そ
の
表
題
が
示
す
通
り
、
内
容
は
中
津
藩
が
旧
蔵
し
て
い
た
書
籍

の
目
録
で
あ
り
、
本
文
中
に
は
五
〇
一
点
に
及
ぶ
書
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

蔵
書
構
成
を
見
る
限
り
、
藩
で
行
わ
れ
た
文
教
は
、
従
来
指
摘
さ
れ

て
い
た
よ
う
な
、
経
書
を
中
心
と
し
た
漢
学
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
歌
学
を
主
と
し
た
和
学
を
も
柱
に
据
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え

た
。

　

ま
た
、
資
料
に
付
さ
れ
た
書
き
入
れ
か
ら
は
、
氷
山
の
一
角
で
は
あ

る
が
、
藩
と
個
人
間
に
お
け
る
書
物
の
流
通
が
あ
っ
た
こ
と
が
可
視
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
書
写
者
が
施
し
た
丸
印
や
見
セ
消
チ
か
ら
、
経
書
を
主
と
し

た
三
七
点
に
及
ぶ
藩
の
蔵
書
が
進
脩
館
の
教
材
と
し
て
供
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

か
か
る
中
津
藩
の
事
例
は
、
当
該
藩
の
文
教
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
各
藩
の
蔵
書
が
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
さ
れ

て
い
た
の
か
を
探
る
一
つ
の
事
例
と
し
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド

 

大
江
家
、
中
津
、
藩
校
、
進
脩
館
、
奥
平
昌
高
、
御
蔵
書
、
藩
医
、

中
津
医
学
校
、
書
物
、
書
籍
、
流
通
、
文
教
、
学
問
、
学
芸
、
漢
籍
、

漢
学
、
和
学
、
歌
学
、
倉
成
龍
渚

　
は
じ
め
に

 

代
々
で
中
津
藩
医
を
勤
め
、
中
津
医
学
校
の
初
代
校
長
と
な
っ
た
五

代
雲
澤
（
一
八
二
二
～
九
九
）
を
輩
出
す
る
な
ど
、
当
該
地
域
の
医
学

と
医
療
を
担
っ
て
き
た
大
江
家
の
資
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
整
理
を

進
め
て
き
た
が
、
い
ま
だ
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
多
岐
に
わ
た
る
未
発
表
資
料
の
中
に
、「
御
蔵
書
■1
」

と
題
さ
れ
た
写
本
が
存
在
す
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
計
五
〇
一
点
に
及

ぶ
書
名
と
書
写
者
の
書
き
入
れ
よ
り
、
中
津
藩
が
ど
の
よ
う
な
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
文
教
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
「
御
蔵
書
」
を
対
象
と
し
、
そ
の
資

料
的
位
置
づ
け
を
行
い
つ
つ
、
中
津
藩
旧
蔵
書
の
構
成
と
管
理
・
運
用

に
つ
い
て
探
る
（
図
一
）。
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一
、
書
誌
情
報

　
「
御
蔵
書
」
は
、
楮
紙
四
一
枚
を
袋
状
に
し
、
最
初
を
表
紙
、
最
後

を
裏
表
紙
と
し
て
使
用
し
、
こ
よ
り
紐
に
よ
っ
て
四
つ
目
綴
じ
に
し
た

写
本
で
あ
る
。
内
題
は
不
在
で
、
表
紙
に
は
「
御
蔵
書
」
と
の
墨
書
打

付
が
認
め
ら
れ
、
書
名
に
は
こ
の
外
題
を
採
用
し
た
。

　

書
名
の
「
御
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
内
容
が
中
津
藩
の
旧
蔵
書
目
録

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
察
で
き
る
が
、
実
際
、
本
書
に
は
お
よ
そ
半

葉
に
書
籍
名
が
七
点
ず
つ
、
計
五
〇
一
点
に
及
ぶ
書
名
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
（
一
）
経
書
并

儒
書
、（
二
）
経
書
并

儒
書
国

字
、（
三
）
詩
文
并

書
翰
、（
四
）
神
書
并

有
職
、（
五
）
軍
書
并

事
蹟
、

（
六
）
伝
書
并

故
実
、（
七
）
歌
書
并

連
俳
物
語
、（
八
）
茶
之
書
類
、

（
九
）
医
書
類
、（
一
〇
）
天
学
并

暦
算
、（
一
一
）
仏
書
并

法
語
、

（
一
二
）
雑
書
、
の
一
二
に
わ
た
る
分
類
に
随
っ
て
配
列
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、「
雑
書
」
に
は
和
歌
や
医
書
、
或
い
は
軍
書
に
分
類
し

う
る
書
籍
も
含
ま
れ
て
お
り
、
後
か
ら
入
手
・
搬
入
し
た
書
籍
を
こ
こ

に
加
え
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
右
の
分
類
と
は
別
に
、
二
四
番
ま
で
番
号
が
振
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
書
籍
を
収
納
し
て
い
た
棚
な
ど
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
掲
載
書
名
に
は
時
折
丸
印
「
〇
」
が
付
さ
れ
て
い
た

り
、
若
し
く
は
見
セ
消
チ
な
ど
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
あ
る
が
、
巻
末

の
「
〇
此
分
学
館
所

ニ
拝
借
出

ル
■2
」
と
い
う
記
述
か
ら
、「
学
館
」
に
貸

し
出
さ
れ
た
本
に
対
す
る
標
示
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、「
学

館
」
と
は
寛
政
八
（
一
七
九
五
）
年
に
五
代
中
津
藩
主
奥
平
昌
高

（
一
七
八
一
～
一
八
五
五
）
が
設
立
し
た
進
脩
学
館
、
す
な
わ
ち
藩
校

進
脩
館
の
こ
と
で
あ
る
■3 （
図
二
）。

　

な
お
、
写
本
作
成
者
や
入
手
経
路
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
ま

ず
、
資
料
の
成
立
時
期
が
少
な
く
と
も
進
脩
館
設
置
以
降
で
あ
る
こ

と
。
次
に
、
先
述
の
「
〇
此
分
学
館
所

ニ
拝
借
出

ル
」
と
い
う
記
述
の
筆

跡
は
本
文
の
手
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
こ
の
言
い
回
し
が
、
進
脩
館
関

係
者
に
よ
る
記
述
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
。
最
後
に
、
写

図
一
　「
御
蔵
書
」
表
紙
（
大
江
医
家
史
料
館
蔵
）。
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本
を
大
江
家
が
入
手
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
進
脩
館
教

授
で
同
家
と
も
親
交
の
あ
っ
た
漢
学
者
・
倉
成
龍
渚
（
一
七
四
八
～

一
八
一
三
）
あ
た
り
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

進
脩
館
設
置
以
前
の
文
教
は
、
城
中
に
御
講
釈
日
を
定
め
、
随
時
に
儒

者
を
召
し
、
藩
士
に
経
書
の
講
釈
を
授
け
る
と
い
っ
た
方
式
で
あ
っ

た
。
開
講
の
数
は
極
め
て
少
な
く
、
月
一
回
、
或
い
は
年
五
、六
回
程

度
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
も
の
の
、
開
講
の
際
は
必
ず
出
席
す
べ
き
規

定
と
な
っ
て
い
た
■4
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
全
五
〇
一
点
に
及
ぶ
中
津
藩
の
旧
蔵
書
を
眺
め

る
と
、
果
た
し
て
特
段
珍
し
い
資
料
は
確
認
で
き
ず
、
基
礎
的
な
学

問
・
教
育
を
意
図
し
て
文
献
を
揃
え
た
蔵
書
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

分
類
ご
と
に
見
れ
ば
、「
雑
書
」
を
除
く
と
、「
歌
書
并

連
俳
物
語
」

が
一
一
三
点
と
最
も
多
く
、「
経
書
并

儒
書
」
お
よ
び
「
経
書
并

儒
書
国

字
」
は
合
わ
せ
て
一
〇
七
点
に
及
ぶ
。
こ
こ
か
ら
、
中
津
藩
で
行
わ
れ

た
文
教
が
、
漢
学
の
み
な
ら
ず
、
歌
学
を
主
と
し
た
和
学
を
も
中
心
に

据
え
た
方
針
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
方
、「
医
書
類
」
は
一
四
点
、「
茶
之
書
類
」
は
九
点
、「
天
学
并

暦

算
」
は
五
点
と
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
教
育
に
主
眼
を
置
い

て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、「
仏
書
并

法
語
」
は

二
五
点
、「
神
書
并

有
職
」
は
一
六
点
と
、
宗
教
に
つ
い
て
も
さ
ほ
ど
重

視
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
英
雄
譚
や
勇
敢
さ
の
例
示

な
ど
、
武
士
の
精
神
教
育
に
関
係
が
深
い
「
軍
書
并

事
蹟
」
が
、
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
の
も
意
外
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
書
写
者
に
よ
る
書
き
入
れ
も
興
味
深
い
。『
五
経
大
全
』
唐

本
五
四
巻
に
は
「
内
二
十
巻
武
藤
■5
」、『
春
秋
左
氏
伝
』
一
五
巻
は

「
夏
目
様
御
承
知
内
七
巻
有
■6
」、『
詩
経
正
文
』
二
巻
に
は
「
内
壱
巻
山

本
様
行
■7
」、『
通
俗
三
国
志
』
五
〇
巻
に
至
っ
て
は
「
五
十
巻
之
内
十

図
二
　『
職
原
鈔
辨
疑
』
と
『
職
原
鈔
参
考
』
に
の
み
丸
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

二
、
蔵
書
構
成
の
特
徴
と
進
脩
館
に
貸
し
出
し
た
書
籍

　

こ
の
「
御
蔵
書
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
藩
の
学
問
・
教
育
に
用

い
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
郷
土
史
家
・
赤
松
文
二
郎
に
よ
れ
ば
、
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壱
巻
糸
井
よ
り
引
受
■8
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
蔵
書
管

理
の
意
識
が
見
て
取
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
旧
蔵
書
の
中
に

個
人
か
ら
の
寄
贈
書
が
あ
る
こ
と
や
、
反
対
に
、
藩
の
蔵
書
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
特
定
の
人
物
に
流
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
事
実
に
留
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
（
図
三
）。

　

と
こ
ろ
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
丸
印
や
見
セ
消
チ
が
施
さ
れ
る
こ

と
で
進
脩
館
へ
の
貸
し
出
し
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る

書
物
は
計
三
七
点
に
及
ぶ
（
表
一
）。

　

な
お
、
一
般
的
に
藩
校
は
数
百
か
ら
数
千
点
の
蔵
書
を
所
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
数
は
極
め
て
僅
少
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
お
そ
ら
く
進
脩
館
全
体
の
蔵
書
は
、
購
入
や
寄
贈
・
提
供
、
若
し

図
三
　
二
巻
の
内
一
巻
が
「
山
本
様
行
」
と
な
っ
た
『
詩
経
正
文
』
へ
の
書
き

入
れ
。

分　類

経書并儒書

経書并儒書国字

詩文并書翰

神書并有職

軍書并事蹟

伝書并故実

歌書并連俳物語

茶之書類

医書類

天学并暦算

仏書并法語

雑書

書籍点数

28

79

39

16

30

39

104

9

14

5

25

113

（計 501）

進脩館に貸し出

した書籍点数

10

11

5

3

1

0

0

0

0

0

0

7

（計 37）

表
一
　
中
津
藩
の
蔵
書
構
成
と
進
脩
館
へ
の
貸
出
書
籍
。
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く
は
そ
の
他
の
供
用
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
藩
か
ら
進
脩
館
に
貸
し
出
し
た
書
籍
の
内
訳
は
、「
経
書
并

儒

書
」
な
ら
び
に
「
経
書
并

儒
書
国
字
」
が
二
一
点
で
最
も
多
い
。「
詩
文

并
書
翰
」
が
五
点
、「
神
書
并

有
職
」
は
三
点
、「
軍
書
并

事
蹟
」
が
一

点
。
そ
の
他
、「
雑
書
」
は
七
点
に
及
ぶ
が
、
内
訳
は
、『
荀
子
全

書
』、『
韓
非
子
』、『
王
注
老
子
』、『
世
説
』、『
列
仙
傳
』
と
い
っ
た
漢

籍
五
点
と
、
中
国
南
宋
の
志
怪
小
説
集
で
あ
る
『
夷
堅
志
』
一
点
、
そ

し
て
水
戸
藩
で
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書
『
大
日
本
史
』
一
点
で
あ
る
。

　

無
論
「
藩
校
」
の
性
質
上
、
貸
し
出
し
た
書
籍
の
内
容
や
傾
向
は
十

分
予
想
で
き
る
結
果
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
藩
の
蔵
書
を
藩

校
進
脩
館
の
教
材
と
し
て
供
用
し
て
い
た
事
実
自
体
が
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

以
上
、
大
江
家
所
蔵
資
料
「
御
蔵
書
」
か
ら
中
津
藩
が
旧
蔵
し
て
い

た
五
〇
一
点
の
書
籍
を
分
析
し
て
き
た
が
、
そ
の
蔵
書
構
成
を
見
る
限

り
、
藩
で
行
わ
れ
た
文
教
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
経
書

を
中
心
と
し
た
漢
学
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
歌
学
を
主
と

し
た
和
学
を
も
柱
に
据
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

ま
た
、
氷
山
の
一
角
で
は
あ
る
が
、
資
料
に
付
さ
れ
た
書
き
入
れ
か

ら
、
藩
と
個
人
間
に
お
け
る
書
物
の
流
通
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
書
写
者
が
施
し
た
丸
印
や
見
セ
消
チ
か
ら
、
極
め
て
少
な

い
分
量
で
は
あ
る
が
、
経
書
を
主
と
し
た
三
七
点
に
及
ぶ
藩
の
蔵
書
が

進
脩
館
の
教
材
と
し
て
供
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

か
か
る
中
津
藩
の
事
例
は
、
当
該
藩
の
文
教
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
各
藩
の
蔵
書
が
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
さ
れ

て
い
た
の
か
を
探
る
一
つ
の
事
例
と
し
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
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二
巻

　

一　

彦
山
勝
景
詩
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
巻

　

一　

黄
山
遊
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

唐
詩
白
圭

　

一　

扶
桑
名
賢
文
集

［
一
〇
丁
裏
］

　

一　

照
明
文
苑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

唐
後
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

明
詩
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

唐
詩
正
聲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

〇
一　

杜
律
集
解　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

詠
象
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

唐
音
三
體
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

［
一
一
丁
表
］

　

一　

詩
家
用
字
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

〇
一　

象
山
先
生
集
要　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

〇
一　

龍
谿
先
生
全
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
二
巻

〇
一　

瀛
奎
律
髓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

國
華
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

蕭
鳴
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

聯
珠
詩
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

［
一
一
丁
裏
］

　

一　

燕
都
試
毫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

簡
斎
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

真
乗
院
和
歌
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

詩
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
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一　

詩
林
良
材　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二闕
本巻

　

一　

文
家
必
用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

故
事
雕
龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

［
一
二
丁
表
］

　

一　

八
居
題
詠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　
　
　
　

神
書
并

有
識

　

一　

古
今
神
道
篇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

日
本
書
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
巻

〇
一　

官
職
備
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

神
道
名
目
類
聚
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

神
風
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

［
一
二
丁
裏
］

　

一　

神
武
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

〇
一　

職
原
抄
辨
疑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

〇
一　

職
原
抄
参
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

弘
安
禮
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

公
武
大
體
略
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

故
實
秘
用
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

皇
太
子
加
元
服
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
一
三
丁
表
］

　

一　

名
將
判
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

人
國
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

御
家
中
先
祖
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
巻

　

一　

諸
家
知
譜
拙
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　
　
　
　

軍
書
并

事
蹟

　

一　

関
ケ

原
合
戦
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

九
巻

　

一　

徳
川
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

［
一
三
丁
裏
］

　
　
　
　
　

七
番

　

一　

難
波
戦
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

豊
筑
乱
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

柳
栄
秘
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

岩
渕
夜
話
別
業
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

武
徳
安
民
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
一
巻

　

一　

寛
明
事
蹟
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
一
巻

［
一
四
丁
表
］

　

一　

殺
方
轉
輪
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

慶
元
通
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
巻

　

一　

駿
府
政
事
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

武
徳
大
成
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

岡
崎
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

賤
ケ

嶽
合
戦
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

全

　

一　

三
河
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

［
一
四
丁
裏
］

　

一　

新
武
家
閑
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻
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一　

御
養
君
御
昇
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

公
義
御
規
式
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

夜
會
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

嶋
津
琉
球
合
戦
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

耶
蘇
征
伐
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

古
今
見
聞
軍
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

［
一
五
丁
表
］

〇
一　

七
書
講
義　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
巻

　

一　

江
源
武
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
巻

　

一　

多
田
満
中
五
大
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

本
朝
武
藝
小
傳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

本
朝
孝
子
傳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

鎌
倉
實
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

越
後
騒
動
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二闕
本巻

［
一
五
丁
裏
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闕
本

　

一　

伊
豆
日
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　
　
　
　

傳
書
并
故
實

　
　
　
　
　

八
番

　

一　

雄
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

武
教
城
築
止
善
之
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

鷹
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
々

　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
鷹
之
関
當　

薬
之
巻　

法
譜
之
巻

［
一
六
丁
表
］

　
　
　
　
秘
傳
関
當　

秘
傳
薬
之
巻　

秘
傳
法
譜
巻　

都
合
七
巻

　
　
　
　
外
之
巻

　
　
　
　
圖
入
巻
物　

一
巻　

鷹
之
書　

二
巻　

同　

一
巻

　

一　

萬
躾
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

犬
追
物
之
日
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

同
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

聞
書
南
木
流　

【
左
近
太
郎
ト
有
】　
　
　
　
　

全

　

一　

温
故
新
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
一
六
丁
裏
］

　

一　

審
鑑
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

悉
停
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

雲
霞
集　

【
大
坪
流
手
綱
書
】　
　
　
　
　
　
　

十
一
巻

　

一　

馬
形
目
利
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

城
取
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

武
教
舩
戦
武
功　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

當
流
三
略
之
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
一
七
丁
表
］

　

一　

諸
禮
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
萬
受
取
渡　

躾
之
書　

諸
礼
酌　

喰
物　

婚
礼　

書
札　

書
札
法
様　

書
札

　

一　

武
鏡
要
録
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
巻

　

一　

師
鑑
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻
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一　

人
見
流
抜
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻

　

一　

鞠
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

御
筆
軍
礼
之
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

［
一
七
丁
裏
］

　

一　

楠
流
理
数
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

宇
都
宮
流
鷹
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

士
鑑
用
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

武
教
全
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

兵
書
百
ケ

条　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
巻

　

一　

假
名
安
驥
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

射
法
一
流　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

［
一
八
丁
表
］

　

一　

武
道
要
語
和
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

御
指
物
之
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

御
馬
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

本
朝
軍
器
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

武
用
詞
解　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

三
禮
口
訣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

南
木
武
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

［
一
八
丁
裏
］

　

一　

本
朝
軍
器
考
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八二
通巻

　
　
　
　
内

　
　
　
　
四
巻
天
保
十
一
子
九

月
御
参
府
之
節
江
戸
表
ヘ
御
持
被
遊
候

　

一　

武
具
訓
蒙
圖
彙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

三
河
徳
川
歴
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
巻

　

一　

武
家
厳
制
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
一
巻

　
　
　
　

歌
書
并

連
俳
物
語

　

一　

う
つ
ほ
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
巻

［
一
九
丁
表
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
今　

新
古
今　

續
古
今

十
九
代
集　

　
　
　
　
　
　

 

新
續
古　

玉
葉　

拾
遺　

後
拾
遺

　

一　

古
今
和
歌
集　
　
新
拾
遺　

新
後
拾
遺　

續
拾
遺　
　
　
　

十
九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
續
後
拾
遺　

新
勅　

千
載　

續
千　

新
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
雅
金
葉　

後
撰　

新
後
撰

　

一　

拾
遺
愚
草
員
外　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一　

俳
諧
歳
旦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一　

徒
然
草
吟
和
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

俊
秘
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

盧
邉
之
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
一
九
丁
裏
］

　

一　

御
書
記
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

明
月
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

拾
遺
愚
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

詠
百
和
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

俳
諧
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

歳
旦
其
外
巻
類
品
　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
包

　

一　

星
月
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
〇
丁
表
］

　

一　

歌
枕
秋
の
ね
さ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕
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一　

禁
中
御
會
和
歌
御
写

　
　
　
　
仙
洞
御
會
始　

二
巻
数
々
入

　

一　

愚
問
賢
註
六
窓
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

和
歌
寄
垣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

茶
箱
日
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

長
明
道
之
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
〇
丁
裏
］

　

一　

歌
林
良
材　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

悦
目
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

大
和
物
語
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

正
治
二
年
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

新
古
今
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

後
水
尾
院
御
製　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

　

一　

今
昔
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
巻

［
二
一
丁
表
］

　

一　

若
草
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

方
丈
記
諺
解　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

褒
貶
和
歌
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

黄
葉
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　
　
　
　
　

九
番

　

一　

知
事
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

五
元
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

［
二
一
丁
裏
］

　

一　

百
首
和
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

林
葉
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

和
歌
拾
題
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

狗
猧
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

續
よ
つ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

延
文
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

古
語
深
秘
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

［
二
二
丁
表
］

　

一　

藻
塩
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

ゆ
ふ
た
す
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

夜
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

詞
華
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

堀
川
百
首
肝
要
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

古
今
栄
雅
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
巻

　

一　

擧
白
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

［
二
二
丁
裏
］

　

一　

清
水
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

住
吉
名
所
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
部

　

一　

袖
珎
歌
枕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

六
百
番
歌
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

和
歌
七
部
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

忠
慶
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

歌
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
三
丁
表
］
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一　

和
歌
の
手
引　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

竹
と
り
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

土
御
門
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

誹
諧
仕
用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

詠
歌
大
概
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

清
輔
雑
談
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

和
歌
八
十
垣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

［
二
三
丁
裏
］

　

一　

三
十
六
番
歌
合
判　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

宗
祇
回
国
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

増
補
和
歌
題
林
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

万
葉
拾
穂
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
巻

　

一　

新
題
林
倭
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
巻

　

一　

宗
祇
諸
國
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

九
代
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

［
二
四
丁
表
］

　

一　

雅
筵
酔
狂
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八帙
入巻

　

一　

古
今
和
歌
六
帖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
巻

　

一　

八
雲
御
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

拾
芥
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

六
家
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
巻

　

一　

鉇
屑
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

誹
諧
山
鷄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
四
丁
裏
］

　

一　

類
舩
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

懐
子
乳
母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

誹
諧
雨
霽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

便
舩
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

世
話
や
き
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

言
詞
竒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

久
流
留　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

［
二
五
丁
表
］

　

一　

慶
安
四
年
禁
裏
御
會
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

仙
洞
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

堀
川
院
艶
書
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

蔵
司
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

冠
辞
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

三
十
六
人
歌
仙
解
難
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

和
歌
手
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

［
二
五
丁
裏
］

　

一　

徒
然
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

藤
川
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

續
明
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

年
々
御
製　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

六
々
私
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

お
は
な
か
す
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全闕
本■

　

一　

禁
中
御
會
和
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
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［
二
六
丁
表
］

　

一　

千
首
和
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

年
々
御
會
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

誹
諧
手
々
打
栗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

百
人
一
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

三
輪
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

誹
諧
指
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一　

寛
永
六

五
月

朔
日

宣
下
次
第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
六
丁
裏
］

　

一　

嘉
元
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　
　
　
　

薬
之
書
類

　
　
　
　
　

十
番

　

一　

御
飾
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

香
道
秘
傳
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

薬
之
湯
評
林
大
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
巻

　

一　

當
流
茶
之
湯
傳
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

［
二
七
丁
表
］

　

一　

茶
之
湯
六
宗
集
傳
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

草
人
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

和
漢
茶
志　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三帙
入巻

　

一　

立
華
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

立
華
訓
蒙
圖
彙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二闕
本巻

　
　
　
　

医
書
類

　

一　

格
致
餘
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
七
丁
裏
］

　

一　

馬
経
大
全　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

趙
氏
醫
貫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

普
救
類
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

頤
生
輯
要　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

養
生
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十二
部二

巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
一
巻
闕

　

一　

窮
郷
便
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

外
療
家
傳
秘
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
写
本

［
二
八
丁
表
］

　

一　

醫
貫
奇
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻

　

一　

い
な
こ
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

諸
鳥
能
毒
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

菜
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

眼
目
明
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

日
用
食
性　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
二
八
丁
裏
］

　
　
　
　

天
學
并

暦
算

　

一　

天
経
或
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻
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附
録
共

　

一　

動
静
辨
證　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

古
暦
便
覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

増
續
古
暦
便
覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

初
學
天
文
指
南　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　
　
　
　

佛
書
并

法
語

［
二
九
丁
表
］

　

一　

心
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一　

寂
照
堂
谷
響
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

同
續
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

臨
済
語
録
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

釈
迦
八
相
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
四
五
六
ノ
巻
闕

　

一　

臨
済
慧
照
禅
師
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

大
慧
普
覺
禅
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

［
二
九
丁
裏
］

　

一　

照
闇
鈔
纂
霊
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

臨
済
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

理
源
大
師
行
實
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

辨
才
天
利
益
和
語
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

諸
宗
大
綱
問
荅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

行
者
傳
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

山
伏
便
蒙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

［
三
〇
丁
表
］

　

一　

沙
石
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

三
十
三
通
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

礦
石
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

無
門
関
鈔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

註
維
摩
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

役
談
十
義　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

興
福
寺
再
興
大
迦
羅
勧
化
疏　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
〇
丁
裏
］

　

一　

眞
言
開
庫
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻

　

一　

観
音
霊
驗
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

峯
中
根
源
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

少
室
六
門
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　
　
　
　

雜
書

　

一　

唐
譯
便
覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

野
澤
名
所
焼
蛤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

［
三
一
丁
表
］

　

一　

風
流
宇
治
頼
政　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻　

　

一　

兵
庫
名
所
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
一
巻
天
保
十
一
子
九
月
江
戸
表
ヘ
御
持
被
遊
候

　

一　

東
海
道
細
見
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

西
海
道
細
見
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

諸
國
土
産　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　

一　

南
都
土
産　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻
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［
三
一
丁
裏
］

　

一　

日
光
名
勝
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

長
崎
夜
話
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

古
今
銘
盡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二闕
本巻

　

一　

御
手
鑑
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

古
梅
園
墨
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

書
籍
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

洛
陽
名
筆
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

［
三
二
丁
表
］

　

一　

堪
忍
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻
宛
二
部

　

一　

為
人
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

閑
際
筆
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

翁
問
答　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

堂
隠
比
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

鎌
倉
秘
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

明
君
家
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

［
三
二
丁
裏
］

　

一　

女
式
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

本
朝
藤
隠
秘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

　

一　

家
内
用
人
記　

【
此
分
闕
本
】　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

諌
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

吉
備
大
臣
私
教
類
聚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

消
火
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

東
海
道
名
所
圖
繪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

［
三
三
丁
表
］

　
　
　
　
　

十
一
番

　

一　

放
下
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

廣
益
俗
説
辨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

天
竺
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

古
老
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二闕
本巻

　

一　

樂
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

和
漢
万
物
夜
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

［
三
三
丁
裏
］

　

一　

冥
加
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻

　

一　

酒
典
童
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

浦
嶋
縁
起　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

一
歩
て
に
は
違
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

花
子
恋
物
狂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

に
ほ
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻

　

一　

日
本
契
情
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

［
三
四
丁
表
］

　

一　

浄
瑠
璃
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
一
巻
品
々

　

一　

松
の
落
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

男
色
大
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

　
　
　
　
　

十
二
番
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一　

故
事
因
縁
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

璣
訓
蒙
鑑
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

楊
弓
射
禮
蓬
矢
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
四
丁
裏
］

　

一　

楊
弓
秘
傳
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

よ
ふ
こ
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

矢
数
扣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

繪
本
稽
古
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一闕
本巻

　

一　

御
献
立
扣
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一　

象
志　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

狂
言
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

［
三
五
丁
表
］

　

一　

小
揚
理
兵
衛
傳

〇
一　

夷
堅
志　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

合
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

武
道
三
國
志　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三闕
本巻

　

一　

當
世
乙
女
踊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

麓
草
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

道
之
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
五
丁
裏
］

　

一　

臨
済
語
録
撮
要
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

　

一　

秘

記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

吾
妻
海
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

東
海
道
驛
路
鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四闕
本巻

　

一　

草
木
之
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

日
本
水
土
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

金
浙
兵
制
日
本
風
土
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
六
丁
表
］

　
　
　
　
　

十
三
番

　

一　

訂
正
東
醫
寳
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
五
巻

　
　
　
　
　

十
四
番

　

一　

泯
江
入
楚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
五
巻

　
　
　
　
　

十
五
番

　

一　

八
代
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
巻

［
三
六
丁
裏
］

　
　
　
　
　

十
六
番

　

一　

万
安
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
五
巻

　
　
　
　
　

十
七
番

　

一　

類
題
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
巻

　
　
　
　
　

十
八
番

　

一　

諷
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
巻

　
　
　
　
　

十
九
番

［
三
七
丁
表
］

〇
一　

大
日
本
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九箱
入十

巻

　
　
　
　
　

二
十
番

　

一　

武
家
官
位　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
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一　

都
名
所
圖
繪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六箱
入巻

　

一　

訓
蒙
圖
彙
大
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
本
二
帙

　

一　

李
善
注
文
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
巻

　

一　

國
本
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
七
丁
裏
］　

〇
一　

荀
子
全
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

　

一　

郭
注
荘
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

〇
一　

韓
非
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

〇
一　

王
注
老
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

増
注
家
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
巻

〇
一　

世
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻

〇
一　

列
仙
傳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻

［
三
八
丁
表
］

　

一　

管
子
全
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
巻

　

一　

東
岳
先
生
筆
疇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

古
今
銘
盡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

新
刀
銘
盡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

新
刀
銘
盡
後
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
巻

　

一　

萬
葉
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
巻

　

一　

新
刻
蒙
求　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

［
三
八
丁
裏
］

　

一　

箋
注
蒙
求　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻

　

一　

後
漢
書
評
林　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
巻

　
　
　
　
　

二
十
一
番

　

一　

尺
牘
竒
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

武
教
私
用
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
巻

標
題
御
筆

　

一　

真
名
伊
勢
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

右
ニ

同

　

一　

土
佐
日
記
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
九
丁
表
］

右
ニ

同

　

一　

鎌
倉
右
大
臣
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

　

一　

菊
合
之
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
々

　

一　

孟
津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
四
巻

　

一　

國
史
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻

　

一　

古
今
和
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

詩
語
碎
錦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻

　

一　

唐
明
詩
聯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全

［
三
九
丁
裏
］

　

一　

詩
語
叢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一　

甲
陽
軍
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
巻

　
　
　
　
　

二
十
二
番

　

一　

湖
月
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
巻

　
　
　
　
　

二
十
三
番

　

一　

史
記
評
林　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
五
巻



− 71 −

　
　
　
　
　

二
十
四
番

［
裏
表
紙
裏
］

　

一　

草
露
貫
珠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二別
箱十

三
巻

　
　
　

〇
此
分
学
舘
所

ニ
拝
借
出

ル

［
裏
表
紙
］

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
赤
松
文
二
郎
『
郡
誌
後
材　

扇
城
遺
聞
』、
中
津
小
幡
紀
念
図
書

館
、
一
九
三
二
年
。

▲
大
分
県
総
務
部
総
務
課
編
『
大
分
県
史
』
近
世
篇
二
、一
九
八
五
年
。

▲
大
島
明
秀
「
屋
形
家
と
中
津
藩
儒
倉
成
龍
渚
―
写
本
「
外
療
内
治

法
」
を
中
心
に
―
」（『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館 

医
家
史
料

館
叢
書
』
第
七
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）。

▲
大
島
明
秀
「
一
九
世
紀
後
半
中
津
に
お
け
る
医
師
大
江
雲
澤
の
「
門

人
帳
」
に
つ
い
て
」（『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館 

医
家
史
料

館
叢
書
』
第
九
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）。

▲
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
の
綜
合
的
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
〇
年
。

▲
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』、
碧
雲
荘
、
東
京
、
一
九
四
〇
年
。

▲
中
津
市
史
刊
行
会
編
・
刊
『
中
津
市
史
』、
一
九
六
五
年
。

▲
吉
田
洋
一
「
文
政
年
間
に
お
け
る
大
江
家
周
辺
の
事
績
」（『
中
津
市

歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館 

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
一
〇
巻
、
中
津
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
所
収
）。

▲
『
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
所
蔵
和
書
目
録
』、
中
津
市
立
小
幡

記
念
図
書
館
、
二
〇
〇
三
年
。



− 72 −

史
料

▲
「
御
蔵
書
」（
写
本
、
仮
綴
三
九
丁
、
二
七
・
一
糎
×
一
八
・
八
糎
、

鷹
匠
町
―
大
江
家
七
六
、
大
江
医
家
史
料
館
蔵
）。

注

 　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１　

鷹
匠
町
―
大
江
家
七
六
。

２　

「
御
蔵
書
」
裏
表
紙
裏
。

３　

「
御
蔵
書
」
の
一
部
は
、
現
在
中
津
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

『
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
所
蔵
和
書
目
録
』
（
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書

館
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
っ
て
窺
い
知
れ
る
。

４　

赤
松
文
二
郎
編
『
郡
誌
後
材　

扇
城
遺
聞
』
（
中
津
小
幡
紀
念
図
書
館
、
一
九
三
二

年
）
、
四
四
七
～
四
四
九
頁
。

５　

「
御
蔵
書
」
一
丁
裏
。

６　

「
御
蔵
書
」
三
丁
表
。

７　

「
御
蔵
書
」
三
丁
裏
。

８　

「
御
蔵
書
」
七
丁
裏
。
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は
じ
め
に

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
修
道
院
、
大
学
、
専
門
工
房
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た

書
物
の
書
写
は
、
一
四
四
五
年
頃
の
活
版
印
刷
技
術
の
発
明
に
よ
り
衰

退
し
て
し
ま
っ
た
が
、
一
方
、
木
版
印
刷
に
よ
る
商
業
出
版
が
本
格
化

し
た
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
高
価
な
版
本
や
師
語
録
、
出
島
通
詞
の

記
録
資
料
な
ど
、
活
字
に
な
ら
な
い
写
本
の
書
写
も
引
き
続
き
行
わ

れ
、
幕
末
頃
ま
で
情
報
の
伝
播
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
中
津
の

村
上
家
、
大
江
家
、
屋
形
家
な
ど
に
伝
わ
る
医
書
の
多
く
は
、
遊
学
先

で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
部
に
は
中
津
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
も

の
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

陀
羅
尼
（
梵 dhāran

4ī

）、
仏
経
な
ど
の
印
刷
の
歴
史
は
八
世
紀
ま

で
遡
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
印
刷
機
を
も
た
ら
し
た
一
六
世
紀
末
頃
に

日
本
で
出
版
さ
れ
た
世
俗
的
書
物
は
、『
節
用
集
』、『
聚
分
韻
略
』
な

ど
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
一
六
〇
三
年
に
長
崎
で
刊
行
さ
れ
た

『Vocabulario da Lingoa de Iapam
 com

 A
declaração em

 
Portugues

』（
通
称
『
日
葡
辞
書
』）
に
は
、「
本
屋
」、「
書
肆
」、「
書

林
」、「
書
房
」
と
い
う
見
出
し
語
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
寛

永
年
間
か
ら
京
都
を
起
点
に
書
物
が
商
品
化
さ
れ
、
出
版
業
が
企
業
と

し
て
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
は
上
流
階
級
の
読
者
が
多
か
っ

た
が
、
出
版
・
販
売
業
の
成
長
と
と
も
に
、
一
般
の
読
者
の
た
め
の
本

が
増
え
、
京
都
、
大
坂
、
江
戸
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
の
城
下
町
に

図
書
の
印
刷
、
出
版
、
販
売
の
三
つ
を
兼
ね
て
行
う
書
肆
が
開
業
す

る
。
地
元
の
市
場
が
限
ら
れ
て
い
た
場
合
は
、
本
屋
が
小
間
物
や
文
具

一
般
の
販
売
を
兼
業
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
■1
。
そ
れ
ら
の
所
在
地
と

名
前
は
板
本
の
刊
記
で
確
認
で
き
る
。
大
抵
は
奥
付
に
複
数
の
板
元
名

が
見
ら
れ
る
が
、「
板
」、｢

版｣

、「
梓
」、「
梓
行
」
の
文
字
が
付
け
ら

れ
て
い
る
名
が
主
板
元
と
な
る
■2
。
こ
の
広
範
囲
に
わ
た
る
板
元
の
協

力
体
制
は
、
主
板
元
が
抱
え
る
投
資
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
出
版
物
の
円

滑
な
流
通
を
支
え
、
知
の
広
が
り
に
一
種
の
均
一
性
を
も
た
ら
し
た
。

中
津
初
の
書
肆

　

中
津
は
人
口
が
少
な
く
、
書
籍
の
市
場
と
し
て
は
小
さ
か
っ
た
が
、

数
々
の
板
本
を
調
べ
る
う
ち
に
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
地
元
の
書
肆
の
存
在
が
判
明
し
た
。
元
禄
八
（
一
六
九
五
）

近
世
・
近
代
初
期
中
津
の
書
肆
・
梅
津
屋
寿
平
に
つ
い
て

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
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年
に
刊
行
さ
れ
た
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
十
五
及
び
『
御
家
消
息
往
来
』

と
『
農
家
童
蒙　

教
の
種
蒔
』
の
巻
末
に
あ
る
書
肆
に
幸
子
屋
壽
平
の

名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
中
津
の
最
初
の
書
肆
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
四

年
後
、
当
時
の
藩
主
小
笠
原
長な

が

胤た
ね

（
一
六
六
八
～
一
七
〇
九
）
が
苛
政

の
た
め
所
領
八
万
石
を
没
収
さ
れ
、
小
倉
藩
主
・
小
笠
原
忠た

だ

雄か
つ

に
預
け

ら
れ
た
。
幸
子
屋
壽
平
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明

治
期
ま
で
の
事
例
が
殆
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
書
籍
販
売
を
兼

業
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
十
五
夢
梅
軒
章
峯
、［
称
好
軒
］
徽
庵
著
。

額
田
正
三
郎
（
皇
都
）、
吉
田
四
良
右
衛
門
（
皇
都
）、
額
田
勝
兵

衛
（
皇
都
）、
元
禄
八
乙
亥
歳
三
月
（
一
六
九
五
）
年
刊
。【
名

地
】
北
畠
茂
兵
衞
（
東
京
日
本
橋
通
一
甼
目
）、
稲
田
佐
衛
門

（
同
二
甼
目
）、
長
野
亀
七
（
同
三
甼
目
）、
水
野
慶
次
郎
（
同
通

油
甼
）、
永
田
調
兵
衛
（
西
京
花
屋
甼
油
小
路
東
）、
前
田
半
兵
衛

（
伏
見
大
阪
甼
）、
高
橋
平
三
（
大
和
奈
良
東
向
北
甼
）、
鈴
木
久

三
郎
（
泉
州
堺
神
明
甼
）、
加
藤
長
平
（
伊
勢
山
田
一
志
町
）、
美

濃
屋
代
助
（
名
古
屋
京
甼
）、
永
楽
屋
△
三
郎
（
同
七
軒
甼
）、
小

川
九
平
（
江
州
彦
根
）。【
弘
通
】
岡
安
慶
助
（
美
濃
大
垣
）、
水

谷
善
七
（
同
岐
阜
靭
屋
甼
）、
帶
屋
喜
八
（
越
前
福
井
）、
深
田
屋

伊
三
郎
（
加
州
大
聖
寺
）、
高
桒
屋
（
越
後
柏
竒
新
助
甼
）、
灰
屋

輔
二
（
播
州
姫
路
）、
笹
屋
喜
兵
衛
（
備
後
福
山
）、
桑
木
豊
次
郎

（
安
藝
廣
島
堀
川
町
）、
山
城
屋
臣
吉
（
周
防
山
口
）、
桶
屋
甚
次

郎
（
伹
馬
甫
岡
）、
川
岡
清
助
（
山
雲
松
江
天
神
町
）、
野
田
大
二

図
一
　
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

（
巻
之
四
、七
丁
）
に
見
ら
れ
る
本
屋
は
書
物
の
印
刷
も
行
っ
て

い
る
：「
上
古
に
ハ
銅
を
も
っ
て
板
を
つ
く
り
唐
土
の
本
銅
板

也
と
か
や
。
中
頃
木
を
も
っ
て
植
字
を
な
す
。
そ
れ
も
い
つ
し

か
す
た
り
て
、
今
は
板
木
こ
れ
を
彫
也
」。
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図
二
　『
農
家
童
蒙
　
教
の
種
蒔
』
の
主
板
元
中
川
勘
助
と
そ
の
他
の

書
肆
（
江
差
町
教
育
委
員
会
蔵
）。

郎
（
紀
州
若
山
）。【
書
肆
】
小
中
市
兵
衛
（
東
京
芝
明
前
）、
東

生
龜
次
郎
（
同
大
傅
馬
甼
三
丁
目
）、
大
谷
仁
兵
衛
（
西
京
三
條

通
御
幸
甼
）、
若
林
喜
助
（
同
二
條
柳
馬
場
）、
片
野
東
四
郎
（
名

古
屋
本
甼
通
八
丁
目
）、
矢
野
藤
兵
衛
（
同
四
甼
目
）、
中
村
喜
平

（
加
州
金
澤
上
堤
甼
）、
近
田
太
平
（
同
保
江
甼
）、
安
達
幾
太
郎

（
石
見
濱
田
戉
甼
）、
幸
子
屋
壽
平
（
豊
前
中
津
）、
北
村
佐
兵
衛

（
泉
州
堺
山
口
通
熊
野
甼
）、
中
川
勘
助
版
（
大
坂
心
斎
橋
通
博
勞

甼
）【
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
】

『
御
家
消
息
往
来
全
』
溝
江
小
笠
斎
著
。
中
川
勘
助
（
大
坂
）、

［
明
治
期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
中
市
兵
衛
（
東
京
山
）、
東
生
亀

次
郎
（
東
京
山
）、
大
谷
仁
兵
衛
（
西
京
）、
若
林
喜
助
（
西

京
）、
方
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
矢
野
藤
兵
衛
（
名
古
屋
）、
中

村
喜
平
（
加
州
）、
近
田
太
兵
衛
（
加
州
）、
安
達
幾
太
郎
（
石

見
）、
幸
子
屋
壽
平
（
豊
前
中
津
）、
北
村
佐
兵
衛
（
泉
州
）、
中

川
勘
助
（
大
坂
）【
見
返
し
に
「
浪
花
書
房 

謄
米
閣
梓
」
と
あ

り
】【
蔵
】

『
農
家
童
蒙
　
教
の
種
蒔
』
中
川
勘
助
（
大
坂
）、［
明
治
期
］。

【
各
地
発
行
書
肆
】
山
中
市
兵
衛
（
東
京
芝
神
明
前
）、
東
生
龜
次

郎
（
同
大
傳
馬
町
三
丁
目
）、
大
谷
仁
兵
衛
（
西
京
三
条
通
御
幸

町
）、
若
林
喜
助
（
同
二
条
通
柳
馬
場
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋

本
町
通
八
丁
目
）、
矢
野
藤
兵
衛
（
同
四
丁
目
）、
中
村
喜
平
（
加

州
金
澤
上
堤
町
）、
近
田
太
平
（
同　

保
江
町
）、
安
達
幾
太
郎

（
石
見
濱
田
戎
町
）、
幸
子
屋
壽
平
（
豊
前
中
津
）、
北
村
佐
兵
衛

（
泉
州
堺
山
口
通
熊
野
町
）、
中
川
勘
助
版
（
大
坂
心
斎
橋
通
博
勞

町
）【
江
差
町
教
育
委
員
会
蔵
蔵
】

　
古
博
多
町
梅
津
屋
壽
平

　

本
調
査
の
結
果
が
示
す
限
り
、
最
も
多
く
の
書
物
の
発
行
や
販
売
に
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『
鍼
灸
重
寶
記
』
本ほ

ん

郷ご
う

正ま
さ

豊と
よ

撰
。
須
原
屋
茂
兵
衛
（
江
戸
）、
岡

田
三
郎
右
衛
門
（
大
坂
）、
勝
村
治
右
衛
門
（
京
）、
寛
延
己
巳

（
一
七
四
九
）
年
［
刊
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
北
畠
茂
兵
衛
（
東

京
日
本
橋
通
二
丁
目
）、
大
倉
孫
兵
衛
（
同
所
）、
田
中
治
兵
衛

（
京
都
寺
町
四
條
上
ル
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
玉
屋
町
二
丁

目
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
西
町
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
土
橋

町
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
古
博
多
町
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫
路
俵

町
）、
長
崎
次
郎
（
熊
本
新
二
丁
目
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
仲

町
梅
津
）【
筆
者
蔵
】

　

も
う
一
つ
の
医
書
は
、
易
学
に
基
づ
く
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
述
べ

た
『
古
易
察
病
傳
』
で
あ
る
。
著
者
の
新
井
白
蛾
は
、
儒
学
者
と
し
て

加
賀
藩
校
「
明
倫
堂
」
で
学
頭
を
務
め
な
が
ら
占
筮
を
朱
子
学
の
基
礎

理
論
に
し
、
口
伝
の
秘
法
を
ま
と
め
、
書
物
と
し
て
広
め
た
。

『
古
易
察
病
傳
』［
新
井
白
蛾
著
］。
中
川
勘
助
（
大
坂
博
榮
町
四

丁
目
）、
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
序
。【
各
地
発
行
書
肆
】
北

畠
茂
兵
衛
（
江
戸
）、
大
倉
孫
兵
衛
（
江
戸
）、
田
中
治
兵
衛
（
京

都
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
廣
田
七

次
郎
（
彦
根
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫
路
）、

長
崎
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
明
治
大
学
図
書

館
蔵
】

　

確
認
で
き
た
限
り
で
は
、
一
八
世
紀
末
ま
で
は
梅
津
壽
平
が
発
行
書

携
わ
っ
た
の
は
古
博
多
町
の
梅
津
屋
壽じ

ゅ

平へ
い

だ
っ
た
。
最
初
の
関
連
出
版

物
は
、
本
郷
正
豊
が
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
に
発
表
し
た
医
書
『
鍼

灸
重
寶
記
』
で
あ
る
。
主
板
元
は
江
戸
最
大
の
書
物
問
屋
と
な
っ
た
須

原
屋
茂
兵
衛
、
大
坂
で
名
を
知
ら
れ
た
池
田
屋
岡
田
三
郎
右
衛
門
及
び

京
都
の
勝
村
治
右
衛
門
で
、「
諸
国
発
行
書
誌
」
に
梅
津
壽
平
の
名
が

あ
る
。
そ
の
三
年
前
の
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
に
、
中
津
藩
の
第
二

代
藩
主
奥
平
昌ま

さ

敦あ
つ

（
一
七
二
四
～
一
七
五
八
）
が
、
父
奥
平
昌ま

さ

成し
げ

の
死

去
に
よ
り
家
督
を
継
い
で
い
る
。

図
三　
『
鍼
灸
重
寶
記
』
に
付
け
ら
れ
た
訂
正
表
（
筆
者
蔵
）。
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肆
と
し
て
関
わ
っ
た
本
は
少
な
い
が
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
そ
の

数
は
著
し
く
増
え
て
い
る
。

『
詞
瓊
綸
』
本
居
宣
長
著
。
中
川
勘
助
（
大
坂
）。
安
永
八

（
一
七
七
九
）
年
序
。【
各
地
発
行
書
肆
】
加
藤
長
平
（
伊
勢
山

田
）、
川
瀬
大
助
（
名
古
屋
）、
横
田
（
彦
根
）、
治
郎
（［
不

明
］）、
春
田
徳
太
郎
（
金
澤
）、
赤
松
伊
三
郎
（
大
聖
寺
）、
大
橋

甚
吾
（
富
山
）、
土
島
長
助
（
峯
山
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫
路
）、

錦
栄
堂
（
九
亀
）、
中
野
光
（
伊
像
中
村
）、
林
斧
助
（
福
岡
）、

梅
津
壽
平
（
中
津
博
多
町
） 【
蔵
】

『
詞
瓊
綸
』
本
居
宣
長
著
。
浪
華　

文
營
堂
梓
、［
出
版
年
不

明
］。【
諸
国
發
行
書
誌
】
北
畠
茂
兵
衛
（
東
京
日
本
橋
通
一
丁

目
）、
稻
田
佐
兵
衛
（
同
二
丁
目
）、
山
中
市
兵
衛
（
同
芝
太
神

前
）、
出
雲
寺
文
次
郎
（
西
京
三
條
通
堺
町
）、
片
野
東
四
郎
（
名

古
屋
本
甼
七
丁
目
）、
矢
田
藤
兵
衛
（
同
四
丁
目
）、
近
田
太
（
加

州
金
澤
保
江
甼
）、
中
村
喜
平
（
同
七
甼
）、
伊
藤
和
七
郎
（
播
州

姫
路
俵
甼
）、
宮
川
臣
吉
（
防
州
山
口
）、
大
芦
利
七
（
雲
州
松
江

魚
甼
）、
梅
津
壽
平
（
豊
前
中
津
古
博
多
町
）、
中
川
勘
助
（
大
阪

心
斎
橋
通
博
榮
町
四
丁
目
）【
蔵
】

『
荀
子
』
楊
倞
撰
、
久
保
愛
注
、
山
世
璠
正
編
、
土
屋
型
重
訂
。

中
川
勘
助
（
大
坂
）、
文
政
丁
亥
（
一
八
二
七
）［
補
遺
序
］。【
各

地
発
行
書
肆
】
北
畠
茂
兵
衛
（
東
京
）、
出
雲
寺
萬
次
郎
（
名
古

屋
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
川
瀬
代
助
（
名
古
屋
）、
益
智

館
（
金
澤
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本

荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中

津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
奥
付
に

図
四
　『
鍼
灸
重
寶
記
』
寛
延
二
年
版
（
筆
者
蔵
）。
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助
（
大
阪
）【
金
沢
大
学
付
属
図
書
館
蔵
】

『
星
巌
集
』
梁
緯
撰
。
中
川
勘
助
（
大
坂
）、
北
畠
茂
兵
衛
（
大

坂
）、
稻
田
佐
兵
衛
（
大
坂
）、
山
中
市
兵
衛
、
梅
津
壽
平
（
中

津
）、
出
雲
寺
文
次
郎
、
天
保
辛
丑
（
一
八
四
一
）。【
各
地
発
行

書
肆
】
大
芦
利
七
（
雲
州
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
矢
田
藤

兵
衛
（
名
古
屋
）、
宮
川
臣
吉
（
防
州
）、
中
村
喜
平
（
加
州
）、

近
田
太
平
（
加
州
）、
伊
藤
和
七
郎
（
播
州
）【
筑
波
大
学
附
属
図

書
館
蔵
】

『
西
國
三
十
三
所
名
所
圖
會
』
暁
鐘
成
編
輯
、
松
川
半
山
、
浦
川

公
左
畫
圖
。
中
川
勘
助
（
大
坂
）、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年

序
。【
各
地
発
行
書
肆
】
北
畠
茂
兵
衞
（
東
京
）、
出
雲
寺
萬
次
郎

（
西
京
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
川
瀬
代
助
（
名
古
屋
）。

【
記
録
し
な
か
っ
た
發
行
書
肆
】
益
智
館
（
金
澤
）、
大
橋
甚
吾

（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫

三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉

田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
注
記
：
刷
り
は
明
治
以
降
】【
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
】

『
囲
碁
妙
傳
』
井
上
因
碩
著
。
秋
田
屋
太
右
衛
門
（
浪
華
）、
嘉

永
五
（
一
八
五
二
）
初
春
新
鐫
。【
諸
国
發
行
書
肆
】
北
畠
茂
兵

衛
（
東
京
日
本
橋
通
壹
丁
目
）、
出
雲
寺
萬
次
郎
（
同
横
山
町
壹

丁
目
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
玉
屋
町
二
丁
目
）、
川
瀬
代
助

「
中
川
明
善
堂
製
本
奥
附
」
と
あ
り
】【
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館

蔵
】

『
荀
子
』（
唐
）
楊
倞
注
、（
日
本
）
山
世
璠
正
編
、（
日
本
）
久

保
愛
増
注
、（
日
本
）
土
屋
型
重
訂
。
中
川
勘
助
、
益
智
館
、
川

瀬
代
助
、
片
野
東
四
郎
、
出
雲
寺
萬
次
郎
、
北
畠
茂
兵
衛
、［
幕

末
明
治
期
］［
印
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒

島
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
清
水
庫
三
郎

（
廣
島
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
大
橋
甚

吾
（
富
山
）【
見
返
し
に
「
大
阪
書
林 

明
善
堂
梓
」
と
あ
り
】

【
東
京
大
学 

総
合
図
書
館
蔵
】

『
洗
心
笑
樵
記
』
大
塩
中
斎
［
平
八
郎
］
著
。
大
塩
中
斎
〔
平
八

郎
〕
刊
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
。【
各
地
発
行
書
肆
】
片
野

東
四
郎
（
名
古
屋
）、
川
瀬
代
助
、
益
知
館
（
金
澤
）、
大
橋
甚
吾

（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫

三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉

田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）、
中
川
勘
助
（
大
坂
）【
金
沢
大
学
付
属
図

書
館
蔵
】

『
洗
心
笑
樵
記
』
大
塩
中
斎
〔
平
八
郎
〕
著
。
松
浦
誠
之
、
天
保

六
（
一
八
三
五
）
年
。【
各
地
発
行
書
肆
】
出
雲
寺
万
次
郎
（
東

京
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
川
瀬
代
助
（
名
古
屋
）、
益
知

館
（
金
澤
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
広
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本

荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中

津
）、
長
崎
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）、
中
川
勘
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（
同
本
町
二
丁
目
）、
益
智
館
（
金
澤
庁
甼
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山

西
甼
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
土
橋
甼
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
米
田

甼
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
東
横
甼
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
古
博
多

甼
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
新
貮
丁
目
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
中

甼
）、
中
川
勘
助
（
大
阪
博
榮
町
四
丁
目
）【
早
稲
田
大
学
図
書
館

蔵
】

『
韓
子
解
詁
』
津
田
鳳
卿
邦
儀
甫
述
、
安
江
信
君
實
甫
。
中
川
勘

助
（
大
坂
）、
北
村
佐
平
（
泉
州
）、
梅
津
壽
平
（
豊
前
中
津
）、

［
江
戸
後
期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
三
村
直
怒
（
伊
豫
大
洲
）、
阪

本
屋
藤
吉
（
紀
州
大
谷
）、
宮
川
臣
吉
（
防
州
山
口
）、
伊
藤
和
七

郎
（
播
州
姫
路
）、
大
芦
利
七
（
松
江
）、
深
城
伊
三
郎
（
加
賀
大

聖
寺
）、
中
村
喜
平
（
加
州
金
澤
）、
近
田
太
平
（
加
州
金
澤
）、

篠
田
伊
十
郎
（
勢
州
津
）、
大
垣
久
兵
衛
（
摂
州
三
田
）【
注
記
：

見
返
し
に
「
嘉
永
甲
寅
（
一
八
五
四
）
孟
春
」（
枠
外
）、「
加
賀

津
田
先
生
撰 

全
十
冊　
　

摂
陽
書
賈　

文
榮
堂　

積
玉
圃　

龍

章
堂
」
と
あ
り
】【
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

『
韓
子
解
詁
』
津
田
鳳
卿
邦
儀
甫
述
。
北
村
佐
平
（
泉
州
堺
）、

大
垣
久
兵
衛
（
摂
州
三
田
）、
篠
田
伊
十
郎
（
勢
州
津
）、
近
田
太

平
（
加
州
金
澤
）、
中
村
喜
平
（
加
州
金
澤
）、
深
城
伊
三
郎
（
加

州
金
澤
）、
大
芦
利
七
（
雲
州
松
江
）、
伊
藤
和
七
郎
（
播
州
姫

路
）、
宮
川
臣
吉
（
防
州
山
口
）、
阪
本
屋
藤
吉
（
紀
州
大
谷
）、

三
村
直
恕
（
伊
豫
大
洲
）、
梅
津
壽
平
（
豊
前
中
津
） 【「
末
巻
綱

領
」
に
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
の
自
序
あ
り
】【
京
都
大
学

文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
】

『
新
策
』
頼　

山
陽
、
杉
本
貞
健
、
頼
山
陽
撰
、
杉
本
貞
健
校
。

菱
屋
友
七
（
京
師
）、
中
川
勘
助
（
大
坂
）、
梅
津
壽
平
（
中

津
）、
三
村
直
恕
（
伊
豫
大
洲
）、
阪
木
屋
藤
吉
、
安
政
二

（
一
八
五
五
）
乙
卯
新
鐫
。【
各
地
発
行
書
肆
】
北
村
佐
平
（
泉

州
）
ほ
か
八
書
肆
。【
出
版
者
は
巻
之
六
の
後
ろ
表
紙
見
返
し
に

よ
る
】【
京
都
大
学
経
済
学
部
蔵
】

『
茶
道
聞
書
集
』
如
心
齋
宗
匠
口
授
、
川
上
不
白
聞
書
、
稲
垣
休

叟
傍
註
。
中
川
勘
助
、
出
雲
寺
萬
次
郎
、
北
畠
茂
兵
衛
、
川
瀬
代

助
、
片
野
東
四
郎
、
益
智
館
、［
出
版
年
不
明
］。【
各
地
発
行
書

肆
】
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘
輔
二

（
姫
路
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
長
嵜
次

郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
大
阪
大
学
附
属
図
書
館

蔵
】

『
茶
道
筌
蹄
後
編
聞
書
』
如
心
齋
宗
匠
口
授
、
川
上
不
白
聞
書
、

稲
垣
休
叟
傍
註
。
中
川
勘
助
、
出
雲
寺
萬
次
郎
、
北
畠
茂
兵
衛
、

川
瀬
代
助
、
片
野
東
四
郎
、
益
智
館
、［
出
版
年
不
明
］。【
各
地

発
行
書
肆
】
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘

輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、

長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
大
阪
大
学
附
属

図
書
館
蔵
】
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『
茶
道
筌
蹄
』
黙
々
齋
主
人
編
。
中
川
勘
助
、
出
雲
寺
萬
次
郎
、

北
畠
茂
兵
衛
、
川
瀬
代
助
、
片
野
東
四
郎
、
益
智
館
］、［
出
版
年

不
明
］。【『
茶
道
聞
書
集
』
に
あ
る
そ
の
他
の
出
版
者
】
大
橋
甚

吾
（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
清

水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊

本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
文
化
13
年
の
跋
あ
り
】【
大
阪

大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

『
群
書
一
覧
』［
尾
崎
雅
嘉
撰
］。
大
倉
孫
兵
衛
、
田
中
治
兵
衛
、

片
野
東
四
郎
、
大
橋
甚
吾
、［
江
戸
後
期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】

廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫

路
）、
長
崎
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）、
中
川
勘

助
（
大
阪
）【
香
川
大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

『
高
青
邱
詩
集
』（
清
）
金
檀
輯
注
、（
日
本
）
梁
孟
緯
校
閲
。
中

川
勘
助
、
出
雲
寺
萬
次
郎
、
北
畠
茂
兵
衛
、
川
瀬
代
助
、
片
野
東

四
郎
、
益
智
館
［
江
戸
後
期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
大
橋
甚
吾

（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫

三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉

田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
注
記
：
見
返
し
に
「
安
政
三
年
丙
辰
初

春
發
行
」、「
皇
都
書
林 

文
政
堂 

文
泉
堂 

浪
華
書
林 

嵩
山
堂 

合

梓
」
と
あ
り
】【
京
都
大
学
経
済
学
部
図
書
室
蔵
】

『
通
議
』
頼
襄
著
。
北
畠
茂
兵
衞
、
大
倉
孫
兵
衞
、
田
中
治
兵

衛
、
片
野
東
四
郎
、
中
川
勘
助
、［
江
戸
後
期
］。【
各
地
発
行
書

肆
】
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
梅
津
壽
平

（
中
津
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫
路
）、
長
崎
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸

兵
衛
（
鹿
兒
島
）【
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
】

『
新
鍥
類
觧
官
様
日
記
故
事
大
全
』（
明
）
張
瑞
圖
校
、（
日
本
）

鎌
田
環
齋
再
校
。
中
川
勘
助
（
大
坂
）、
北
村
佐
平
（
泉
州
堺
）、

大
垣
久
兵
衛
（
摂
州
三
田
）、
篠
田
伊
十
郎
（
勢
州
津
）、［
江
戸

後
期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
中
村
喜
平
（
金
澤
）、
近
田
太
平

（
金
澤
）、
深
城
伊
三
郎
（
加
州
大
聖
寺
）、
大
芦
利
七
（
松
江
）、

伊
藤
和
七
郎
（
姫
路
）、
宮
川
臣
吉
（
山
口
）、
阪
本
屋
藤
吉
（
紀

州
大
谷
）、
三
村
直
恕
（
伊
豫
大
洲
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
） 【
大

阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

　

そ
の
書
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
梅
津
屋
が
販
売
し
た
書
籍
の
内

容
は
経
籍
、
詩
文
、
歴
史
、
茶
道
、
囲
碁
、
地
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
中
津
地
方
に
お
け
る
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
と
教
育
水
準
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
。

　
明
治
初
期
の
書
物
と
松
葉
屋
作
兵
衛

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
中
津
佐
藤
家
寄
贈
資
料
所
収
の
『
通
俗
漢
楚
軍

談
』
十
五
の
巻
末
に
「
中
津
新
博
多
町
松
葉
寛
兵
衛
」
の
押
印
が
見
ら

れ
る
（
図
五
）。
そ
れ
は
宇
喜
多
練
が
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
大
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阪
府
の
文
栄
堂
で
出
版
し
た
『
畫
入
開
化
往
来
』
及
び
同
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
畫
入
開
化
往
来
』
の
取
次
書
房
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
中
津　

松
葉
屋
作
兵
衛
」
と
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松

葉
屋
の
名
が
載
っ
て
い
る
事
例
は
極
端
に
少
な
い
の
で
、
本
業
は
本
屋

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

村
佐
助
（
泉
州
堺
）、
篠
屋
喜
兵
衛
（
備
後
福
山
）、
山
城
屋
彦
八

（
長
門
萩
）、
二
文
字
屋
儀
兵
衛
（
筑
後
久
留
米
）、
小
島
屋
儀
八

郎
（
肥
後
熊
本
）、
数
珠
屋
傳
兵
衛
（
同
）、
佐
野
屋
長
七
（
豊
前

福
間
）、
糀
屋
嘉
六
（
豊
前
小
倉
）、
松
葉
屋
作
兵
衛
（
同
中

津
）、
改
田
屋
民
蔵
（
土
州
高
知
）［
・
・
・
］
須
原
茂
兵
衛
（
東

京
）［
・
・
・
］
秋
田
市
兵
衛
（
大
阪
）［
・
・
・
］
須
原
屋
平
左

衛
門
發
（
西
京
）、
伊
丹
屋
善
兵
衛
兌 

（
計
九
一
店
）【
注
記
：
表

紙
に
「
花
説
堂
・
文
榮
堂
藏
」
と
あ
り
】【
東
京
学
芸
大
学
附
属

図
書
館
蔵
】

『
開
化
商
賣
往
來
』
松
川
半
山
編
并
画
。［
紀
元
二
千
五
百
三
十

三
（
一
八
七
三
）
年
例
言
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
加
藤
利
兵
衛

（
三
河
岡
崎
）、
須
原
屋
善
蔵
（
駿
州
静
岡
）、
二
文
字
屋
安
兵
衛

（
越
前
福
井
）、
帶
屋
喜
八
（
越
前
福
井
）、
岡
崎
左
記
助
（
越
前

福
井
）、
本
屋
利
兵
衛
（
美
濃
大
垣
）、
阪
本
屋
大
二
郎
（
紀
州
若

山
）、
篠
田
伊
十
郎
（
伊
勢
津
）、
本
屋
嘉
助
（
同
松
阪
）、
永
楽

屋
東
四
郎
（
尾
州
名
古
屋
）、
万
屋
東
兵
衛
（
尾
州
名
古
屋
）、
中

村
堪
二
（
肥
前
伊
万
里
）、
三
輪
屋
八
十
二
（
同
平
戸
）、
小
島
屋

儀
八
郎
（
肥
後
熊
本
）、
山
川
正
三
郎
（
豊
後
府
内
）、
釘
宮
嘉
兵

衛
（
同
臼
杵
）、
深
屋
弥
助
（
筑
前
博
多
）、
二
文
字
屋
儀
兵
衛

（
筑
後
久
留
米
）、
中
津
屋
卯
助
（
豊
前
小
倉
）、
松
葉
屋
作
兵
衛

（
同
中
津
）、
改
田
屋
民
蔵
（
土
州
高
知
）、
夜
須
屋
為
吉
（
土
州

高
知
）、
本
屋
茂
兵
衛
（
讃
州
高
松
）、
天
満
屋
武
兵
衛
（
阿
州
徳

島
）、
紀
伊
国
屋
三
右
衛
門
（
阿
州
徳
島
）、
篠
屋
喜
兵
衛
（
備
後

『
畫
入
開
化
往
來
』
宇
喜
多
練
輯
。
前
川
善
兵
衛
（
大
阪
）、
明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
春
二
月
新
刊
。【
弘
通
所
】
阪
本
屋
大
二

郎
（
紀
州
若
山
）、
帶
屋
伊
兵
衛
（
同
）、
本
屋
文
助
（
同
）、
北

図
五　
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
に
見
ら
れ
る
新
博
多
町
松
葉
屋
寛
兵
衛
の

押
印
■3

。
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図
六
　『
畫
入
開
化
往
来
』（
一
八
七
三
年
刊
）

の
取
次
書
房
（
東
京
学
芸
大
学
附
属
図

書
館
蔵
）。
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福
山
）、
守
屋
宇
助
（
備
中
高
梁
）、
加
島
屋
長
八
郎
（
備
中
高

梁
）、
松
田
屋
大
三
郎
（
備
中
高
梁
）、
出
雲
屋
幾
太
郎
（
石
州
浜

田
）、
中
島
屋
益
太
郎
（
備
前
岡
山
）、
灰
屋
輔
二
（
播
州
姫

路
）、
北
畠
茂
兵
衛
（
東
京
）、
山
中
市
兵
衛
（
東
京
）、
辻
本
仁

兵
衛
（
西
京
）、
同
九
兵
衛
（
西
京
）、
遠
藤
平
左
衛
門
（
西

京
）、
大
谷
仁
兵
衛
（
西
京
）、
河
内
屋
茂
兵
衛
（
大
坂
心
斎
橋
筋

博
労
町
角
）

　『
小
兒
養
育
金
礎
』
と
中
津
豊
後
町
の
播
磨
屋

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
年
か
ら
「
脾
肝
藥
王
圓
」
を
製
造
、
販
売

し
て
い
た
京
都
在
住
の
石
田
鼎
貫
（
一
七
七
二
～
一
八
六
六
）
は
、
こ

の
薬
の
効
能
を
確
定
し
た
上
で
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
に
一
般

向
け
の
児
童
養
生
書
を
刊
行
す
る
■4
。

「
小
兒
養
育
金
礎
標　
［
・
・
・
］
賣
藥
一
藥
に
て
諸
病
を
治
す

る
こ
と
は
、
あ
ま
り
大
凡
ゆ
ゑ
、
こ
れ
を
樣
見
る
こ
と
、
文
化
四

丁
卯
［
一
八
〇
七
］
年
よ
り
同
巳
年
迄
三
ヶ
年
の
間
、
四
方
に
施

藥
し
試
る
に
、
同
症
の
内
に
効
あ
る
と
無
と
あ
り
。
然
ど
も
是
を

選
こ
と
詳
な
ら
ず
。
反
覆
す
る
こ
と
又
四
年
、
前
後
七
ヶ
年
を
施

藥
な
し
、
酉
［
一
八
一
三
］
年
に
い
た
り
て
治
と
不
治
と
を
明
白

に
撰
め
り
。
故
に
此
後
効
な
き
人
、
予
が
藥
用
ひ
な
き
や
う
。
効

験
の
有
無
を
委
し
く
記
す
能
書
な
れ
ば
、
此
藥
用
ひ
の
方
は
、
篤

と
會
得
の
ゆ
く
ま
で
讀
給
ふ
べ
し
。
た
と
ひ
此
藥
も
ち
ひ
な
く

共
、
小
兒
あ
る
方
の
心
得
と
な
る
べ
き
こ
と
も
記
し
て
、
小
兒
養

育
黄
金
の
礎
と
題
す
。」（『
小
兒
養
育
金
礎
』
嘉
永
四
年
版
、
三

丁
裏
）

　
「
脾
肝
藥
王
圓
」
は
、
図
版
も
豊
富
で
実
用
的
な
こ
の
本
に
支
え
ら

れ
て
普
及
し
、
鼎
貫
は
九
五
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
薬
屋
と

し
て
大
成
功
を
収
め
る
。
初
版
本
の
流
布
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
が
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
及
び
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年

版
に
は
同
書
を
取
り
扱
う
「
元
弘
所
」（
計
五
〇
店
）
が
列
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
中
津
の
播
磨
屋
儀
助
が
含
ま
れ
て
い
る
。

『
小

し
ょ
う
に
よ
う
い
く
こ
が
ね
の
い
し
ず
え

兒
養
育
金
礎
　
藥
王
圓
能
書 

全
』
石
田
鼎
貫
（
潜
竜
陳

人
）
著
。
皇
都　

石
田
丹
波
介
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
再
彫

改
補
版
。【
出
張
弘
所
】
東
京
新
橋
加
賀
町
、
大
阪
四
ツ
橋
北

詰
、【
元
弘
所
】
井
筒
屋
徳
兵
衛
（
京
都
）［
・
・
・
］「
豊
前
中

津
豊
後
町　

播
磨
屋
儀
助 

［
・
・
・
］ 

井
筒
屋
権
右
エ
門
（
陸
奥

盛
岡
郡
山
）。【
注
記
：
巻
末
に
「
旹
文
化
十
年
癸
酉
仲
秋
／
潜
龍

陳
人
鼎
貫
誌
／
嘉
永
四
年
辛
亥
孟
春
再
彫
之
期
改
補
／
慶
應
元
年

乙
丑
仲
秋
再
彫
之
期
改
補
」
と
あ
り
】【
筆
者
蔵
】

　

こ
の
播
磨
屋
は
、
そ
も
そ
も
本
屋
で
は
な
く
、
黒
田
孝
高
（
通
称
は

官
兵
衛
）
が
播
磨
国
姫
路
か
ら
中
津
に
入
部
し
た
時
に
一
緒
に
移
転
し

て
き
た
商
人
で
あ
る
。
歴
代
の
家
督
は
権
力
者
と
緊
密
な
協
力
関
係
を

築
き
、
九
棟
ま
で
増
え
た
倉
と
店
舗
で
呉
服
、
酒
、
薬
の
卸
売
業
を
営

ん
で
い
た
。『
小
兒
養
育
金
礎
』
と
脾
肝
藥
王
圓
を
セ
ッ
ト
で
買
い
求



− 84 −

図
七
　
九
三
歳
の
石
田
鼎
貫
（『
小
児
養
育
金
礎
』
慶
応
元
年
版
よ

り
。
筆
者
蔵
）。

二
十
一
日
出
版
御
届 

同
五
月
刻
成
」
と
あ
り
】【
東
京
大
学
大
学

院
人
文
社
会
系
研
究
科
文
学
部
図
書
室
蔵
】

『
繁
評
判
加
納
実
伝
』
南
窓
居
士
著
、
花
井
卯
助
編
輯
。
共
和
書

店
・
積
善
舘
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
刊
。【
売
捌
所
】
東

京
春
陽
堂
、
仝
上
田
屋
、
仝
大
川
屋
、［
・
・
・
］
梅
津
壽
平

め
る
客
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
梅
津
壽
平
に
は
こ
の
よ
う
な
商
売
は
難

し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
石
田
鼎
貫
の
息
子
勝
信
が
明
治
一
一

（
一
八
七
八
）
年
に
刊
行
し
た
改
正
版
『
小
兒
養
育
心
得　

藥
王
圓
能

書 

全
』
に
見
ら
れ
る
「
売
弘
取
次
所
」
は
、
一
四
三
店
ま
で
増
え
、

好
調
な
売
れ
行
き
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
中
津
で
の
当
時
の

「
取
次
所
」
は
古
博
多
町
の
古
野
平
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
期
の
諸
事
例

　

梅
津
壽
平
は
幕
末
の
波
乱
を
無
事
に
乗
り
越
え
た
よ
う
だ
。
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
に
台
布
刊
が
学
制
を
公
布
し
、
そ
の
翌
年
か
ら
府
県

に
お
い
て
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
中
津
で
利
用
さ
れ
た
明
治
七
年
刊

『
小
学
読
本
』
の
「
諸
国
発
行
書
肆
」
が
示
す
よ
う
、
体
制
の
実
施
に

あ
た
っ
た
文
部
省
は
、
地
元
で
の
教
科
書
発
行
に
関
し
て
、「
豊
前
中

津
古
博
多
町
梅
津
壽
平
」
に
信
頼
を
寄
せ
た
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
書
籍
の
奥
付
は
江
戸
時
代
の
形
式
を
保
っ
て

い
た
。
発
行
年
を
記
載
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
近
代
地
名

や
字
体
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
特
徴
で
お
お
よ
そ
の
出
版
年
を
推

測
で
き
る
。

『
改
正
日
本
地
誌
略
字
引
』
豊
原
善
作
編
。
中
川
勘
助
（
大

阪
）、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
五
月
刊
。【
発
売
書
肆
】
山
中
市

兵
衞
（
東
京
）、
永
樂
屋
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫

路
）、
梅
津
壽
平
（
豊
前
） 【
注
記
：
刊
記
に
「
明
治
十
年
三
月
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［
・
・
・
］
富
山
伸
育
（
鹿
児
島
）（
計
一
三
八
店
）【
国
会
図
書

館
蔵
】

『
怪
男
兒
』
西
村
時
彦
著
、
久
保
田
米
僊
画
。
博
文
堂
、
明
治

二
六
（
一
八
九
三
）
年
刊
。【
売
捌
所
】
大
倉
書
店
（
東
京
日
本

橋
区
通
一
丁
目
）、
小
林
新
兵
衛
（
仝
通
二
丁
目
）［
・
・
・
］
野

依
暦
三
（
小
倉
中
津
）、　

梅
津
寿
平
（
仝
仝
） ［
・
・
・
］
阪
井

萬
吉
（
阿
波
徳
島
通
三
丁
目
）（
計
一
五
四
店
）【
国
会
図
書
館

蔵
】

『
史
記
觿
』
岡
白
駒
著
。
中
川
勘
助
、
矢
田
藤
兵
衛
、
片
野
東
四

郎
、
出
雲
寺
文
次
郎
、
山
中
市
兵
衛
、
稻
田
佐
兵
衛
、
北
畠
茂
兵

衛
、［
幕
末
明
治
期
］［
印
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
梅
津
壽
平
（
中

津
）、
大
芦
利
七
（
松
江
）、
宮
川
臣
吉
（
山
口
）、
伊
藤
和
七
郎

（
姫
路
）、
中
村
喜
平
（
金
澤
）、
近
田
太
平
（
金
澤
）【
見
返
し
に

「
浪
華 

合
書
房
梓
」
と
あ
り
】【
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

『
史
記
觿
』
岡
白
駒
著
。［
出
版
者
不
明
］、［
明
治
期
］。【
諸
國

發
行
書
肆
】
加
藤
長
平
（
伊
勢
山
田
）、
川
瀬
代
助
（
名
古
屋
）、

廣
田
七
治
郎
（
彦
根
）、
春
田
徳
太
郎
）
金
松
伊
三
郎
（
金
澤
）、

大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
土
島
長
助
（
丹
後
峯
山
）、
伊
藤
和
七
郎

（
姫
路
）、
錦
榮
堂
（
丸
亀
）、
中
野
光
（
伊
豫
中
村
）、
林
斧
助

（
福
岡
）、
梅
津
壽
平
（
豊
前
中
津
）、
中
川
勘
助
（
大
坂
）【
名
古

屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

『
荀
子
』（
唐
）
楊
倞
注
、（
日
本
）
山
世
璠
正
編
、（
日
本
）
久

保
愛
増
注
、（
日
本
）
土
屋
型
重
訂
。
中
川
勘
助
、
益
智
館
、
川

瀬
代
助
、
片
野
東
四
郎
、
出
雲
寺
萬
次
郎
、
北
畠
茂
兵
衛
、［
明

治
期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）、
長
嵜
次

郎
（
熊
本
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
本

荘
輔
二
（
姫
路
）、
廣
田
七
治
郎
（
彦
根
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
）

【
注
記
：
見
返
し
に
「
大
阪
書
林 

明
善
堂
梓
」
と
あ
り
】【
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
】

『
韓
子
解
詁
』
津
田
鳳
卿
邦
儀
甫
述
、
安
江
信
君
實
甫
［
ほ
か
］

録
。
中
川
勘
助
、
梅
津
壽
平
、
川
瀬
代
助
、
加
藤
長
平
、［
明
治

期
］［
印
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
林
斧
助
（
福
岡
）、
中
野
光
（
中

村
）、
錦
榮
堂
（
丸
亀
）、
伊
藤
和
七
郎
（
姫
路
）、
上
島
長
助

（
峯
山
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
金
松
伊
三
郎
（
大
聖
寺
）、
春
田

徳
太
郎
（
金
澤
）、
廣
田
七
治
郎
（
彦
根
）【
東
京
大
学
総
合
図
書

館
蔵
】

『
家
相
圖
説
大
全
』
松
浦
久
信
著
述
、
松
浦
國
祐
校
訂
、
三
書
堂

（
大
坂
）、［
出
版
年
不
明
］。【
諸
国
發
行
書
肆
】
北
畠
茂
兵
衛

（
東
京
）、
出
雲
寺
萬
次
郎
（
東
京
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、

川
瀬
代
助
（
名
古
屋
）、
益
智
館
（
金
澤
）、
大
橋
甚
吾
（
富

山
）、
廣
田
七
次
郎
（
彦
根
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫
三

郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽
平
（
中
津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田

幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）、
中
川
勘
助
（
大
阪
）【
九
州
大
学
付
属
図
書
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館
蔵
】

『
地
理
風
水
家
相
一
覽
』
松
浦
琴
鶴
撰
述
、
仝
男
［
松
浦
］
逸

成
、
仝
男
［
松
浦
］
逸
順
挍
訂
。
松
浦
観
濤
閣
（
浪
華
）、［
明
治

期
］。【
各
地
発
行
書
肆
】
北
畠
茂
兵
衛
（
東
京
）、
出
雲
寺
萬
次

郎
（
東
京
）、
片
野
東
四
郎
（
名
古
屋
）、
川
瀬
代
助
（
名
古

屋
）、
益
智
館
（
金
澤
）、
大
橋
甚
吾
（
富
山
）、
廣
田
七
次
郎

（
彦
根
）、
本
荘
輔
二
（
姫
路
）、
清
水
庫
三
郎
（
廣
島
）、
梅
津
壽

平
（
中
津
）、
長
嵜
次
郎
（
熊
本
）、
吉
田
幸
兵
衛
（
鹿
兒
島
）、

中
川
勘
助
（
大
阪
）【
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
】

　

明
治
初
期
の
先
駆
的
な
地
方
紙
と
し
て
名
を
知
ら
れ
た
『
田
舎
新

聞
』
に
書
籍
販
売
の
新
時
代
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
一
二

（
一
八
七
九
）
年
一
一
月
二
二
日
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
七
九
号
の
広
告

に
梅
津
壽
平
が
出
し
た
広
告
が
あ
る
。
一
つ
は
一
連
の
書
名
を
挙
げ
て

書
籍
の
入
荷
を
案
内
し
（「
右
到
着
ニ
附
御
購
求
ノ
程
奉
希
上
候
」）、

も
う
一
つ
は
『
袖
珍　

調
薬
必
携
』（
高
橋
正
純
著
）
と
い
う
専
門
性

の
高
い
本
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
発
行
者
は
大
阪
の
有
名
な
出
版

者
岡
田
茂
兵
衛
で
、
中
津
で
の
販
売
は
梅
津
壽
平
に
任
さ
れ
て
い
た
。

代
々
に
わ
た
り
書
物
を
扱
っ
て
き
た
老
舗
が
わ
ざ
わ
ざ
広
告
を
出
す
理

由
は
そ
の
次
の
広
告
か
ら
見
て
取
れ
る
。
古
博
多
町
梅
津
屋
と
並
び
、

隣
の
新
博
多
町
に
野の

依よ
り

暦れ
き

三ぞ
う

が
設
立
し
た
文
明
堂
も
ま
た
『
十
八
史
略

字
引
大
全
』
や
『
記
事
論
説
文
』
と
い
う
書
物
の
広
告
を
出
し
て
い

た
。「
中
津
市
校
」
の
開
設
お
よ
び
中
津
市
民
を
念
頭
に
福
澤
諭
吉
と

小
幡
篤
次
郎
が
共
著
し
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
初
編
、
一
八
七
一
年

一
二
月
刊
）
が
地
元
の
学
習
熱
と
知
的
好
奇
心
を
大
い
に
高
め
た
に
違

い
な
い
。
成
長
を
始
め
た
明
治
期
中
津
の
書
籍
市
場
に
競
争
相
手
が
登

場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
■5
。

『
宋
録
定
釋
』
米
良
石
操
著
。【
發
兌
書
肆
】［
前
集
］
和
泉
屋
市

兵
衛
（
東
京
）、
山
城
屋
佐
兵
衛
（
東
京
）、
中
外
屋
（
東
京
）、

聚
星
館
（
東
京
）、
高
橋
松
之
助
（
東
京
）、
村
上
勘
兵
衞
（
京

都
）、
前
川
善
兵
衞
（
大
坂
）、
村
上
勘
兵
衛
支
店
（
大
分
縣
大
分

町
）、
野
依
暦
三
（
中
津
）、
風
月
亭
（
宇
佐
）、［
後
集
］
和
泉
屋

市
兵
衛
（
東
京
）、
山
城
屋
佐
兵
衛
（
東
京
）、
中
外
堂
（
東

京
）、
聚
星
館
（
東
京
）、
前
川
善
兵
衞
（
大
坂
）、
村
上
勘
兵
衞

（
京
都
）、
山
川
正
三
郎
（
大
分
縣
大
分
町
）、
村
上
勘
兵
衛
支
店

（
大
分
縣
大
分
町
）、
野
依
暦
三
（
中
津
）、
風
月
亭
（
宇
佐
）【
注

記
：
奥
付
に
「
版
權
免
許　

明
治
十
一
年
十
月
十
五
日　

著
者
兼

出
版
人　

大
分
縣
士
族
米
良
石
操　

製
本
所 

臨
池
社
」
と
あ
り
】

【
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
】

『
宋
録
定
釋
』（
一
八
七
八
年
刊
）、『
作
文
便
蒙 

─ 

類
語
補
遺
』

（
一
八
七
八
年
刊
■6
）
や
『
女
子
必
携
女
礼
式
図
解
』（
一
八
八
三
年
刊
■7
）

の
発
行
に
も
関
わ
り
合
っ
た
野
依
暦
三
の
家
に
、
後
に
評
論
家
、
思
想

家
と
し
て
名
を
上
げ
た
甥
・
野
依
秀
市
（
一
八
八
五
～
一
九
六
八
■8
）
が

寄
宿
し
、
高
等
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
。

　

梅
津
家
が
い
つ
頃
、
書
店
を
他
者
に
譲
っ
た
か
は
あ
き
ら
か
で
は
な
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図
八
　『
田
舎
新
聞
』（
明
治
一
二
年
一
一
月
二
二
日
版
）
の
広
告
■10

。

い
。
蜂
谷
昌
彦
に
よ
れ
ば
、
帝
国
陸
軍
の
最
後
の
参
謀
総
長
と
な
っ
た

梅
津
美よ

し

治じ

郎ろ
う

（
一
八
八
二
～
一
九
四
九
）
は
、
そ
こ
で
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
父
梅
津
芳
米
が
死
去
し
た
一
八
八
九
年
ま
で
育
っ
た
。
母
つ
ね

が
豊
後
高
田
町
の
是
永
家
に
再
婚
し
た
の
で
、
美
治
郎
も
中
津
か
ら
離

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
■9
。
兄
壽
平
は
引
き
続
い
て
梅
津
豊
文
堂
を
経
営

し
て
い
た
よ
う
だ
。

『
豊
前
名
所
案
内
記
―
附
豊
後
温
泉
志
』
一
松
又
治
著
、
梅
津
豊

文
堂
発
行
。
大
分
県
下
毛
郡
中
津
町
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

年
刊
。

『
第
二
静
思
余
録
』
徳
富
蘇
峰
著
、
東
京
民
友
社
発
兌
、
明
治

四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
刊
。【
売
捌
所
：
計
二
一
四
カ
所
】
上
田

屋
（
東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
）、
東
京
堂
（
表
神
保
町
）、
東
海

堂
（
京
橋
区
尾
張
町
）［
・
・
・
］ 

梅
津
寿
平
（
豊
前
国
中
津
町
） 

［
・
・
・
］。

『
第
七
日
曜
講
壇
』
徳
富
蘇
峰
著
。
東
京
民
友
社
発
兌
、
明
治

四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
刊
。【
売
捌
所
：
計
二
一
四
カ
所
】
上
田

屋
（
東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
）、
東
京
堂
（
表
神
保
町
）、
東
海

堂
（
京
橋
区
尾
張
町
）［
・
・
・
］ 

梅
津
寿
平
（
豊
前
国
中
津
町
） 

［
・
・
・
］。

『
読
書
余
録
』
徳
富
蘇
峰
著
。
東
京
民
友
社
発
兌
、
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
刊
。【
売
捌
所
】【
売
捌
所
：
計
二
一
四
カ
所
】
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上
田
屋
（
東
京
市
神
田
区
裏
神
保
町
）、
東
京
堂
（
表
神
保
町
）、

東
海
堂
（
京
橋
区
尾
張
町
）［
・
・
・
］ 

梅
津
寿
平
（
豊
前
国
中

津
町
） ［
・
・
・
］。

　

昭
和
初
期
に
武
内
新あ

ら
たが

書
店
を
引
き
継
い
だ
と
き
に
は
、
そ
の
長
い

歴
史
を
伝
え
る
資
料
は
遺
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

 

参
考
文
献

▲
井
上
隆
明
『
近
世
書
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板
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総
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）。

▲
梶
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真
司
「
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に
お
け
る
民
衆
向
け
育
児
書
の
変
貌 

―
『
小
児
養
育
金
礎
』
の
解
説
、
比
較
分
析
、
お
よ
び
翻
刻
」。（
帝

京
大
学
外
国
語
学
部
編
）『
帝
京
大
学
外
国
語
外
国
文
化
』
第
三

号
、
四
五
五
～
一
八
一
頁
、
二
〇
〇
一
年
。

▲
佐
藤
卓
己
『
天
下
無
敵
の
メ
デ
ィ
ア
人
間
―
喧
嘩
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
野
依
秀
市
』
東
京
：
新
潮
社 

二
〇
一
二
年
。

▲
鈴
木
敏
夫
『
江
戸
の
本
屋
』
東
京
：
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
。

▲
長
友
千
代
治 

『
江
戸
時
代
の
図
書
流
通
』
京
都
：
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
二
年
。

▲
中
野
三
敏
『
江
戸
の
板
本
―
書
誌
学
談
義
』
東
京
：
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
。

▲
蜂
谷
昌
彦
「
語
ら
ず
の
将
軍
―
梅
津
美
治
郎
大
将
」。『
邪
馬
台
』

一
五
四
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
四
九
～
六
五
頁
。

図
九
　『
豊
前
名
所
案
内
記
』
の
奥
付
。
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▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
「
中
津
地
方
に
お
け
る
医
学
教
育
の

近
代
化
に
つ
い
て
」。
青
木
歳
幸
編
『
西
南
諸
藩
医
学
教
育
の
研

究
』。
佐
賀
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
七
日
、
六
一
～
八
四
頁
。

資
料

▲
『
田
舎
新
聞
』
第
一
七
九
号
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
一
一
月

二
二
日
。

▲
『
最
新
実
測
中
津
市
街
地
図
』
中
津
、
梅
津
書
店
発
行
、［
明
治
・

大
正
期
？
］。

▲
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
平
樂
寺
、
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
。

注

 　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１　

長
友
千
代
治
（
二
〇
〇
二
）、
六
〇
～
六
六
頁
。

２　

江
戸
時
代
の
図
書
流
通
に
つ
い
て
は
、
長
友
千
代
治
（
二
〇
〇
二
）
を
、
板
本
の
書

肆
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
（
一
九
九
五
）
を
参
照
。

３　

中
津
市
佐
藤
家
寄
贈
資
料
五
五
。

４　
『
小
兒
養
育
金
礎
』
に
つ
い
て
は
、
梶
谷
真
司
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。

５　

野
依
暦
三
が
取
り
組
ん
だ
そ
の
他
の
書
物
と
し
て
『
作
文
便
蒙 

ー 

類
語
補
遺
』

（
一
八
七
八
年
刊
）
及
び
『
女
子
必
携
女
礼
式
図
解
』（
一
八
八
三
年
刊
）
が
あ
る
。

６　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

７　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

８　

佐
藤
卓
己
（
二
〇
一
二
）
参
照
。

９　

蜂
谷
昌
彦
（
二
〇
〇
五
）、
五
〇
頁
。

10　

広
告
に
列
記
し
て
あ
る
書
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。『
作
文
粋
金　

記
事
論
説
文
』、

『
偶
評　

続
近
世
名
家
文
抄
』、『
偶
評　

続
近
世
名
家
文
抄
』、『
袖
中
詩
語　

対
韻

自
在
』、『
評
点　

山
陽
遺
稿
』、『
近
世
名
家
絶
句
小
本
』、『
髯
競
鯰
公
の
穴
さ
が

し
』。

図一〇　明治後期・大正頃の古博多町（梅津書店発行「最新実測中
　　　　津市街地図」より）。



− 90 −

ABSTRACTS

ARTICLES

“Holy Priest” Unge and the literati of Nakatsu
Unge Daigan （1773–1850）, alias Suehiro Unge, a renowned priest and artist, 
was born in the Mantoku Temple of Takeda （Bungo Province）. He grew up in 
the the Kōen Temple of nearby Hita, and from 1791 he served as chief priest of 
the Shōyō Temple in Nakatsu （Buzen Province）. He later moved to Kyōto where 
he  became head  teacher  of  the Takakura Academy （Jōdoshinshū , Ōtani 
faction）. This study  focusses on Unge’s activities  in Nakatsu, which have not 
been clarified yet,  in contrast  to his  later  life and achievements. The study  is 
based on  the  “Unge Manuscript” （Unge  sō） with Chinese-style poems,  in 
conjunction with additional biographical  source material of  local  literati and 
physicians, such as Okudaira Uzan, Tanaka Shinpei, Sogi Bokusō, Matsukawa 
Hokusho, Karashima Shōan,  and Hachijō Hanpa. This  study presents  two 
unpublished autographs kept by the City of Nakatsu.

The physician Murakami Genshū and the “Commentary on 
Master Sorai”
One book among various texts used by the scholar Kō Kappa （1724−1776） drew 
the attention of Murakami Genshū （1745−1818） who,  like his  forefathers, 
enjoyed years of  freedom and  studies before  serving as a physician  to  the 
Nakatsu Clan. This was a commentary of the famous “Master Sorai’s Principles 
of Study” （Sorai sensei gakusoku）,  printed in 1744 under the title “Examination 
of Master Sorai’s Principles of Study” （Sorai sensei gakusoku kai）. Murakami 
Genshū copied  the complete  text  into a notebook （Muraigaku-sho）. He also 
carefully added remarks on its contents made by Kō. The date at the end of his 
copy （1769） shows that Murakami was  in his mid-twenties at  that  time. Kō, a 
descendant of a naturalized Chinese, had studied under Ishijima Chikuba （1708
−1758）, and after years of peregrination started a private academy in Kyoto in 
1767. Therefore, Murakami may well have been one of his disciples.

In  contrast  to his  later  years  as  a personal  physician  to Lord Okudaira of 
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Nakatsu,  little  is known about  the process of young Murakami’s  intellectual 
formation. The abovementioned  text,  together with his “Lecture notes on  the 
Lunyu” （Rongo kikigaki）,  suggests  a  strong  influence of Confucianism as 
interpreted by Ogyū Sorai.

On the books owned by the Nakatsu Clan and the domain 
school Shinshūkan
Among  the  large  number  of  books  and manuscripts  accumulated  by  the 
physicians of  the Ōe  family during  the Edo period,  there  is an  inconspicuous 
manuscript entitled “Honourable Book Collection” （go zōsho） with a register of 
501 books that were once kept by the Nakatsu Clan （Nakatsu Han）. As can be 
seen from the titles, education and scholarship  in Nakatsu were based on the 
two pillars of “Chinese Studies” and “Japanese Studies.” Special attention was 
also paid to subjects such as Shintō, Buddhism, and astronomy. Marginalia and 
other memos show that these books not only circulated among clan officials but 
were also available to the local population. Thirty-seven titles were used in the 
domain school Shinshūkan. This manuscript sheds light on the management and 
usage of official book collections and the intellectual environment in Nakatsu.

RESEARCH NOTE

Booksellers and publishing houses in Edo- and Meiji-period 
Nakatsu
During  the 17th century, books became a commodity  in  Japan, and soon a 
network of printers and sellers spread all over the archipelago. An investigation 
of bibliographical data  in Edo-  and Meiji-period publications  revealed  the 
existence of several book merchants and publishers  in the domain of Nakatsu, 
indicating a high  level of  literacy and  intellectual curiosity, even  in  such a 
sparsely populated rural region.

The activities of a 17th-century merchant called Kōji Jubei, who started selling 
books shortly after the establishment of the domain, did not last long, whereas 
Umezu Juhei’s activities can be traced from the 18th to the early 20th century. 
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When  it  came  to books promoting certain medicaments,  the  trading house 
Harima offered package deals. This family, together with Lord Kuroda Yoshitaka, 
alias Kanbei （1546–1604）, once came to Nakatsu from Harima and accumulated 
considerable wealth and influence. Matsuba Sakubei’s activities in the late Edo-
period book market ended after a few titles. The Umezus in particular were often 
involved in the publishing process itself. As can be gleaned from a considerable 
number of books,  there were  large-scale groups of merchants who engaged  in 
joint publications. This diminished the  financial risks and  linked remote  local 
markets  to  the great publishing houses  in Kyōto, Ōsaka, and Edo. For several 
generations, the Umezu family was part of such a network.

The educational boom during  the Meiji period,  largely  induced by Fukuzawa 
Yukichi （1835–1901） and Obata Tokujirō （1842–1905）, who were both raised in 
the domain of Nakatsu, led to a further expansion of the book market and a new 
local  rival  called Noyori  Rekizō.  Similarly  to  the Umezu  family,  he  also 
participated in publication projects.

The biographies of  two  influential historical  figures are  linked  to  these  two 
provincial  bookstores. The  first  is  that  of Noyori Rekizō’s nephew Noyori 
Hideichi,  alias Shūichi （1885–1968）, who  took  refuge  in his uncle’s house 
during his high  school  years  and  later became a widely known nationalist 
journalist and politician. The second is  that of Umezu Yoshijirō （1882–1949）, 
who after his father’s death decided to pursue a career in the Imperial Army.
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